





Complete S 
All About 89 Words &Music 





Contents 





街 の 風景 scENEs oOE TOwN 








6 
は じ ま り さえ 歌え な い CANYT SING EVEN THE BEGINNING 一 ーーーーーーーーーーーーー 10 
I LOVE Y 〇 OU 15 


ハイ スクール Rockn) Roll HGH SCHOOL ROCKcN' ROLLーーー フ フフ ーーー ノーバ ソ パク 0 つ 0t0O0O{ 18 
15 の 夜 TEHE NiGEI エ ーー ーー ーー っ 2 っ 
愛 の 消え た 街 LOVELESS TOWN 一 一 ーー ーー > ぅ っ 
二 七 歳 の 地図 SEVENTEENY'S MAP 一 ーー 


傷つけ た 人 々 へ ro ALL TEHAT 1I HURT 





36 
僕 が 僕 で ある た め に xy SONG ニ ーーーーー ーー ーーーーーーーーー ーーーー ーー ーー ーーーーー-40 


OH MY LITTLE GIRL 


Scrambling Rockny 駅 昌一 ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 5 





44 


9 本 ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー=_ _-g 生 
Scrap の cw デーーー テ ーー サーー テ ーー テーー デ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ニ ーー 6e> 
ダン ス ホ ー ル キョ ーー ョ ーー テーーー ーー テー テー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-@@ 
ーーー ママ テーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー-20 
坂 の 下 に 見 えた あの 街 に 75 


存在 一 一 一 ーーーーーーーーーー ーーー ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 98 


群衆 の 中 の 猫 






































82 
シェ リー shely 86 
Teenage Blue 9O 
路上 の ルー ル RULES ON THE STREET o8 
和 失 く し た ALTERNATIVE 103 
Forget-me-not 106 
米 軍 キャ ンプ BASE CAwp 109 
彼 GRIEP 114 
JDriving AI Nighr 118 
ドー ナツ ・ シ ョ ッ プ DONUTS SHIOP 124 


誰か の クラ クシ ョ ン SOMEBODY BEEPS A KLAXON 一 ーー 128 


Freeze Mtoon 





132 


箱 角 の 選 の 中 TWILMGEEF WINIDーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー や を 4 











15O 
158 
161 
166 
COLD WIND- 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー- 16 ひ 
紙切れ と パイ プ ブル ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーーーーーー ーー 174 
遠い 空 一 ーー 17 ひ の 
理由 184 
街路 樹 一 ーーーーーーーーー 187 
| 吉 生 pn 
LOVE WAY マーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 1O4 
KISS 199 


資 呈 ゆ く 街 で sZTHI STREE エ ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 204 
ロ ザ ー ナ ROSSANA 208 
鱗 声 の 証明 JNDETIEKCATION 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー GO な 
RED SHOES STO 民 ーーーーーーーーーー 一 ーー 一 ーー 一 ーー 一 ーーーーーー- 218 
LONELY ROSE-ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 一 ーー 一 ーーーーーー フ ク 4 














置き 去り の 愛 ILEFT MY LOVE IN YOU り ーー --228 
FIRE 231 
COOKIE 却 き 
永遠 の 胸 24O 


レガ が リ テ ー ト LEGALITA エ ーーーー ーー ーーー 246 
25O 
COLD JA 叱 NIGHT 一 ーーーーーーーーーーーー ーー ーーーーー 一 THpir ahr 旋 e 
業 線 区 DONyr TODCHI TEIRS 一 一 ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー らら syedo 
音 の な ぃ い 部屋 QUIET ROOM 一 一 ーーー 二 二 還 叶 時 309 
き ウ と 宮 し ない HHAPPY BIRTEIDAYーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ュ ー ポ ーーーーーー キ ーー 262 
風 の 迷 路 WHAT IS LOVE 一 一 一 ーーー ーーーーーー ス 70 
MtARRIAGEー 一 ーー ーーー 27 
誕生 BIRTEH 一 一 ーーーーーー ク 7 お 8 


東 [ RAINBOW 








汚れ た 経 





自由 へ の 扉 

Get it down 
優し い 陽 射 し 
購 罪 

ふた つの 心 
原色 の 孤独 
太陽 の 瞳 
Mtonday Morning 
開 の 告白 

Mama, say good-bye 
太陽 の 破片 





Fire 
Driying All INight 
十 七 歳 の 地図 DRIVITNG ALL NIGHT 
Scrambling Rockmn') Roll 
僕 が 僕 で ちあ る た め に MY SONGー 一 ーー 


Cookie 
率 業 GRADUATION 


永遠 の 胸 ETERNAL HEART 




















Freeze Mtoon 





太陽 の 破片 











誕生 BIRTH 











15 の 夜 THE NIGHT 








I Love You 


ホワ イト ・ ア ル バ ム ) 


も うお まえ し か 見 えな い 








Street Blues 
秋風 
酔い どれ 








弱く て バカ げ て て 














292 
295 
298 
302 
306 
309 
312 
317 
320 
324 
327 


う 334 


34O 
う 344 
35O 
354 
36O 
364 
368 
373 
38O 
386 
391 
398 
402 


414 
418 
423 
426 
429 


Yuka Uak 


Complete Song Book 


YUTAKA OZAKI 
SEVENTEEN'S MAP 





丁 七 歳 の 地図 


に ) コ "ルコ ココ ド は に 骨 / ル パー 


に )@ 頒 =1 コ の @)=19 に 飼 こ =(⑥ 5 に [0 


- 巨 
穫 


作詩 作曲 : 尾 崎 豊 
1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


街 の 風 
SCENES OF TOWN 


) 


Original Key G 
(Cm6(onG) 
ーー テ 
翌 し 


の 
こ 
〇 
E 
〇 





Cm6(onG) 


Cm6(onG) 


| 





所 (on6)) 


(Cc 
「GG. 


m6 





の 
昌 
則 
〇 
E 
〇 





( Bm7(onE)) 


Bm7(onE) 


( Em7) 


ピー 
LJ 
「 コ 
O 
FN 
E 
思 
ュ ン 


, (Bm7(onE)) 


Bm7(onE) 


Bm7(onE) 





( Bm7(onE)) 


Bm7(onE) 





( Cm6(onG)) 
と moo 


) 


( 


m6(onG) 
ぐ ざ pg 一 一 テ 


了 

| 6) 

=E』 
6 


Cm 


oO 


け い 






) 


(Cm6(onG) 


の 
昌 
ュー ン 
〇 
E 
〇 





弁 貞 
較 


ーー へ 
ーー 
D 


X 


)) 


Am7 


護 調 詞 


(Cm6(onG 


G 


=! 


( Cm6(onG) 
Cm6(onG) 
Cm6(onG) 
太 上 





X。 
X 


Bm7(onE) 


の 


Em7 


剛 僚 茜 旗 


Bm7 


10 


えな い 


作詩 作曲: 尾崎 豊 
⑥ 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


は じ ま り さえ 歌 
CAN'T SING EVEN THE BEGINNING 


Original Key G 





(D(onG))(G) 


(c(onG)(G) 


(C(onG))(G) 





(Am7(onD)) 


(D(onG)) (G) 


。(C(onG)) (G) 


( G(onB) ) 





11 





| 





(D(onG)) 


(G) 


(C(onG)) 


(Cc(onD)) 


レー 
〇 
「 コ 
O 
〇 
ュ ン 


12 


に 
G 
E 
E 
山 





(G) 





(D(onG)) 


(⑥) 


(C(onG)) 


加 
に 
ら 
ロ 





) 


(D(onG) 
こい 


(C(onG)) (G) 





( 


A 
の 
「 ゴ 
( ら 
O 





(C(onG)) (G) 


13 


(C(onG)) (G) 


届 Cogo 


(Am7(onD)) 


Am7(onD) 


ー い 一 





た < く な 


ー は な し 一 


(C(onE)) 


(Am7(onD)) 
Am7(onD) 


(Am7) 





(D(onE)) 


C(onE)) 





(C(onE) 


( D(onE)) 





(Em ) 


(C(onE)) 





14 


(C(onE)) 


(D(onE)) 





(Em) 


(D(onE)) 


ic 





(C(onE) 
リ ピ 


( D(onE)) 





Am7 D7 


Em 


Am7(onD) 


D(onG) 


G 


C(onG) 


歳 


B7 


扶 計 職 抽 衣 興 


C 


A7 


馬 工 区 貼 区 租 


C(onD) 


G(onB) 


講 


D(onE) 


C(onE) 


Em7 


Emmaj7 


上 弁 詩 調 藤 骨 


15 


作詩 作曲 : 尾 崎 豊 
@ 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


1I LOVE YOU 





(Bm7(onE)) 


Original Key A 





Bm7(onE) 


な いよ 


19 
に 
S 
ぃ 
下 
らい 
に 1 


た く 一 


いじ ゃ な いか ら 
ky 導 ーー 一 


た : こ 


ひと つ に か さ な り いき て ゆ | く 


な に も か も ゆる され 





こ 
ふ 


き ば 
た 


ま 


だ - あ 
ら 


も れ 


に う 
それ か 


の へ や は お ちば 
な ん ども あい し て る っ て き 


ーー 


| 
1 
WW 
堆 
8 
、 


ね この よ 


ー 


Bm7(onE) 


ら お まえ は 
の あい な し で は いき て さ 


か 


だ 





16 


m(onA)) 


(F 


(Bm7) 





m(⑤(⑥) 


m7(onG$)(F『 


記 


( 


上 
= 
六 
に 
世 
上 


17 





) 
に 


D 
う 


(Fm(B)(D) 


し まわ ぬ よ 
( Bm7(onA)) 


(Cfm7(onG 





(A) 
Cog 
全 5 "(Bm7) 
(E) 


( Bm7) 





( E7) 
( Bm7(onE)) 
ビッ つ 
それ か 
Bm7(onE) 


(E(onG$) 


(Q) 





Bm7(onA) 


E7 


7 


Bm 


FWm 


Bm7(onE) 


Bm7(11) 


CWm7 F*m7(9) 


A 


財 寿 . 剛 礁 剛 立 馬 儀 机 


X 


456 


Bm7(onA) 


座 岩 


FWm(onA) 


詳 鞭 


E(onG# 


目 大 還 弁 


C7(onE9 


EE 


D 


G 


X 


Oo 
X 


4 56 


18 


Roll 


2 


11 


2 
ROLL 


HIGH SCHOOL ROCK'N' 


ッ ュ イス クー ルレ Rock 


作詩 作曲: 尾崎 豊 


〇 ) 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


Original Key C 


( C(onE)) 


(C) 





(C) 





19 


と た 
の S-mo-king 


E7 


で 
ーー 
戸 

! 
デ 
に 
O 
ドコ 


し 


か 


Strange boy 一 一 


た 


い 一 よ 


な 





20 


n 


z 


ck 


Ro 


PP PP fP ems hp 
ai 

PT PP 2 2 PP 2 ・ 2 2 
ee 


ーー 
ーー 


4 げ ー バ ーー ニー ニーー ニ ーーーー ニ ーーーーーー-ー ビ デーー ニ ーー 一 


Ro - ck'n Roll 


Roll 


Ro - ckn 





21 


で 
d 
ココ 
そ 
〇 
! 
Oo 
トコ 








て を 一 の ば せ 


Ro - ck'n Roll 


で 
= 
の 
マ 
〇 


Ro 


ひ 


Repeoz 区 戸 


E7 


藤 訂 衣 台 


Am 


F69 


C C(onE) 
諾 大 上 


22 


15 の 夜 


THE NIGHT 
作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


で 


Original Key C 





(Am7(onG) ) 





23 


ンー 
〇 
円 
: ウ 
IN 
E 
マ 
NN 





( Fmaj7 ) 


( Cmaj7 ) 





sー-。 ( Cmaj7) 





も う 


S 
過 
ゃ 
き 
で 
6 
円 


ジン 
代 
サ 
) 


(セリ フ ) 
(セリ フ ) 


24 


だ す 


ー しり 


ー す ん だ バー イク で は 


よる の と ば り 


ー い 


Am7(onG) 





和 ゆ 


(G7) 





(Am7(onG)) 











IN 
E 
a] 












26 


Am7(onG) 

















Am7(onG) 






Am7(onG) 


Am7(onG) 
トーーーーーーー ダ ーーーーーーーー ト ーーーーーーーー グ ーーーーーーーーー」 
= 


Am 


Em7 








F 






roge Oz 


Am7(onG) 


層 


E7 Am 
Em7 


Fadd9 


卓 届 角 


研 凍 


Dm7 


馬上 柚 世 要 台 


X 


27 


条 


肖 え た 


きゃ 


作詩 作曲: 尾崎 豊 


C) 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


LOVELESS TOWN 


愛 の 


(G) 


(F) 


則 で GE 


昌 旨 め リヤ 
お ゼロ) お 


に の に 』 
ロ 8Q 


( D7(onF#) 
(G) 


(G) 





(G) (Am) 





ーー 
の ーー トー テモ ーー クー 


(Twin E.G.) 





(F) 





に ーー デー に エー アー ニー ニー ニテ ー ニ ニー 人 に 人 


(G) (D7(onF$) 


L 
chL 
LE 


| 
| 
I 


Original Key Am 
(Drs) 


人 人 ウ ろ EE 


ーー ニー ーーー ニ ーーー デーー] 
ーーーー ーーーーーーーー ーー ーーーーーーーー . 


1 
いこ 







公 1 


に 基 ま っ | 


NO シ と ゼ 


め )* る 





ロリ 
W 
層 
ふ 


そ れ が あ 





(D7(onF9) 


= 
軸 
1 コ 
ま ン 
は 
避 





(G) 


(G) (D7(onF#9) (F) 


(Am) 


(G) 


(F) 


7(onF#) 


に 
L 
「 コ 
ら 
ト 
ロ 


D 





(F) 


(Am ) 


G) 


( 


(D7(onF9) (F) 





(D7(onF9) 


) 


G 


( 





「 
回 
「 コ 
らら 
ト に 
ロ 


( D7(onF#) 





31 


(F) 


(D7(onF#) 
D7(onF 


(D7(onF#) (F) 





(G) (D7(onF9$) 


(F) (G) ( Am) 


gg 一 テテ 


語 


(G) (p7(onF9) 


(Am) 





(D7(onF9) (F) 


G) 


( 


Am)。 


(e 


6 が 


(D7(onF9) 
D7(onF9 





(G) (D7(onF$9) 





( D7(onF#) (F), (G) 


(G) 


(G) (Am) 
F 


(D7(onF9) (F) 
D7(onFW) 





E 


上 興 


F 


D7(onF# 


X。 
X 
え 


掴 興 


Fmaj7 


X 


柚 詞 


護 柚 


32. 


作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


⑥ 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


士 七 歳 の 地 
SEVENTEEN'S MAP 


(C) 


Original Key C 


「 
に 1 


IN 


、 < 
) 
ぁ 回 


[NE 





33 


の えがお を 


き 
ろ る を い つ で も か 


EE - 


か げ が 一 


み し い 


J 》@ @ 
Sp っ 
で じい や 


下 
1 
や 
回 


コ 


各 るる 





S 


= 
① 
の ① 
や セ 


ー Ve 一 


Se 


テー テテ ニテ ニテ ーー 


(G(onB)) 


ひと な み の な か を 


ee 人 


om pemeem な > sm tam eem imi is: ark me 
EE 
レア デア アア アア ディ ビン マン ーー デマ ャ ーー アー 」 


ーー 
人 $ 症 ニニ ーー ブー 





) 


C 


( 


G(onB)) (G(onA)) (Am) 
ー け ば 一 
G(onA) Am 


) 


G 


( 
( 


か べ づ た 一 い に あ | る 


) 


C 
(Am) 


( 


) 
(G(onB)) 


(G(onA)(Am 





っ ぽ ぱ け な 一 お れ の 


ち 


きゃ と | お も うん だ 


き な 


つよ くい 





(G(onA) ) (Am ) 


(G(onB)) 


) 


C 


( 


(Am) 


(G(onB)) (G(onA)) 


(C) 


ed 
LC ーー アーナ ャ アー ニナ テー ナ チャ ナー ナニ キーーーーーー タ ジャ ューーーーー ト ー ル ーー 
[ペー ジー ンー バニ ンー デー ヒーー ニ ーーー た デー 





だ 人 友 … 
TO ALL THAT 1 HURT 


作 つ け 


作詩 / 作 曲 : 尾 崎 豊 
C) 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


Original Key A 





(Bm7) 











比 SI 
ーー 
ルコ 
mw 





(E7) 


m6(onD#)(D) 


m7(onE) (FE 


mmaj7(onF)(F『 


(F' 


[ 


Fme6(onD* 


m7(onE) 


mmaj7(onF)| F* 








37 


(Fmmaj7(onF)(Fm7(onE)(FWm6(onD#) 


(Fm) 





( Bm7 ) 


(A) ( FIm 7) 


(E7) 


( Bm7(onE)) 








(B7) 


m(onA)) 


(F 


C『7(onG#) 


( 


(A(onE)) (Bm7(onE)) 


( A(onD)) (D) 


し 
=] 
ヽ ン 
と 
ロ 
「 コ 
コ 
に 
ヽ ン 





へ 
Th 
LH 
トー 
レー 
LH 
「 コ 
こ 和 2 
Th 
E 
上 
ヽ ン 
に 】 
人 で 
引 
| 
ュ ン 
レー 
| 
[] 
4 
IN 
E 
に コ 
に 
ュ * ン 


へ 
レコ 
出 
2 
に 
に 
凹 





m7(onE)) 


(F 


(F*m) 


(E(onG$) 


IN 
1 
上 
「 コ 
ご 
IN 
E 
吊 


ms aa 
ーー 





い 


の む ね に 


ーー 


mi 
ご 
O 
に 
E 
凹 





(E(onG#) 

















Bm7 















レー 
< 
〇 
「 = 
と こう O 
い ト hr 
『-Ml | 
叫 凸 
ヽ ン 日 | 
ムー 用 _ < 
Ll LH 
sFwl 5 1」 
s 財 間 誕 8 
て | で リリ 
ペン 富 内 目 
上 6 6 
E 9 
こ だ s 
ぶ 


(E(onG⑨) 
( Bm7 ) 


届 Coggo 


E7 





(on 
Bm7(onE) 





IN 
に 
〇 
mi 
e】 
に 
E 
| 


( Bm7(onE)(C7) 





(A) 


( Bm7(onE))(E7 ) 
Bm7(onE) E7 


(F*m7(onE)) ( Bm7 ) 


(Fim) 





an 
TN 
TI 
* 
会 
LH 
「 コ 
o 
ご 
IN 
E 
m 
ペ 


Bm7(onE) E7 









( Bm7(onE) 
FWmmaj7(onF) 


人 


Bm7(onE) 


護 上 上 鋼 


Bm7) 


Ei 
me ram 。 cm ーー ーー ーー ーー 


( Bm7(onE))(E7) 
Bm7(onE) E7 


FWm 


馬 上 恋 旧 貞 


(D) 


デー 
さ ド 
ュー ン 〇 
全 
LJ 
し e】 
ae IN 
ト .E 
3 
〇 L に 
ュ ン mw 
IN 
LJ 
デー 
E 
デー 
ロ 2 
に 


7 


# 
nG)) 
Bm 


( E(o 


ーー 
A 


4 56 


D E 


FWm6(onD#) 
情 寺 


C7(onG# 


FWm7(onE) 
大 


A(onE) E(onG# 


A(onD) 


吐 大 


B7 


FWm(onA) 


詳 革 


C 好 sus4 


詳 其 埋 革 


計 蘭 


X 


ol 
X 


論 凌 杜 


456 


4567 


ー 
に ニー 


だ た め ( 


で ある 


作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


C) 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


寺 


僕 み 


Original Key C 


(F)(G) (C) 








(Dm7) (⑥ 





(Dm7(onG) (C) 


41 





(Cmaj7) (E7) 


(Fmaj7) 





(Am) 


(G(onB)) 


ー し 


ドコ 


た 





42 


2 


ーー テー ーーー ーー ーー ーー 


ss 


EE 
ーー 
ーー プーーー ーー ーーー ーー 
ーー 


N 





43 


mr 
ed 


2 ae < Rs 
ed 





(⑥) 


(F) (Dm7) (G) 


(Cmaj7) 





Dm7(onG) 


詳 


馬主 計 謀 藤 蘭 撲 


G 


F 


X 


A7 Dm 


難 馬 謀 工 負 


Am 


OH MY LITTLE GIRL 


作詩 作曲 : 尾 崎 豊 
C) 1983 by Grand Mother Music Vision Inc. 


)) 


(G(onB)) 


Original Key D 





(A(onC 


(Em7(onA)) 
Em7(onA) 


Dadd9D 


(Gmaj7) (Dadd9)(D) 


(G6) 


(Dadd9)(D) 


Em7(onA)A 


み を 一 


Love Song- 
か 


@S 
に 
信 
Q 
し 


Em7(onA) 


ee 





45 


だ 





む ん 


た きみ を 
(A(onC⑳9 


が 


Dadd9 D 
m7) 


三 
〇 
台 
1 
の 
1 
ー1 
っ 
ヒコ 
有 テ 
三 
〇 


くら 





(Em7(onA)) 








へ 
叫 


の ov 定 の つま れ 


| 
や 
む 
で 
いり 
*〆 


S 


5)) po 弄 






テー トー ニー 
ン | 
ペン 
ウ ES 民 ン 
で = @ 
人 9 ト る 
Q oO 1 E で 
E ロ ち 員 本 
7 > 
SS = テ 
旭 聞 ーー で 3 
せ ビ 〇 G Q 
Q な 則 公 5 5 
ーー に ご の 
ご S 朋 思 
へ ON ロ 1 へ 
g / ン 8 
TIT @ ン 
【o) じ 
@ 2 っ 
2 N デ に コ E 
に 人 に マ 1 
ゴー @ ] Q 
ミ ぁ め | S 力 
に 9 1 ン ロ | 22 S 合 
ミ 6 で も p 
ーー 』 
< < の 作 る 
選 「 コ F」 呈す Ne 4Q ーー 
ミ だ よぶ | に 
LH LH 
に 





Oh My Lit - t-le Girl 
Em7(onA) 


「) 村 
EE = 
aa ドーesa 
ff[ ゴ ョ ヒ ゴ ロッ 
ーー ペー テー ニー = モン ニニ = 2 




















5. 
〔 1 (Dadd9)(D) 
。』 (Dadd9)(D) (G6) (Gmaj7) (Dadd9)(D) 人 






mm ニテ = ニー ュー < 
誠 
ーー ーー ニーーー ニ ーー ニーーーーー ーー ーーーーーーーー 
ーー 

ニー 


は es 
mm = 
se 
es 
Em7(onA) (Synth) 
G opP) 8 
G6 Gmaj7 | Dadd9 D 。 AonC ) Dadd9_D 
に ee 


Dadd9 D 
ヒコ 





(G6)  (Gmaj7)(Dadd9) (D) SC 衝 は ーー (G6) 
と こっこ ea en 


(Gmaj7) 









(A(onc9) ! と 






Em7(onA) 

= SNonB) 1 8 

G6 Gmaj7 | Dadd9 D A(onC『)| Dadd9 D は G6 Gmaj7 
ヒコ 






= Fa tat aa she sae 
| = テー ーー il ne 
将 ーー 
2 












Em7(onA) G(onB) 。A(onC9 | Dadd9_D 


mm fmt app ma as es en enc = 

1 EE ee 

ーー ジー モデ ーー ナー 

上 ss 
ーーー 





FWm7 F7 Em7(-5) CWm7 Bm7 Am7 Am7(onD) 
詳 大 講 位 衣 肌 調 畠 
% % 


街 の 風景 I LOVE YOU 


67 の gz の sc の Yokg Ozoz 有 ors gz szc か Yezokg Oz 
街 の 風 に 引き 裂 か れ 舞い 上 っ た 夢 く ず が Ilove you 今 だ け は 悲し い 歌 開 きた く な いよ 
路上 の 隅 で 寒 き に 震え も み 消 され て く Tlove you 逃れ 逃れ 辿り 着い た この 部 屋 
立ち 並ぶ だ ピル の 中 ちっ ぱ ぽ け な 俺 らき 何もかも 許さ きれ た 恋 じ や な いか ら 
の し か か る 虚像 の 中 で 心 を 礁 われ て いる 二 人 は まる で 捨て 猫 み た い 
あて ど な い 毎日 を まる で の 6 犬 み た い に この 部 屋 は 落葉 に 埋もれ た 空き 箱 み た い 
愛 に 負え 心 は 乾き ふら つき 回 る よ だ か ら お まえ は 小 鐘 の 様 な 泣き 声 で 
灰色 の 壁 の 上 書き な で っ た 気持 は きしむ ベッ ド の 上 で 優し き を 持ち より 
それ ぞ れ の 在り 方 の 空 し き に 震え て る ん だ きつ く 爪 抱き し め あ えば 
追い 立て られ る 街 の 中 アス ファ ルト に 耳 を あて それ か ら ま た 二 人 は 目 を 閉じ る よ 
下 埋もれ て る 歌 を 見 つけ 出し た い 悲し い 歌 に 愛 が し ら け て し まわ め 様 に 
空っぽ の 明日 に 向け て 投げ て や る さ T love you 若 す ぎる 二 人 の 愛 に は 触れ られ ぬ 秘 密 が ある 
誰 も が 過 り に つく 前 に Ilove you 今 の 暮し の 中 で は 辿り 着け な い 
や の ハー モニ ー 玩 で よう ひとつ に 重なり 生き て ゆく 恋 を 
ガラ ス 作 9 の 歌 玩 で よう 夢見 て 傷つく だ け の 二 人 だ よ 
無限 の 色 を 散り ば め た 街 の 風景 何 度 も 愛し て る っ て 関 く おま え は 
黙っ て お くれ よ 理屈 な ん か いら な い この 愛 な し で は 生き て きえ ゆけ な いと 
甘え だ と 笑う 5 の も よく 解っ た か ら きしむ ベッ ド の 上 で 優し きゃ を 持ち より 
無 意 味 の 様 な 生き 方 金 の た め ゆめ じ ゃ な く きつ く 殆 抱きしめ あえ ぇ ば 
夢 の た め 愛 の た め そん な も の に か け て みる さる それ か ら ま た 二 人 は 目 を 閉じ る よ 
追い た て られ る 街 の 中 めく る めく 日 の 中 で 悲し ぃ 歌 に 愛 が し ら け て し まわ め 様 に 


思い 思い に 描い て 〈 歌い 続け 演じ 続け 
人 生 は キャ ン バ ス さき 人 生 は 五 線 紙 さ 
人 生 は 時 を 演じ る 舞台 る 
心 の ハー モニ ー 奏で よう 
ガラ ス 作 り の 歌 奏で よう 
無限 の 色 を 散りばめ た 街 の 風景 


は じ ま り さえ ぇ 歌え な い メ ハイス クー ル Rockn'” Roll 

ors gz sic が Yoo 0zoz 有 Porgs gz sic の Yo な kg Ozo 太 

ふと 目 を 閉じ れ ば アス ファ ルト の 道端 に Oh! 朝 は 目覚 め て も 昨日 の 疲れ ひき ずっ た まま 

うず くま り 黄 忠 の 影 に 手 を 伸ばし 何 か 求 め て た 様 に な ら な い 制 服 着 て 表 へ 出る よ 

瑛 り だ ら け の ビル ディ ング ウイ スキ ー の 匂い が する よ そし て ぞろぞろ と 駅 へ 歩く 人 達 に 

俺 の 心 の 中 に は 求め る も の が ひと つも 映ら な いよ まぎれ 込ん で 俺 も 歩い て ゆく よ 

君 の 弾く ピア ノ まだ 覚 東 な い 満員 電車 に 押し 込ま れ 言葉 さえ な くし た Strange boy 
刺 濃 の 強 すぎ る この 街 で は 心 が 鈍く な っ て ゆく よ 何 が どう な ろう と 誰 に も どう に も 出来 な いみ た いさ 
君 を 抱き し め 離 し た く な い モー ラー 服 の LitHle girl 小さ な 爪 も みく ちゃ に され 
愛 の 光 を と も し 続け た い それ で も 夢見 て る の 失う 事 ば か りな の に 

カラ カラ に 乾い た 喉 へ た ば る まで 走る の か い Rockn'Roll 踊 ろ う よ 

ひと り ぼ っ ちの 汗 は 誰 の 眼 に も と ま ら な い Rockn'Roll くさ ら ず に 

燕 し 熱い 倉庫 の 中 で 30 分 の 休憩 を と り Rockn' Roll 手 を 伸ばせ ば 自由 は あと 少し さ 

つめ 込む だ け の メシ を 食べ て 届か な い 窓 に 手 を 伸ばし て いる Oh! これ か ら 半 日 は 刀 屈 な 授業 で 費 す だ け で 

な けなし の 全 の だ め の ア メッ オト 身 も 心 も 疲 れ は て 魂 さ えも Knock Knock down 
楽し く て やる に は この 街 で は 金 だ けが た より だ よ こっ そり 抜け 出し 小さ き な コ ユー ヒー ショ ッ プ の Smoking tme 
君 の だ た め な ら 死 ね る さき っ と ジュ ー ク ボッ クス に いか し た Rockn' rol 

愛 こ そ す べ て だ と 俺 は 信じ て る 俺 6 に 関 か せ て 欲し い の き 

この 街 じ ゃ 俺 達 まだ まだ 世間 知ら ず き ちょ っ と ./ こん な ラッ シュ アワ ー に 死ぬ まで も まれ た く な いよ 
情熱 は 空回り の 把 み どこ ろ の な い 影 何 が どう し て 誰 の た め に 縛ら れ な くち ゃ な ら な い の 
走り 出し て は いつ も 路頭 に 迷い 込ん で 逃れ られ な い 流れ の 中 で 

把 む も の も 何 も な く て は じ ま り さえ 歌え な い 俺 が いる 必死 に あがい て る 俺 が 見 える よ 

辿り 着く と いつ る 最終 の 電車 Rockn' Roll 踊 ろ う よ 

酔い どれ の ひと り 言 は この 街 で は 欲望 に 崩れ て ゆく Rockn' Roll くさ る ら 6 ず に 

この 街 か ら 君 を 守り た い Rockn' Roll 手 を 伸ばせ ば 自由 は あと 少し きる 
愛 の 光 を と も し 続け た い 

君 を 抱き し め 離 し た く な い 


愛 の 光 を と も し 続け た い 


15 の 夜 


万 ors gz sc の Yo を og 0zo 


落書 き の 教科 書 と 外 ば か り 見 て る 俺 

超 高 層 ビ ル の 上 の 空 届か な い 夢 を 見 て る 

や り ば の な い 気 持 の 扉 破り た い 

校舎 の 裏 煙草 を ふか し て 見 つか れ ば 逃げ 場 も な い 

し ゃ が ん で か だ まり 背 を 向け な が ら 

心 の ひと つも 解り あえ な い 大 人 達 を に らむ 

そし て 仲間 達 は 今夜 家出 の 計画 を だ て る 

と に か くも う 学校 や 家 に は 帰り た く な い 

自分 の 存在 が 何 な の か きる ぇ を 解ら ず 岩 えて いる 

15 の 夜 
盗ん だ バイ ク で 走り 出す 行き 先 も 解ら ム ま ま 
暗い 夜 の 帳 り の 中 へ 
誰 に も 縛ら れ た く な いと 逃げ 込ん だ この 夜 に 
自由 に な れ だ 気 が し た 15 の 夜 

冷た い 風 冷え た 打 人 恋し く て 

夢見 て る あの 娘 の 家 の 横 を サヨ ナラ つぶ や き 走 り 抜け る 

閣 の 中 ぽつんと 光る 自動 販売 機 

100 円 玉 で 買え る ね くも り 熱い 缶 コ ー ヒ ー 揚 り し め 

恋 の 結末 も 解ら な いけ ど 

あの 娘 と 俺 は 将来 きえ ずっ と 夢 に 見 て る 

大 人 達 は 心 を 捨て ろ 捨 て ろ と 言う が 俺 は いや な の さ 

退屈 な 授業 が 俺 達 の 全て な ら ば 

な ん て ちっ ぱ ぽ け で な ん て 意味 の な い な ん て 無力 な 

15 の 夜 
盗ん だ バイク で 走り 出す 行き 先 も 解ら ね まま 
暗い 夜 の 帳 り の 中 へ 
覚え た て の 煙草 を ふか し 星空 を 見 つめ ながら 
自由 を 求め 続け た 15 の 夜 
盗ん だ バイ ク で 走り 出す 行き 先 も 解ら ね まま 
暗い 夜 の 帳 り の 中 へ 
誰 に も 縛ら れ だ た く な いと 逃げ 込ん だ この 夜 に 
自由 に な れ た 気 が し だ 15 の 夜 








N = キー 

愛 の 消え た 街 

万 orgs gz szc の gg 0zo 

道端 に 倒れ た 様 に 眠る 人 が いる よ 

一 度 は 目 に する が す で ぐに 目 を そら し て 通り すぎ る 
誰 も が 不幸 に な る か も し れ な い 自 分 を 守り 
自分 の 愛 を 向け る こと も バカ らし てく て 出来 な い 

ま ぬ け な 人 ご み 


俺 も また 先 の 解ら ぬ 不 安 の 中 に いる 

今 を 何と か 生き る 事 で 心 に 余裕 も な いよ 

金 も と れ な い 学生 に 一 体 何 が 出来 る の か 

どん な 奴ら も つま り は 自分 の 将来 以外 

と どう で も いい と 思う は ず さ る 
愛 の 消え を た 街 き 昔 か ら を うな の だ ろう か 
それ が あたり まえ と 言う に は 俺 は まだ 若 す ぎる 
見 つけ た い 見 つけ た い 愛 の 光 を 


愛 と いう 言葉 を た な や すく 〈 口 に する の を 嫌う の も 
一 体 何 が 愛 な の か それ は 誰 に も 解ら な いか ら 
男 と 女 心 より 爪 で 慰め あい 
心 を 探し て 迷い 道 迷い 込ん で 倒し る の が 
見 える だ ろう 
二 人 も また 先 の 解ら ぬ 不 安 の 中 に いる 
愛 を 誓い 守る 事 が 全て だ と 信じ て 
子供 も 産め ない 世 の 中 の 解ら ぬ 二 人 に 
いっ だ い ど ん な 愛 が 育て られ る と ゆう の か 
Oh! 今 こ こ に 

愛 の 消え た 街 き 昔 か ら を そう な の だ ろう か 
それ が あたり まえ と 言う に は 俺 は まだ 若 す ぎる 
見 つけ た い 見 つけ た い 愛 の 光 を 

信じ たい 信じ た い 愛 の 光 を 


十 七 歳 の 地図 


太 or が gz szc の Yokg Ozo/z 


十 上 の し ゃ が れ だ ブル ー ス を 聞き な が ら 

夢見 が ちな 俺 は セン チ な だめ 息 を つい て いる 

だ た いし て いい 事 あ る わけ じゃ な い だ ろ う 

一 時 の 笑顔 を 疲れ も 知ら ず 探し 回 っ て いる 

バカ 騒ぎ し て る 街角 の 俺 達 の 

か た く な な 心 と 黒い 瞳 に は 寂し い 影 が 

喧嘩 に ナン パ 愚痴 で も こ ぼ せ ば 皆 同 じき 

うず うず し た 気持 で 踊り 続け 汗 ま みれ に な れ 

くわ え 煙 草 の Seventeen's map 

街角 で は 少女 が 自分 を 売り な が ら 

あぶ く 〈 銭 の た め に 何で も や っ て る けど 

夢 を 失い 愛 を も て 遊ぶ あの 子 忘れ も まっ た だ 

心 を いつ で も 輝 か し て いな くち ゃ いけ な いっ て こと を 

少し ずつ 色んな 意味 が 解り か け て る けど 

決し て 授業 で 教わっ むだ こと な ん か じゃ な い 

口うるさい 大 人 達 の ルー ズ な 生活 に 縛ら れ て も 

素敵 な 夢 を 忘れ や し な いよ 
人 波 の 中 を か きわ け 壁 づ だ い に 歩 け ば 

すみ か ら す み は い つく ば り 強く 生き な きゃ 思う ん だ 
ちっ ぽ け な 俺 の 心 に 空 っ 風 が 琴 いて くる 
歩道 橋 の 上 振り 返り 焼け つく よう な 夕陽 が 
今 心 の 地図 の 上 で 起こ る 全て の 出来 事 を 照ら す よ 


Seventeen's map 


電車 の 中 押し あう 人 の 背中 に いく つも の ドラ マ を 感じ て 
親 の 背中 に ひたむき さる を 感じ て この ご ろ よ と 涙 こ ぼ し た 
半分 大 人 の Seventeen's map 

何 の た め に 生き て る の か 解ら な く な る よ 

手 を 差し の べ て お まえ を 求め な いる この 街 

どん な 生き 方 に な る に し て も 

自分 を 捨て や し な いよ 


人 波 の 中 を か きわ け 壁 づ た い に 歩 け ざ ば 

し が ら み の この 街 だ か 6 強く 生き な きゃ 思う ん だ 
ちっ ぱ ぽ け な 俺 の 心 に 空 っ 風 が い て くる 
歩道 橋 の 上 振り 返り 焼け つく 様 な 夕陽 が 

今 心 の 地図 の 上 で 起こ る 全て の 出来 事 を 照ら す よ 
Seventeen's map 





傷つけ た 人 々 へ 


記 o7gs gz szc の Yezz ん og zo 


どれ だ け 言 葉 費 し 君 に 話し た ろう 
どん な 言葉 で も 言い つく せな か っ た 事 の 答 も 
ひと つ し か な い は ず と 
時 の 流れ に 心 は 変っ て し まう か ら 
そし て いっ た だ い 何 が 
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僕 は な ん て ま ぬ け な 男 ど っ た ろう 
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何 も 言 わな いで 
僕 を に らむ 君 の 瞳 の 光 は 
忘れ か け て た 真心 教え て て れ だ 
この 胸 に 今 刻 も う 君 の 涙 の 美しき に あり が と うと 
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この 胸 に 今 刻 も う 君 の 涙 の 美しき に あり が と うと 
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僕 が 僕 で ある た め に 勝ち 続け な きゃ や な ら な い 
正しい も の は 何 な の か それ が この 胸 に 解る まで 
僕 は 街 に の まれ て 少し 心 許 し な が ら 

この 冷た い 街 の 風 に 歌い 続け て る 
別れ 際 に も う 一 度 君 に 確か め て お きだ いよ 
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君 が 君 で ある た め に 勝ち 続け な きゃ や ならない 
正しい も の は 何 な の か それ が この 胸 に 解る まで 
君 は 街 に の まれ て 少し 心 許 し な が ら 

この 冷た い 街 の 風 に 歌い 続け て る 

僕 が 僕 で ある た め に 勝ち 続け な きゃ な ら な い 
正しい も の は 何 な の か それ が この 胸 に 解る まで 
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Oh My Little Girl 暖め て あげ よう 

Oh My Little Girl こん な に も 愛し て る 

Oh My Little Girl 

二 人 黄 縮 に 肩 寄 せ 歩き な が ら 

いつ まで も いつ まで も 離れ られ な いで いる よ 
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Scrambling Rockn Rol 


or gz sic が Yoko 0zo/ 


俺 達 何 か を 求め て は わ め 〈 うる さい Rockn' Roll Band 


誰 も 見 向 も し な い Scramble 交差 点 で 歌っ て いる 

ご らん よ 寂し い 心 を 閉ざし て 歩く よ Hard Worker 
自分 の くら し が 一 番 自分 を 傷つけ る と 泣い て る 

俺 達 遠く の 街 か ら 少し の 金 に ぎり や っ て きた 

思う 存 分 も はしゃぎ まわ れず 

Jungle Land に 迷い こむ 

Scramblin' Rockn' Roll 

通り すがり の 着飾っ た あの 娘 は クー ル に 夜 を 歩く 


悲し ませ る も の すがり つけ る も の 胸 に いく つか か か え 


俺 達 そ ん な 見 知ら ぬ 彼 女 を 夢中 に くど いて いる 
彼女 の 胸 の 上 優し い 光 と も し て 眠り たい 


陣 眼 不足 の Sleepy Boy 

開 に は 孤独 と 夢 を 織り まぜ 
お び え ぇ た 心 の アク モル ふか し て も 
街 か ら は 逃げ られ や し ね えよ 


Scramblin' Rockn' Roll 


自由 に な り た く な いか い 
熱く な り た く は な いか い 
自由 に な り た く な いか い 
思う 様 に 生き た く は な いか い 
自由 っ て いっ た いな ん だ い 
どう すり ゃ 自由 に な る か い 
自由 っ て いっ た いな ん だ い 
君 は 思う 様 に 生き て いる か い 


さか り の つい た 獣 の 様 に 街 は し て も Dangerous 
入口 は あっ て も 出口 は な い の さ る 

奪い あっ て は さま よう 街角 
自由 に な り た く な いか い 
熱く な り た く は な いか い 
自由 に な り た く な いか い 

思う 様 に 生き た く は な いか い 

自由 っ て いっ た いな ん だ い 

どう すり ゃ 自由 に な る か い 

自由 っ て いっ た いな ん だ い 

君 は 思う 様 に 生き て いる か い 

寂し が りや の 君 の 名 前 すら 誰 も 知り は し な い 
Scramble 交差 点 で は 心 を 閉ざし 解り あう こと が な い 
どん な ふう に 生き て ゆく べき か わか っ て な いね Baby 
君 の 恐 が っ て る ぎり ぎり の 暮し な ら 

な ん と か 見 つか る は ず さ 

奪い あい の 街角 で 夢 を 消し ちゃ いけ な いよ 
見 栄 と 偽 見 の ふき だ まり 

気 を つけ て まっ す で ぐ 歩 いて ほし いよ 

Scramblin' Rock'n' Roal 

Scramblin' Rockn' Roll 

奪い あい の Rockn' Roll 


Bow! 
万 ors gz Mszc の Yooz Oz 


否 が 応 で も 社会 に 飲み 込ま れ て し まう も の さき 

若き に まかせ 挑ん で く ド ン キ ホー テ 達 は 
世の中 の モラ ル を ひと つ 飲み 込ん だ だ け で 

ひと つ 崩 れ ひと つ 崩 れ 

すべ て 壊れ て し まう も の な の さき 

あい つ は 言っ て いた ね サラ リー マン に は な り だ か ねえ 
朝 タ の ラッ シュ アワ ー 酒 び た り の 中 年 達 


ちっ ぽ け な 金 に し が みつ き ぶら きる が っ て る だ け じ ゃ NO NO 


救 わ れ な い これ か 容 達 の 明日 な ら ば 


午後 4 時 の 工場 の サイ レン が 鳴る 
心 の 中 の 狼 が 叫ぶ よ 

鉄 を 喰え 負え た 狼 よ 
死ん で も ブタ に は 喰い つく な 


夢 を 語っ て 過ごし た 夜 が 明け る と 
逃げ だ せな い 渦 が 日 の 出 と 共に や っ て くる 

中 座 ・ 高 卒 ・ 中 退 学歴 が や け に 目 に つく 

愛 より も 夢 よ り も 金 で 買え る 自由 が 欲し い の か い 
午後 4 時 の 工場 の サイ レン が 鳴る 

心 の 中 の 狼 が 叫ぶ ぶよ 

鉄 を 喰え 負え た 狼 よ 

死ん で も プ タ に は 喰い つく な 

鉄 を 喰え 負え た 括 よ 

死ん で も ブタ に は 喰い つく な 


Scrap Alley 


orgs gnd szc の Yoko zoz 


二 人 で 中 古 の 車 に 乗り 込み ハイ ウェ イ を 飛ば す お まえ は 


明け 始め た 財 し い 朝 日 に 祝福 る れ た 

俺 が いく つ に な る と 子供 は いく つ に な る だ な ん て 
一 度 へ ヘマ し た あの 時 も 同じ よう に 話し て だ 

お まえ は 十 九 で 父親 に な り 暖か い 暮 し を みつ け 
明け ゆく 空 あの 日 見 つめ ゆな が ら 

二 人 で 愛 の 生活 を 約束 し だ 

両手 に 抱え た 生活 の 中 で お まえ の 汗 は 愛 に 費やさ る れ 
暖か い 暮 し に 小さ な 祝 冗 を あげ た 

愛す る 者 達 は 條 だ け を た より に 寄り 添い 暮し 
幸せ が どれ ほど 大 切 か 感じ て いる 

昔 は チン ピラ だ っ た と 笑う お まえ 

少し 光 し く うつ むい た だ 

昔 み た いな 事 じ ゃ も う 笑 え や し な いと 
最後 に お まえ は 何 度 も 歌っ た 

Say Good-bye Scrap Alley 

Say Good-bye 一 人 ぽ ぼっ ちの アク セル ON 

Say Good-bye お ん ぼろ の ギタ ー 

Say Good-bye 擦り 切れ た Rockn'Roll 


が むし ゃ ら に 傷つき 求め た あの 日 より 幸せ に な っ て くれ 


この 胸 に 愛 の 生活 を 碑 う た め に 
お まえ は 何 度 も 歌う の か 
Say Good-bye Scrap Alley 


あの 頃 へ た くそ な Rock Band 組 ん で 
目立た ほう と し て ボリ ュー ム を 上 げた だ 
格好 つけ て は 彼女 の 気 引 いて いた 
割れ る で らい に 音 が 上 が る と 

警察 が 来 て 苦情 を 言わ れ た 

暫く は 知ら な いふ り で 歌っ て いた 
昔 の 事 を 思い 出し て 詩 美 し て 
懐か し が る つも り は な い 
これ か ら お まえ の 生き ざま を 思う 時 
お まえ の Shout が 聞こ えて くる ん だ 


Say Good-bye Scrap Alley 

Say Good-bye 一 人 ぼっ ちの アク セル ON 
Say Good-bye お ん ぼろ の ギタ ー 

Say Good-bye 擦り 切れ た Rockn' Roll 


が むし ゃ ら に 傷つき 求め た あの 日 より 幸せ に な っ て くれ 


この 胸 に 愛 の 生活 を 誓う た め に 
お まえ は 何 度 も 歌う の か 

Say Good-bye Scrap Alley 
Say Good-bye Scrap Alley 


ダン ス ホ ポー ルン 


万 ords zz szc の Yokog zo ん z 


安い ダン ス ホ ー ル は だ た くさ ん の 人 だ か り 

陽気 な 色 と 音楽 と 煙草 の 煙 に ま か れ て た 

ギュ ウ ギ ュ ウ ブ づめ の ダン ス ホ ー ル し ゃ れ た 小さ き な ス テッ プ 
は し ゃ いで 踊り つづ け て る お まえ を 見 つけ た 


子猫 の よう な 奴 で な まい き な 奴 

小 粋 な ドラ 猫 っ て と こ だ よ 

お まえ は ずっ と 踊っ た ね 

気 ど っ て 水割り 飲み ほし て 

慣れ た だ 手つき で 火 を つけ る 

気 の き いた 流行 文句 だ け に 

お まえ は 小さ く うな づい た 

次 の 水割り 手 に し て 

訳 も な い の に 乾杯 

こん な も の よ と 微笑 ん だ の は 

だ た し か に つく り 笑 いき 

少し 酔っ た お な まえ は 考え こん で いた 
夢見 る 娘 っ て と こ だ よ 

決し て 目覚 め た く な いん だ ろう 

あたい グレ は じ め た の は ほん の 旧 細 な こと な の 
彼 が いか れ て いた し で も 本 当 は あたい の 性 分 ね 
学校 は や め た わ 今 は 働い て いる ゎ 

長い スカ ー ト ひき ずっ て だ た の ん びり 気分 じゃ な いわ ね 
少し 酔っ た みた いね し ゃ べり 過ぎ て し まっ た わ 
けど 金 が すべ て じゃ な いな ん て 

きれ い に は 言え な いわ 

夕べ の 口説 き 文 名 も 忘れ ちまっ て 
今夜 も さがし に 行く の か い 

寂し い 影 落し な が ら 

あく せく 〈 す る 毎日 に 疲れ た ん だ ね 

俺 の 胸 で 眠る が いい 

そう さる おま え は 孤独 な ダン サー 


卒業 


or が gz sc か Yo な og zo ん: 


校舎 の 影 芝生 の 上 すい こま れる 空 
幻 と リア ル な 気持 感じ て いた 

チャ イム が 鳴り 教室 の いつ も の 席 に 座り 
何 に 従い 従う べき か 考え て いた 

ざわ めく 心 、 今 俺 に ある も の は 
意味 な く 思 を て と まどっ て いた 
放課後 街 ふ ら つ き 俺 達 は 風 の 中 
孤独 暗 に うか べ 寂し く 歩 いた 

笑い 声 た ため息 の 飽和 し た 店 で 
ピン ボー ル の ハイ スコ アー 競い あっ た 
退屈 な 心 、 刺激 さえ あれ ば 

何で も 大 げき に し ゃ べり 続け た 
行儀 よく まじ め な ん て 出来 や し な か っ た 
夜 の 校舎 窓 ガ ラス 壊し て まわ っ た 
逆らい 続け あがき 続け た 早く 自由 に な り た か っ だ 
信じ られ ぬ 大 人 と の 争い の 中 で 

許し あい いっ た い 何 解り あえ た だ ろう 
うん ざり し な が ら それ で も 過 し た 
ひと つ だ け 解っ て た こと 

この 支配 か ら の 卒業 
誰か の 喧嘩 の 話 に みん な 熱く な り 
自分 が どれ だ け 強 いか 知り た か っ だ 
力 だ けが 必要 だ と 頑 な に 信じ て 
従う と は 負け る こと と 言い きか し た 
友達 に さえ 強がっ て 見 せ た 

時 に は 誰か を 傷つけ て も 


坂 の 下 に 見 えた あの 街 に 


太 ors zz Aszc か Yo を g Ozo 太 


まとまっ た 金 を た め ひと り 街 飛び 出し て 行く こと が 
新しい 夢 の 中 歩い て 行く こと だ か ら 

で も 寂し そう に 見 送り に 立ち も つく す 母 親 に きえ 

る さよなら が 言え ず じ まい で アク セル ふみ 込ん で た 


あな た の 夢 に 育 で くま れ て その 竣 奪 っ て て わけ じゃ な い 


小 ちな 俺 を 眠ら せ た 

こわ れ ち まっ た オル ゴー ル が 『 
バッ グ の 中 で 時 を か な で て いる 
俺 は 車 を 止め て 手 を 振っ て いた よ 
坂 の 下 暮れ て 行く 街 に 


仕事 を 終え て 帰る と 俺 の た め に スト ー プ を と も し て 
親父 は も う 十 九 の 俺 の 頭 な で な が ら 

話す 昔話 の 意味 が その 日 俺 に も や っ と わか っ た 
飛び 立つ 日 か ら 思い 出 は 夢 の 中 で 語る だ けさ 
排気 が ス に すす けた 窓 俺 は ひと り 夢 見 て いる 
坂 の 下 の あ の 街 の 中 で 必死 に 探し 続け て た 物 
あの 日 の 親父 と 同じ 様 に ね 


坂道 の ぼり あの 日 街 を 出 た よ 
いつ も 下っ て た 坂道 を 

家 医 を 飛び 出し て きた の は それ より 上 目指 し て た か ら 
や が て 俺 る 家族 を 持ち 同じ 様 に 築き あげ る だ ろう 
何もかも わけ あっ て 行く 様 に ね 

思い 出す た そ が れ て 行く 街 を 

坂 の 下 た な な ずん で いた 街 を 

俺 は いく つも の 傷 を きざみ こん だ 

坂 の 下 に 見 えた あの 街 の 中 


や が て 誰 も 恋 に 落ち て 愛 の 言葉 と 
理想 の 愛 それ だ け に 心 奪わ れ た 


生き る 為 に 


計算 高く な れ と 言う が 


人 を 愛す まっ すぐ で さ を 強 く 信 じ た 
大 切な の は 何 愛す る こと と 
生き る 為 に する こと の 区 別 迷 っ た 


行 隊 よ くま じ め な ん て クソ くら えと 思っ た 
夜 の 校舎 窓 が ラス 壊 し て まわ っ た 

逆らい 続け あがき 続け た 早く 自由 に な り た か っ た 
信じ られ ぬ 大 人 と の 争い の 中 で 


許し あい 


いっ た い 何 解り あえ た だ ろう 


うん ざり し な が ら それ で も 過 し た 
ひと つ だ け 解っ て た こと 
この 支配 か ら 6 の 卒業 


卒業 し て 
想い 出 の ほか に 


人 は 誰 も 縛ら れ た だ 


いっ た い 何 解る と 言う の か 


何 が 残る と いう の か 
か よわ き 小 羊 な ら ば 


先生 あな た は か よわ き 大 人 の 代弁 者 な の か 


俺 達 の 怒り どこ へ 向う べき な の か 


これ か ら は 何 が 俺 を 縛 か つけ る だ ろう 
あと 何 度 自分 自身 卒業 すれ ば 
本 当 の 自分 に た どり つけ る だ ろう 


仕組 まれ た 自由 に 


あがい た 日 々 も 
この 支配 か ら の 


誰 も 気づか ず に 
終る 
年 業 


闘い か ら の 卒業 


存在 


万 ors zz szc か Yoko 0zo 太 


に ぎ や か な 街 隠し きれ な いさ み し さ が ほら 見 つめ て る 
小 き く か が め て 守ら な けれ ば 自分 の 存在 すら 見 失う よ 
誰 も か れ も の 存在 な ら ば いつ も 認め ざる を えな いも の 
それ で も 僕 の 愛 の 言葉 は 何 の 意 味 き えも る た な く な る 
満ち た り て 行く こと な い 人 の 心 な で る め ら れる 様 な 
夢 求め て いて も ま の あたり に する だ ろう 

生 在 競争 の 中 夢 は すり か えら れ て し まう 


受け 止め よう 目 ま い すら する 街 の 影 の 中 

さあ も う 一 度 愛 や 誠心 で 立ち 向っ て 行か な けれ ば 

受け 止め よう 自分 らし さき に うち の め さ れ て も 

ある が まま を 受け 止め な が ら 目 に 映る も の 全て を 愛し た い 


僕 に 見 える も の は いつ も 当 は ずれ が 多かっ た けれ ど 
現実 と 夢 の 区別 く らい は つい て いた は ず だ っ た 
何もかも を ある が まま に 受け と め 様 と する けれ ど 

君 運 命 誰か の 人 生 背負 うこ と と は ちがう の さき 

どん な 色 で な ぞ れ ば いい 自分 の 愛 を 否定 し て し まう まえ に 
笑っ て も か まわ な い の で も 君 が 愛 や 夢 に 

悩む 時 は どう か 思い 出し て 欲し い 

受け 止め よう 目 ま い すら する 街 の 影 の 中 

さあ も う 5 一 度 愛 や 誠心 で た ち む か っ て 行か な を けれ ば 
受け 止め よう 本 当 の こと 口 に する 君 の 目 を 

誰 も 傷つけ ね 気まぐれ の 様 な や る し いう そ す ら さ えも 愛し た い 


愛 は 真実 な の だ ろう か 愛 は 君 を 救っ て て くれ る だ ろう か 
背中 あわ せ の 裏切り に 打ち の め さ る れ て も 
それ で も いい 愛し て る 他 に 何 が で きる の 


受け 止め よう 目 ま い すら する 街 の 影 の 中 
さあ も う 5 一度 愛 や 誠心 で 立ち 向っ て 行か な けれ ば 
受け 止め よう 自分 らし る き に うち の め さ る れ て も 
ある が まま を 受け 止め な が ら 目 に 映る も の 全て を 


群衆 の 中 の 猫 


厄 ors gz szc か Yo Ozo 


悲し み の 色 に 塗り つぶ され て 行く 〈 黄 紗 の 街 
家路 を 辿る 人 ご み の 中 

ご け だ より に 雑踏 の 中 に 君 を 探し て いる 
時 々 君 を 見 失い を うに な る きら びやかな 街 に 
君 は 目 を 奪わ れ て いる 
上 手 に 笑っ て も 君 の 瞳 に 僕 が 映ら な いか ら 
誰 も 少し ずつ 生き 方 を 変え て 行く けど 
求め る 愛 の 姿 は 変ら な いか ら 
輝き 失 な わ ぬ 様 
君 ら し く 生き て 欲し いか ら 


や さ し く 肩 を 抱き 寄せ よう 
君 が 悲し み に く れ て し まわ め 様 に 
や さ し く 肩 を 抱き 寄せ よう 


群衆 に まぎれ 込ん だ 子猫 の 様 に 

傷つい て 路頭 きま よい 続け て いる な ら 

ね ぇ ここ へ お いで は よ 笑顔 を 僕 が 守っ て あげ る か ら 
突然 降り 出し た 雨 か ら 君 を つつ む 時 
僕 の せい で 君 が 泣く こと も ある だ ろう 

僕 の 胸 で 泣い て よ 

何もかも わか ちあ っ て 行き た いか ら 

や さ し く 肩 を 抱き 寄せ よう 

雨 に 街 が 輝い て 見 える まで 

や さる しく 肩 を 抱き 寄せ よう 

何 を 求め て 人 は る ま よ う の だ ろう か 君 も 僕 も この 街 の 中 で 
も うお び え な いで 君 ら し く 〈 輝 いて 欲し いか ら 

や さ し く 肩 を 抱き 寄せ よう 

君 が 悲し み に く れ て し まわ め 様 に 

や さ し く 肩 を 抱き 寄せ よう 

こん な に 君 を 愛し て いる か ら 


ンー 

廊 orgs gz uszc の y Yo を oz Ozg 刀 

シェ リー 俺 は 転がり 続け て こん な と こ に た どり つい だ 

シェ リー 俺 は あせ りす ぎ た の か むやみ に 何もかも 捨て ちまっ た けれ ど 
シェ リー あの 頃 は 夢 だ っ た 夢 の た め に 生き て きた 俺 だ けど 

シェ リー お まえ の 言う と お り 金 か 夢 か わか ら な い 暮 し さ 

転がり 続け る 俺 の 生き ざま を 

時 に は 無様 な か っ こう で ささ えて る 


シェ リー 優し く 俺 を し か っ て くれ そし て 強く 抱き し め て お くれ 
お まえ の 愛 が すべ て を 包む か ら 
シェ リー いつ に な れ ば 俺 は 中 に 上 が れる だ ろう 
シェ リー どこ に 行け ば 俺 は た どり つけ る だ ろう 
シェ リー 俺 は 歌う 愛す べき も の すべ て に 
シェ リー 見 知ら ね と ころ で 人 に 出会っ た ら ど うす りゃ いい か い 
シェ リー 俺 は は ぐれ 者 だ か ら お まえ みた い に う まく 笑え や し な い 
シェ リー 夢 を 求め る な ら ば 孤独 すら 恐れ や し な いよ ね 
シェ リー ひと り で 生き る な 6 涙 な ん か 見 せ ち ゃ いけ な いよ ね 
転がり 続け る 俺 の 生き ざま を 
時 に は 涙 を と こら えて きる えて る 
シェ リー あわ れ み な ど 受け た く は な い 
俺 は 負け 犬 な ん か じゃ な いか ら 
俺 は 真実 へ と 歩い て 行く 
シェ リー 俺 は うま く 歌 えて いる か 
俺 は うま く 笑 えて いる か 
俺 の 笑顔 は 卑屈 じゃ や な いか い 
俺 は 誤解 さん て は いな いか い 
俺 は まだ 馬鹿 と 呼ば れ て いる か 
俺 は まだ まだ 恨 ま れ て いる か 
俺 に 愛さ れる 資格 は ある か 
俺 は 決し て まち が っ て いな いか 
俺 は 真実 へ と 歩い て いる か い 
シェ リー いつ に な れ ば 俺 は 避 い 上 が れる だ ろう 
シェ リー どこ に 行け ば 俺 は た どり つけ る だ ろう 
シェ リー 俺 は 歌う 愛す べき も の すべ て に 


Teenage Blue 
or gz szc か Yo4og 0zo 太 


去っ ぽい 街 壁 に 登っ て Teenage Blue 
ハー モニ カ 吹 け ば 汐 し い 街 の ノイ ズ は 合う 
静か な Rockn' Roll & Blues 

一 本 の 煙草 を 吸い つく すま で に 

どれ てく らい 時 を 無駄 に で きる か 賭け よう 
知ら な い 顔 で いる 君 を 見 て る 悲し いま で の 僕 
何もかも 燃え て し まえ ば いい 

抱き し め て よ 震え て る 心 

愛 を 捜し て さま よっ て る か ら 
変わ ら な いも の 街 に は な いけ ど 
それ で も いい よ 抱き し め て ほし い 

静か な Rockn' Roll & Blues 開い て いた い 
ドラ ッ グ に チョ コレ ー ト を そし て Rockmn' Roll 
足元 に 舞う 風 の よ うに 恋 に 落ち て は 枯れ て し まう 
静か な Rockn' Roll & Blues 

思い 浮か べ て た あの 頃 の 笑顔 を 

あの 頃 傷つけ 合っ た 心 の 痛み を 

ほら 坂道 で 歌う 少女 の 夢 の よう 
一 日 の 終わ り 燃え て る 

抱き し め て よ 震え て る 心 

愛 を 捜し て さま よっ て る か ら 
変わ ら な いも の 街 に は な いけ ど 
それ で も いい よ 抱き し め て ほし い 

静か な Rockn' Roll & Blues 開い て いた い 
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RULES ON THE STREET 
作詩 作曲 : 尾 崎 豊 
1985 by Grand Mother Music Vision Inc. 
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ALTERNATIVE 
作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


) 1985 by Grand Mother Music Vision Inc. 


天 く し 


Original Key A 


r3 っ 


m7(onG$) 


(c* 


「 
| 


m7(onG# 





( A7(onG)) 


(Cfm7(onG9) 





( Bm7(onA)) 
Bm7(onA) 


(Bmmaj7(onB)) 








(A7(onG)) 


(Cfm7(onG) 
CIm7(onG# り 


104 


( Bm7(onA)) 


た め な が 
Bmmaj7(onB り 


(Bmmaj7(onB9) 
あ た 


ー 


い お も い ([ 


ら 


トリ 
ぃ 
ツ 
らい 
ぃ 
ツ 
らい 


Q 





ェ ーー 


( Bmmaj7(onB9) 


Bm7(onA) 





Bmmaj7(onB り 


(E(onG$ り ) 





zoO7.2「 れ Ip 





(D(onA))(A) 


(D(onA))(A) 


105 


(A7(onG)) 


(CWm7(onG$) 


| 
D 


CWm7(onG#) 





(⑳ 


(D(onA)) 


Cogo7 


に 


(E) 


(D) 


m7(onG# 


(Bm7(onA)) 
Bm7(onA) 


(Bmmaj7(onB り ) 


(C*m7(onG$) 





m7(onG#) 


Cf 


F7 


A7(onG) 


FWm 


CWm7(onG9 


D(onA) 


D6 


E(onG# 


X 


Dm6 


X 


座 娠 


oO: 


X 


睦 


Bm maj7(onB り Bm7(onA) 


X 


Es 


X 


106 


⑥ 1985 by Grand Mother Music Vision Inc. 
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作詩 作曲 : 尾 崎 豊 
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馬 馬 


路上 の ルー ル 


ozr が な 7 sc が Yo Oz 


洗い ざら い を 捨て ちまっ て 何もかも る はじめ か ら 

や り 直 す つ も り だ っ た と 街 で は 夢 が 

も う どれ くら い 流 れ た ろう 今 じ ゃ 本 当 の 自分 

捜す た び 調和 の 中 で ほら こん が ら が っ て る 

互い 見 すか し た 笑い の 中 で 言 訳 の つく も の だ け を 
すり 替え る 夜 明 き の 中 に 何もかも 消え ちまう 


街 の 明り の 下 で は 誰 も が 目 を 閉じ 開 さ ま よ っ て る 
あく せく 流す 汗 と 音楽 だ け は 止む こと が な か っ た 
今夜 も と も る 街 の 明り に 俺 は 自分 の た め 息 に 
微笑 み お まえ の 笑顔 を 捜し て いる 


傷 を な め あ う ハイ エナ の 道 の 脇 で 転がっ て 
いっ た い 俺 は 何 を 主張 し か か げ る の か 

も う 自 分 で は 愚か る に すら 気付 き 諭す 事 も な く 
欲 に 意地 は りあ うこ と か ら 降り られ な い 


疲れ に むく ん だ 顔 で 笑っ て みせ る お まえ 抱き し め る に は 
互い 失っ て し まう も の の 方 が 多い みた い だ け れ ど 


街 の 明り の 下 で は 誰 も が 目 を 閉じ 開 さ ま よ っ て る 
あく せく 流す 汗 と 音楽 だ け は 止む こと が な か っ だ 
今夜 も と も る 街 の 明り に 俺 は 自分 の た め 息 に 
微笑 み お まえ ぇ の 笑顔 を 捜し て いる 


河 の ほとり に と り 残 され た 條 は 街 の 明り を 
見 つめ て た 思い 出 が 俺 の 心 を 縛る ん だ 
月 に くる まり 聞 に 咲 を 償い が 邊 を 

と ら え て 縛る そい つ に 向っ て 歌っ た 


俺 が は いつ くば る の を 待っ て る 全て の 勝敗 の た め に 
星 は や さ し 〈 風 に 吹か れ て 俺 は 少し だ け 笑 っ た 


街 の 明り の 下 で は 誰 も が 目 を 閉じ 開き さま よっ て る 
あく せく 流す 汗 と 音楽 だ け は 止む こと が な か っ た 
今夜 も と も る 街 の 明り に 俺 は 自分 の た め 息 に 
徹 笑 な み お まえ ぇ の 笑顔 を 捜し て いる 


お まえ の 笑顔 を 捜し て いる 





和 失 〈 し た 婦 


廊 or が oz の sc の Ye 人 cz Oz 


ひと り ぼ ぽ ぼっ ち の 夜 の 開 が や が て 静か に 明け て ゆく 〈 よ 
色 宰 せ そ うな 自由 な 夢 に 追い た て られ て し まう 時 も 
る の 中 答 は いつ も 朝 の 風 に 空しく 罰 き 
つら い 思 い に 愛す る こと の 色 さ きえ 忘れ て し まい そう だ けど 
あき ら め て し まわ な いで ね 

ひと り ば ぼっ ち 感 じ て も 

さあ 心 を 開く 鍵 で 

自由 描い て お くれ 

安らか な 君 の 愛 に 

真実 は や が て 訪れ る 

信じ て ご らん 笑顔 か ら すべ て が は じ ま る か ら 
つい て な い 時 に は 何もかも か ら 目 を そら すけ れ ど 
僕 は 壊し を うな 愛 の 姿 を 君 の 心 に 確か め め た い だ け 
いつ まで も 見 つか ら ぬ も の 捜す こと も 必要 だ けれ ど 
ひと つ ひ と つ を 暖め な が ら 解っ て ゆく こと が 大 切 き 
あき ら め て し まわ な いで ね 

ひと り ぼ ぽ ぼっ ち 感 じ て も 

誰 も が みな 愛 求 め て 

世界 は ほら 回 る よ 

安らか な 君 の 愛 に 

真実 は や が て 訪れ る 

信じ て ご らん 笑顔 か ら す べ て が は じ ま る か ら 
あき ら め て し まわ な いで ね 

ひと り ぼ っ ち 感 じ て も 

さあ 心 を 開く 鍵 で 

自由 描い て お くれ 

安らか な 君 の 愛 に 

真実 は や が て 訪れ る 

信じ て ご ら 6 ん 笑顔 か ら す べ て が は じ ま る か ら 
あき ら め て し まわ な いで 

真実 は や が て 訪れ る 

信じ て ご らん 笑顔 か な ら す べ て が は じ ま る か ら 


Forget-me-not 
諸 orr な 7 Meszc か Yez Oz ん / 


小さ な 朝 の 光 は 疲れ て 眠る 愛 に こぼれ て 
流れ た 時 の 多き る に うな ずく 〈 様 に より そう 二 人 
窓 を た た 〈 風 に 目覚 め て 君 に 類 を よせ て みろ た 
幸せ か い 昨晩 の ね くも り に 

そっ と る さや いて 強 〈 君 を 抱き し め た だ た 


初め て 君 と 出会っ た 日 僕 は ば ビル の むこ う の 
空 を いつ まで も る が し て た 

君 が な し えて くれ た 花 の 名 前 は 
街 に う も れ そ うな 小 る な わす れ な 草 

時 々 愛 の 終り の 悲し い 夢 を 君 は 見 る けど 
僕 の 胸 で お や すみ よ 二 人 の 人 生 わけ あい 生き る ん だ 
愛 の 行く 方 に 答 は な く て いつ で も ひと り ぼ ぽ ぼ っ ち だ けど 
幸せ か い ささ や か な 暮し に 

時 は た め ら いさ えも ご ざ ごらん A 愛 の 強 き に 変え た 
時 々 僕 は 無理 に 君 を 僕 の 形 に 

は め て し まい そう に な る けれ ど 

二 人 が 育 く む 愛 の 名 前 は 

街 に う も れ そ うな 小 き な わす れ な 草 

行く あて の な い 街 角 に た た ずみ 
君 に ロブ け て も 

幸せ か い 狂っ た 街 で は 

二 人 の この 愛さ きえ うつ ろ い 踏み に じ ら れ る 
初め て 君 と 出会っ た 日 僕 は ビル の むこ う の 
空 を いつ まで も る が し て た だ 

君 が な し えて くれ た 花 の 名 前 は 
街 に う も れ そ うな 小 き な わす れ な 草 


米 軍 キャ ンプ 

or が 47 szc か Yoo 0zo 太 
行き 場 の な い 街 を 俺 は 一 人 ふら つい て た 
店 も 終わ り 仲 問 も 消 を た 吸殻 の 道 で 
街頭 の 小 き な ノイ ズ に さえ 改 震 えて た 夜 
初め て お まえ ぇ の 胸 で 眠っ た 

お まえ は あん まり 上 品 に 笑わ な か っ た 

人 込み の 中 で は 一 言 も し ゃ べら な か っ た 
求め 合う 夜 は 傷 を な め る よう に 愛 を 探し て は 
二 人 で 毛布 に くる まっ て 眠っ た 

夜 の 街 小さ な 店 で 働く お ま ぇ の こと 

朝 が 来 て ネオ ン に 解き 放 た れる まで 
俺 は 待っ て いた だ 

Oh お まえ は この 街 を 呪い 

か だ て く な に 夢 を 買い 占め さま よっ て る だ ろう 
Oh こん な 夜 は 報 わ れ ぬ 愛 に 
失っ た お まえ を 抱き し め た い 

昨夜 は 店 の 客 に せ が ま れ て 海 へ 行っ た 
ケン カ ば か り し て て つま ら な か っ た と 笑う 
知ら な い 男 の 名 前 を お まえ が 口 に する 夜 
涙 で は ら ま し た 男 の リン グ が 光っ て た 

米 軍 キャ ンプ 跡 の 崩れ か けた 工場 

凍り つく 開 に と け 震え て る 車 の 中 

力 な 伸ばし た 手 で 抱き つく お まえ ぇ の 髪 を 
探 で る と 放 き な いで と つぶ や き し が みつ いた だ 
時 に は 二 人 の 生活 が 夢 る ぇ 育ん で いた だ 

大 切な 物 を 引き 裂く 何 か に 

二 人 が 気付 くま で 

Oh お まえ は この 街 を 呪い 

か だ た く な に 夢 を 買い 占め さま よっ て る だ ろう 
Oh こん な 夜 は 報 わ れ ぬ 愛 に 

和 失っ た お まえ を 抱き し め た い 


彼 


厄 oz が cx の sic が Ye な og Oz ん 


も ろ い 暮し し みつ いた コン クリ ー ト 

お き ざ ら れ た 公園 ちぎ れ た 夢 

ひろ い 集 め 彼 は 育っ た 

そこ で は 何もかも が 彼 へ と つなが っ た 
弱い 陽 ざ し の 窓辺 か 6 彼 は いつ も 夢見 て た 
どこ へ 行く と 言う の だ ろう いつ まで も 乾い て いた 
や が て 遠く 街 を た どる と 
水たまり の ぞ き こみ 聞 を な げた 

無口 に な ら べ た Drug 

夢 に 泣き は らし た 目 静か に 迷い こみ 

時 の ペッ ド を た どっ て 形 の 中 で きま よう 
散ら ば る 空 に き が し た あの 詩 の 続き を 
ぼや けた 瞳 で 彼 は あの 日 を の ぼっ た 


アス ファ ルト を 抱き し め て ぬく も り を 失 く し て いた 


ほら 上 も 下 も な いさ 求め る と は 失 く すこ と 
つなが る も の 否定 すれ ば 過ち に 傷つく だ け 
彼 は 最後 に 折っ た すべ て 許さ きれ る こと を 


Driving All Night 


Pords gz szc が Yoko 0zg 


さま よう よう に 家路 を た どり 冷た い 部 屋 に ころ が りこ む 
脱ぎ す て た コート を 押し の け ヒー ター に し が みつ いた 
この 部 屋 に いる こと すら 6 俺 を いら つか せ だ けど 
疲れ を まとい 床 に へ ば りつ き 眠っ た 


ちっ ぱ ぽ け な 日 々 が あり あま る 壁 か ら 逃 れる よう に 
街 へ 飛び 出す と 冷え きっ た 風 に と り 残 され ち も ちまっ た 
街角 の 白い 街 議 が と て も 優し か っ た 

敗 け な い で っ て きる る や 〈 あの 娘 の よう に 見 えた 

街 ま で の ハー フ ・ マ イル アク セル 踏み 込む 

スピ ー ド に 目 を や られ 退屈 が 見 えな く な る まで 
少し で らい の 時 を 無駄 に し て も いい さ 

色 向 せ た 日 常に つぶ や く 

俺 に と っ て 俺 だ けが すべ て と いう わけ じゃ な いけ ど 
今夜 俺 誰 の た め に 生き て る わけ じゃ な い だ ろ う 


Wow wow 行く あて の な い Driving all night 
Wow wow 慰め の な い Driving all night 


見 あき た 街 を 通り ね け て 寂し い 川 の 上 を 走っ た 
追い 抜い た トラ ッ ク の 向う に 聞 に 埋もれ た 日 常 が 見 える 
あの 頃 わけ も な く 笑 えた 俺 の 友達 は 
みん な この 橋 を 多 物 手 い で 走っ た 

Honey 俺 は 何処 へ 走っ て 行く の か 

街 の ドラ ッ グ に いか れ て 俺 の 体 は ぶくぶく 太り は じ め た 
それ で も まだ こん な と ころ に の さば っ て いる の か 
あの 頃 み た い に 生き る 気力 も ちな くし て 


街 ま で の ハー フ ・ マ イル アク セル 踏み 込む 
スピ ー ド に 目 を や られ 退屈 が 見 えな く な る まで 
少し で らい の 時 は 無駄 に し て も いい さる 

色 補 せ た 日 常に つぶ や く 

俺 は は だ まだ だ め に な りゃ し な いさ 

今夜 俺 誰 の た め に 生き て る わけ じゃ な い だ ろ 
Wow wow 行く あて の な い Driving all night 
Wow wow 慰め の な い Driving all night 

俺 に と っ て 俺 だ けが すべ て と いう わけ じゃ な いけ ど 
今夜 修 誰 の た め に 生き て る わけ じゃ な い だ ろ 
Wow wow 行く あて の な い Driving all night 
Wow wow 慰め の な い Driving all night 
Wow wow 行く あて の な い Driving all night 
Wow wow 慰め の な い Driving all night 


ドー ナツ ・ シ ョ ッ プ 


Po が oz7 月 szc か Yo 0zo// 


あの 頃 僕 が 見 て いた ガー ド ・ レ ー ル 越し の 黄 喘 
君 の 言う どう で も いい こと に 心 奪わ れ て た 
空 の 色 を すこ し だ け 口 に し て も 本 当 は 
コン クリ ー ト の 街 並 が さみし いん だ よっ て 
うつ むい だ 

僕 は 探し つづ け て る 

ドー ナッ ツ ・ シ ョ ッ プ に 流れ る 音楽 に 足 を 止め 
今日 の 君 は 泣き た い 気 分 な の と 目 を ふせ て た 
人 や 車 の 流れ を 自分 の さみし さき の 様 に 見 て いた 
ね ぇ 僕ら 6 の 感じ る こと は 

これ だ け の こと な の 

君 は 探し つづ け て る 


スタ ンド の 油 だ ら け の 壁 と 同じ くら い 黄 紀 た 街 
僕 は 何 度 も つぶ や いた 

本 当 は 何もかも 違う ん だ 

わか っ て よ 


僕 は 探し つづ け て る 


誰か の クラ クシ ョ ン Freeze Moon 


crds gz szc の Yoko 0zo 太 or が cz szc な Ye た Oz な 
毎日 は あま り に も さら け 出 され て いて キャ デラ ッ ク ・ メ イン ・ ア ベニ ュー で は 今 ウ プ ブ な あの 娘 の 
街 の 素顔 は こん な に も 悲し み に 満ち て る hip bang で 俺 達 は メロ メロ に な る 
誰か と 変 し た 言葉 の ひと つ ひ と つが そし て 腹 ペ ュ を か か えた 俺 達 は パー ガー・ シ ョ ッ プ に 駆け こん で 
紛れ ゆく 通り 見 つめ る 僕 の 心 し め つ ける ボテ ト を コー ラ で 流し こむ 
街 の どこ か で 誰か の クラ クシ ョ ンカ が 3 冬 い て いる みん な いい 気持 ち に な り た く 〈 て 何 度 も 息 を 止め て みる けど 
現実 た いう 名 の 壁 に は ね か えり 心 つ きき さる その た び 金網 に へ ば りつ いて は 転げ 落ち 
形 の 裏側 を 君 が 知 る まで は いつ で も さみし い 思 い を し て いる 
誰 も が 心 の ポケ ッ ト に 行く あて 捜 し 歩く 俺 は 風 を 感じ る 
何故 だ ろう 何 を 捜し て 風 を 求め て wowoh 
ビル の 合間 街 の 影 が や る し く 心 に 語り か ける 風 が どこ へ 行こ うと し て る か 俺 は 知り た い 
“ 何 を 手 に し た だ ろう " 胸 を は る ん だ 
ぬく も り の 明り が や さき し く ゆ れ て る 今夜 は 朝 が 来る まで 走り 続け て いる か ら 
少し 聞い て 若 は 急 で の 呑 は エン ジン の 音 の 中 で 眠 れ ば いい 
ピア ノ の 指先 の 様 な 街 の 明り の 中 Ok Sci 尿 を ひろ げ 
ほら 街 に 生ま れ よ う Ch ek SR 風 を 求め て 
さがし 続け て る 素 頭 の まま の 愛 を 俺 達 の 真夜 中 の 翼 は ボロ ボロ に な っ ちまう 
か ざら な い 君 の 素顔 の 愛 を 本 物 の 愛 を どう し よう も な く 〈 く また 街 に 戯 る 
毎日 は 君 の せい じゃ な 〈 汚れ て いて も 俺 連 の 終り な き dance 
落書 きえ 雨 に うた れ て 時 に 流さ れる フェ ンス に 腰かけ ビク ビク し て いた だ 
正確 に 時 を 刻む せ も の が ある と する な ら ば あの 頃 と 似 た よう な 顔つき で みん な だ まり こく っ ちまう 
心 や すら で ぐ 君 の リズ ム は か みあ い は し な い 彼女 は 今夜 も 6 ドラ ッ グ に いか れ て 
街 の どこ か で 誰か の クラ クシ ョ ン が 泣い て いる 昔 み あたい な ドラ ッ グ ・ ク ィ ー ン に な ろう と し て いる 
間違い が 君 の 心 を 孤独 の 世界 に し て も も う ガ ラス を ひっ か く 〈 音 は 聞こ えな いけ れ ど 
ほら ご らん 全て が 君 の も の な ん だ 今 で も スト リー ト に は ガラ ス の 破片 が 星 の よ うに ちら ば っ て いる 
街 の 暮し は きき や か な 愛 に つつ まれ て それ は まる で まる で あの 頃 の 俺 達 の 夢み た い に 
こん な に も 君 が 守る 愛さ え みん な 風 を 感じ る 
た だ た ず む 時 に は 地下 鉄 の 乾い た 風 の 中 で 風 を 求め て wowoh 
* 誰 の た め に 泣け る だ ろう " 風 が どこ へ 行こ うと し て る か みん な 知り た く な いか い 
大 切な も の どこ か に 忘れ た 気 が す る 胸 を は る ん だ 
どこ へ 行く の わか ら ぬ まま まだ まだ 何 か 足 りな いな ら 
ピア ノ の 指先 の 様 な 街 の 明り の 中 通り に 出 て 夜 を 買え ば いい 
ほら 街 に 生ま れ よ う 誰 6“ ど うし て ?" な ん て 聞か な いか ら 
さがし 続け て る 素顔 の まま の 愛 を (っ 四 を ひろ げ 
か ざら な い 君 の 素顔 の 愛 を 本 物 の 愛 を 9h oh 風 を 求め て 2 
押し 流さ れ 通り 抜け る 街 の 改札 に や 
照れ な が ら 愛 を 口 に する あの 日 の 恋人 俺 達 の 終り な き 3 
心から 愛さ れ た だ 事 が ある か っ て 聞か れ た 
一 緒 に 提 し て た も の な 6 あっ た 気 が する 夜 は いつ で も 凍り つい て いて 
か ざら ぬ 愛 を 素顔 の 愛 を 本 物 の 愛 を 置き っ ぱな し の バイ ク に また が る と 
昔 み た いな 気持 に な っ ちまう 
か ざら な い 君 の 素顔 の 愛 を 本 物 の 愛 を ポン ネッ ト に 寝転ん だ や つら は 


この 街 で 一 番 る み し い 星 を みつ け 
誰 に も わか ら な いよ うな 一 人 言 を つぶ や いて いる 


いっ た いな ん だ っ た ん だ こん な 暮し 
こん な リズ ム いっ だ いな ん だ っ た ん だ 
きっ と 何もかも が ちがう 
何もかも が ちがう 

何もかも が ちがう 

oh oh………… 翼 を ひろ げ 

oh oh……… 風 を 求め て 
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TWELVE-INCH SINGLE b/w TWILIGHT WIND 
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角 の 風 の 中 
TWILIGHT WIND 
作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


C) 1987 by Grand Mother Music Vision Inc. 
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( Bm7(onE))(E7) 
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Am7(onD) 
ヒコ 








(Bm7(onE)(E7) 


Am7(onD) 


馬 本 上 馬 詞 本 詞 樺 加 


G 


E7 Asus4 Aadd9 


F7 


上 府 詳 甘 護 詳 医 馬 - 弁 - 調 


D7 


街角 の 風 の 中 


万 gz7 sc か Yo Oz 


街角 に は 人 影 も な 〈 失 〈 し た 勇気 捜し て 
優し き 失 くす 僕 に は ポケ ッ ト の 中 に 温もり も な い 
使い 古 さ れ だ 言葉 で も ちょ っ と 気 を 利 か せ て みる と 
口 ご も る より は まし な 歌 も 探し 出せ る さ 

風 に 吹か れ て いる よ 他 に は 何 も な く て 

君 が 心 閉ざし た 街 並 に 包ま れ た まま 

ね ぇ 今日 の 僕 は 運 が いい それ ぞ れ に ある わけ の 中 
だ た っ た 一 言 で も 君 に 傷つか ず に いる な ん て 
どこ か に 向け 枯れ そう な 夢 「 僕 は ここ だ よ 」 と 叫ぶ 
だ けど 見 えな い 涙 は こぼれ る 場所 を 捜し 出せ な い 
より そい 歩く 恋人 達 人 混み や 影 に の まれ て 

二 人 の 道 の 終り が 僕 に は 見 え ぬ より し よう 


風 が 色 を 付け て 〈 恋 を 言葉 に 変え て 
愛 を 守る と いう の 約束 を 自由 に 抱い て 


ね ぇ あれ か ら ど うし て いる の きっ と 君 は 生活 に 
奪わ れ て ゆく 愛 よ り 幸せ に な っ た だ ろう 








Yuak Ui 


Complete Song Book 
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作詩 作曲 : 尾 崎 豊 
1987 by Grand Mother Music Vision Inc. 
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ISIM 
作詩 作曲 尾崎 豊 
⑥ 1987 by Grand Mother Music Vision Inc. 
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LlFE 


作詩 / 作 曲 : 尾 崎 豊 


⑥ 1987 by Grand Mother Music Vision Inc. 
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千 


Original Key G 





(Am7) (G) 
(G) 


Am7) (G) 
( Am7 ) 


( 


(G) 


(Am7) 


ま 


S れ は よじ か ん も ちか て つの か ぜ ! 
まえ は ドア を 一 けり あけ て 


1 1 
て ま コ 
っ G 
宮 
NO 


ー 


た り の な か も 一 一 し | れ た 





(Cmaj7) 


( Em) (Bm(onD)) 


(G) 





(Cmaj7) 


(Bm(onD)) 


(Em) 





(B7) 


ゴ 
で 
記 
と 
U 
O 
刀 


- さ に に 


1 





188 


(D) 


(C) 


(Em) 


(B7) 


(⑥) 


(C) (D) 


うん めい の いた ずら と 一 
その いみ は は げ し く 


1 1I 
人 で 
GS ン 
区 


は 
た えて 


これ 


た えて お くれ よ 一 
えて いる な ら 一 


こ 
き こ 


こたえ が 
いつ われ ず に 


べつ べつ の 


ころ 


ろ じ ゅ た ちの うた を 


い 





189 





だ き し め て いる きみ さ 一 


ず 





(D7sus4) 





(G(onB)) (C) 


(F) 


) 


G 


( 


書 柚 


(D7) 


Cmaj7 


Bm7(onD) 
呈 且 酸 


(Am7) 


上 媒 本 樺 


G 


( 


Am7 





G(onB) D7sus4 
護 衣 
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核 (CORE) 


刻 ors gz sc の Yo 0zgz/ 

何 か 話 を し よう 何だ か わか ら な いけ ど 

俺 は ひど く 信 えて る 今夜 は 泊め て くれ 

テレ ビ は 消し て くれ な いか 明か り も ひと つ に し て よ 
こん な に 愛し て る か ら 俺 か ら 離 れ な いで 
独り ぼっ ち で 路地 裏 俺 の 背中 の 人 影 に 舗 えて 
気持 ち を 和 失 ら せ て 今 まで 街灯 に も た れ て た 
抱き し め て 愛し て る 

抱き し め て いた い それ だ け な の に 


何 か か 憩 と 社会 を 不調 和 に し て いく 
前 か ら 少 し ずつ 感じ て いた 事 な ん だ 

いつ か ら か それ を さえ ぎる 顔 を 持た な い 街 の 微笑 み 
少し 疲れ た だ け よ っ て 君 は 身体 すり 寄せ る 
愛 な ら 救 うか も し れ な い 

君 の 為 な ら 犠 牲 に な ろう 

愛 と いう 名 の も と に 俺 は 生き た い 

死ぬ 為 に 生き る 様 な 暮らし の 中 で 

ご めん よ こん な 馬鹿 げた こと 聞か ず に いて くれ 
抱き し め て 愛し て る 

抱き し め て いた だ たい それ だ け な の に 


真夜 中 盛り 場 人 ご み を 歩い て いる と 

日 常 が すり か えた 叫び に 誰 も が 気 を 失う 
殺意 に 満ち た 視線 が 俺 を 包む 

持た れる 心 を 探す 人 は 誰 も 自分 を 語れ な い 

何 か ら 身 を 守 ろ うと いう の 

何 か が 少し な か し い 様 な 街 で 

ネオ ン ラ イト クラ クシ ョ ン 地下 鉄 の 風 

何もかも 元 の まま に 見 える けれ ど 

見 えな いか い 聞こ えな いか い 愛 な ん て 口 に で き な い 
抱き し め て 愛し て る 

抱き し め て いた い それ だ け な の に 

ね ぇ も し か し た だ ら 俺 の 方 が 正しい か も し れ な い だ ろ うぅ 
俺 が こん な 平和 の 中 で 伝 えて いる けれ ど 

反戦 反核 いっ た い 何 が 出来 る と いう の 
小 る な 叫び が 聞こ えな いこ の 街 で 

恋人 達 は 愛 を 語り あい 

俺 は 身 を 粉 に し て 働い て いる 

誰が 誰 を 責め られ る この 生存 競争 
勝つ 為 に 戦う 人 々 を 


俺 の 目 を 見 て くれ 
いっ た い 何 が 出来 る 


抱き し め て 愛し て る 
抱き し め て いた い それ だ け な の に 
抱き し め て 愛し て る 
抱き し め て いだい それ だ け な の に 





・ISM 


万 ors gz szc の Yo Ozg 


だ いぶ 話 を それ て 街 明 か り 照ら され て 
音 の な い TV の 前 完璧 さ を 求 め て 
君 を 攻 う た びに 無 意 味 に 思え を て くる 

だ けど チャ ン ネ ル は 同じ る は いつ くば っ た 夢 の 前 
大 低 は 今日 が 何 の 日 か る ふえ も わか ら な い 
愛し た い 愛し た い 愛し た い 愛し た い 
腹 が 満た され て いる 熱 で うな され て いる 
貧 欲 の ボリ ュー ム を 上 げた り 下 げた り し て 
か わる が わる の 君 と 俺 ヵ 獲 り 続け る 

ある 事 無い 事 言っ て も 君 が 正 し い 訳 じ ゃ な い 
俺 が な くし た 俺 だ け の も の を …… な で さめ て 
愛し た い 愛し た い 愛し た い 愛し た い 

本 当 の 意味 が わか ら な い 君 が 祈る と 言っ て くれ た よね 
お か げ で 今 で も 信じ し る だ け で …… 幸せ る 
愛し た い 愛し た い 愛し た い 愛し た い 
君 の 求め る 何 か が 何 か が 足り な い の き 

この リズ ム の 中 で は 失う も の は な いさ 

君 の 求め る 何 か が 何 か が 足り な い の さ る 

この リズ ム の 中 で は それ 以上 解ら な い 

君 の 求め る 何 か が 何 か が 足り な い の さ 

この リズ ム の 中 で は 失う も の は な いさ 

君 の 求め る 何 か が 何 か が 足り な い の き 

この リズ ム の 中 で は それ 以外 解ら な い 


LIFE 


万 ors zz 7zszc の Yo た og zo 


時 を 削る 部 屋 で 心 を 溶かし た 

潟 いて いただけ れ ど TV と 話せ だ 
受話 器 越 し の 彼女 を 抱き し め 泣い た 
これ が 現実 な ら 僕 は 何 を 奪い 
奪わ れる の だ ろう も う 理 解ら な い 
答 な ど な く て いい その 理由 は 
誰 も 皆 安らぎ の 始ま り に 生き る こと 
君 を 信じ て みた 夢 を 見 る た め に 
耳 を すま し て みた 嘘 を 消す た め に 
不安 の 上 に 君 を 重ね て 抱い た 
意味 を な くし た 僕 の 思い か き 消 し 
僕 に 背負 わせ る 愛 その 罪 を 
裁く の が 君 と いう 神 な ら ば 

何 を 捨て 何 の た め 愛す の が 生き る こと 
答え な ど な く て いい る その 理由 は 

誰 も 皆 安らぎ の 始ま り に 生き る こと 
生き る こと …… 生き る こと …… 


時 


or が s gz 74szc か Yokog Oz 


一 日 が 街 に 恵 む 日 射 し に 咳 い て いる 牙 
終わ り と 始ま り と が 祈り を 変え て ゆく と いう 
誰か が 壁 に 歌 を 刻み 込ん で いる 

風 が それ を 歌っ て る 

街 で は 色あせ た 心 の 影 が 

君 の 中 で 迷っ て る 

何 を 話せ ば いい 僕 は あの 頃 よ り 

少し 大 人 に 憧れ て る だ けさ 

通り 過ぎ る 人 混み の 中 君 は 僕 に 気付 (だ どろ うか 
触れ よう と し て は 傷つく 痛み に 時 は 流れ て 
誰 も が 隠し て る 自分 に 言い 聞か せ て いる 
誰か が 明日 の 君 に 裏切り を 振り か ざし て いる 
だ か ら 今 呑 を 包む その 世界 の 

時 を 止め て し まお う 

僕 は 今 君 を 包む その 世界 の 

時 を いつ も 見 つめ て る 

今 君 の 手 を と り 同じ 時 の 中 で 

同じ 夢 終わ ら ず に 見 て いる 

ああ 夢 は 形 を 変え て ゆく この 小さ な 心 を 守る 様 に 
流れ ゆく 〈 先 が 見 つか る 様 に 

通り 過ぎ る 人 混み の 中 君 は 僕 に 気付 くだ どろ うか 
同じ 夢 の 中 で 人 は 触れ あう 時 は 流れ て 


COLD WIND 


太 or が gz の sc か y Yo な og 0zo/: 


風 の う わき も あて に な ら な いさ と 

冷 た い 街 に 吹き 出す 熱 の 中 まぎれ 込む 
空 を 見 上 げ て 今日 の に お い を か で ぐ 

遠く を 見 つめ る と 泣き 出し て し まい そう 
風 の 止む 所 で 始ま り を 待っ て る 

いつ も の 上 顔ぶれ が 品々 に いう 

今日 の COLD WIND 

色んな も の を 売り つけ られ る 通り で は 
サギ 師 と 音楽 に チッ プイ ン す る 

ヤッ ピー に まぎれ こん だ 旅人 は 

瞳 の 中 捜し て た 

流れ る 道 の 上 で は 光 と 開 と 時 を 示す 

暮らし は 路上 に た わ む れ 石 の 中 うめ こま れ て る 
アス ファ ルト の キラ キラ を 追い か け て ゆく 午前 0 時 
恋人 が ロロ づけ する あい か わら ず の 

今日 の COLD WIND 

地下 鉄 の 扉 が 開く た び の 痛み に 

タフ に な れ と 今日 の COLD WIND 

神様 信じ る か ら な ん だ か ひと つ ひ と つ に 祈り た く な る 
ご らん ひと つ ひ と つ は あん た や 俺 の 事 み た い だ ろ 
信じ ろ と 言っ た り 信じ る な と 言っ た り 

すれ ちがい ざま た ず ね る 

理由 も な い の に 今日 の COLD WIND 
酒場 の 前 の ナイ フ お し ゃ べり に ふか す タ バ コ 
落ち 着 か な い 連 中 が 吹か れ て いる よ 

今日 の COLD WIND 


紙切れ と ババ イ ブル 


or gz の sc の Yo ん og 0zo ん / 


土曜 日 の 夜 口 に 類 ば る UP and DOWN 

俺 は いつ も の 通り に 顔 を 出せ な い 

BLUE の ジャ ケッ ト な ら べ られ て る FIalling in Love 
抱き し め た い 今夜 ビル の 影 に か くれ て 

「 愛 し て る 」 な ん て 素直 な だ け 

無駄 な JOKE に KISS 後悔 な ん か させ ない 

時 は 急い で 夜 に そそ で ぐ よ 

は じ け る グラ ス 飲み ほす た め の DANCE / 


全て は ここ に あり 今 は も う 全て は 立ち 去 あ うと し て る 
全て は ここ に あり 俺 は も う 夜 を 全て 手 に し て る 

全て は ここ に あり 今 は も うぅ 全て は 立ち 去 ろ あう と し て る 
全て を きれ い に 仕上 げた あや ふ や な サヨ ナラ も な い 


びしょ濡れ に な る 全て の きま よう Boys and Girls 
さっ きか ら 見 て いる の は あせ ら ず Break Your Heart 
る ま に な る だめ 日 に し て みる Poor My Heart 
言葉 も な い 渦 い て いる の は Period Love 
彼女 に 影 を か た むけ て も 

つま づく 恋 だ け じ ゃ も う 優 し て な れ な い 
痛み に ゆれ る ロブ づけ 唱え 

君 の 涙 が こぼす Smile and Yeah ! 


全て は ここ に あり 今 は も う 全て は 立ち 去 ろ うと し て る 
全て は ここ に あり 君 は も う 夜 を 全て 手 に し て る 

全て は ここ に あり 今 は も う 全て は 立ち 去 ろ うと し て る 
全て を キレ イ に 仕上 げた あや ふ や な サヨ ナラ も な い 
むか い 風 に ほえ る 身 を か が め た 夜明け 

(今夜 風 に 吹か れ た 俺 達 は いつ も の よう に 

目 に 映る も の 全て を 無視 し は が ら 歩 いて ゆく ) 

や ぶれ だ ドレ ス に 舞う 

(彼女 達 の 胸 の 上 で や さ し さ を ) 

売り 買う 心 抱 き し め ゅ た 

(その まま ずっ と 抱き し め た ) 

紙切れ と バイ プル 


全て は ここ に あり 今 は も う 全て は 立ち 去 ろ あう と し て る 
全て は ここ に あり 俺 は も う 夜 を 全て 手 に し て る 
全て は ここ に あり 今 は も う 全て は 立ち 去 の うと し て る 
全て を きれ い に 仕上 げた あや ふ や な サヨ ナラ も な い 


遠い 空 


or az の 7wszc か Yog4og 0zg 


二 間 知ら ず の 俺 だ か ら 体 を 張っ て 覚え こむ 

バカ を 気 に し て 生き る 程 世間 は 狭 か な い だ ろ うぅ 
彼女 の 肩 を 抱き 寄せ て 約束 と 愛 の 重き を 

遠く を 見 つめ る 二 人 は や が て 静か に 消 を えて いく の だ ろう 
風 に 吹か れ て 歩き 続け て 

か すか な 明日 の 光り に 触れ よう と し て いる 

風 に 吹か れ て 歩き 続け て 

心 を 重ね た 遠い 空 

な れ な い 仕 事 を か か えて 言葉 より 心 信じ た 

か ば いあ う 様 に 見 つめ て も 人 は 先 を 急ぐ だ け 
裏切り を 知っ た その 日 は 人 目 も 気 に せ ず に 泣い た 
情熱 を 明日 の 糧 に 不器用 な 心 を 抱き し め た 


風 に 吹か れ て 歩き 続け て 

立ち つく す 人 の 間 を 失い そう な 心 を 
風 に 吹か れ て 歩き 続け て 
信じ て 見 つめ た 遠い 空 
風 に 吹か れ て 歩き 続け て 

立ち つく す 人 の 間 を 失い そう な 心 を 
風 に 吹か れ て 歩き 続け て 
信じ て 見 つめ た 遠い 空 


理由 


万 orgs gz sc の Yog 0zo ん 7 


さみし さ は 誰 も か くせ な い 
君 の や る し さ の 嘘 が 繰り 返し て る 
だ まさ る れ て る 訳 じ ゃ ない 
生活 の 上 こぼれ る か ら 

甘 き に すり か えて いる 
互い の 言い 訳す ら 

こん な に も 生き る 為 に 

いく つも の 光り が 並ぶ 

いつ も 見 て た は ず の 君 に 

いく つも の 影 が お ちる 

僕 さ えも 忘れ て いた 
すり か えて る 足り な い 暮 らし 
君 の 優し き が バラ ンス に か くれ て 
涙 は こぼれ て 愛 に 湧 れ て 〈 
この 傷 の 上 に 生き て 欲し い 

傷 を 癒す よう に 

僕 は 君 を 守る の に 

僕 は 君 の 理由 を 奪う 


街路 樹 

記 oz が gz7 sc の Yo Ozo 
踏み 潰さ れ た 空 向 の 前 で 立ち つく し て いた だ 
俺 は 4 時 間 も 地 下 鉄 の 風 に 吹き 上 げ ら れ て いた 
昨夜 見 た 夢 の 続き を 見 て いた 

甘え る の が 下手 な 優し さき に 似 た Rockn'Roll 
誰 ひ と り 抱 き し め ら れず 歌っ て る 

Oh…… 答え て お くれ よ これ は 愛 な の か 
Oh…… 運命 の いた ずら と 泣け る か な 
別々 の 答え が 同じ に 見 えた だけ 

Oh…… 過ち も 正しき も 裁 か れる 
足音 に 降り そそ で 心 も よ う 

つか まえ ぇ て 街路 樹 た も の 歌 を 
最後 まで 愛さ る や いて いる 

璧 の 上 二 人 影 な ら べ て 

随分 二 人 の 仲 も 知れ た 頃 だ っ た 

お まえ は ドア を 蹴り 開け て 毎日 と 尋ね た 
考え ちゃ だ め さ る 答え て ご らん よ 
街角 の 紙くず の 上 YES と NO を 重ね た 
積ま れ し た タイ ヤ の 上 で 夢中 に な っ た 
Oh…… 聞こ えて いる な ら 6 答え て お くれ 
Oh…… その 意味 は 激しく 降り 続く 
心 偽 れ ず に 思い 出す こと きえ も 

や が て 僕 の 心 を 洗う 5 だ ろう 

足音 に 降り そそ で ぐ 心 も よ う 

つか まえ て 街路 樹 た も の 歌 を 

見 える だ ろ 降り そそ で 雨 た ち は 

ずぶ 濡れ で 夢 抱き し め て いる 君 き 


足音 に 降り そそ で 心 も よ う 
つか まえ て 街路 樹 た も の 歌 を 
最後 まで 愛さ る る や いて いる 

避 の 上 二 人 影 な ら べ て 


mm ご 
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K1SS 


作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


@ Y. Ozaki 


Original Key F# 
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57TH STREET 
@ Y. Ozaki 


作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


黄 福 ゆく 
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ROSSANA 
作詩 作曲 : 尾 崎 豊 
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C) Y. Ozaki 


IDENTIFICATION 
作詩 作曲 : 尾 崎 豊 


多才 の 証明 
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(Em ) 
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KRKED SHOES STORY 


作詩 / 作 曲 : 尾 崎 豊 


⑥ Y. Ozaki 


Original Key C 
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LONELY_ ROSE 


作詩 / 作 曲 : 尾 崎 豊 


C) Y. Ozaki 
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C Y. Ozaki 
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心 の 傷み を 蹴 隊 ば し な が ら 暮 らし て る 
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Love Way 何 ひと つ 確 か な る の な ど な い と 叫ぶ 
Love Way 足り な いも の が ある それ か ヵ 縮 の 心 
Love Way 満た され な いも の が ある それ が 人 の 心 
押さ れ て 流さ れ 愛 は 計ら れる Love Way 
何時 も 何 か が 違う 生き て 行く だ け の 為 に 

こん な に 犯し た 罪 を 誰 も 背負 いき れ な い 

Love Way 何 か に 裁 か れ て いる 様 な 気 が す る 
Love Way 何 か が 全て を 罪 に 陥れ て い 〈 様 だ 
Love Way 何 か を 償う 事 す 6 ら 出来 な いと し て も 
Love Way 生き 残る 為 に 愛し 合う 事 は 出来 る どろ う よ 
欲望 の 暗 間 に 狂い 出し た 太陽 が 

この 狂っ た 街 の 中 で 慰安 に 身 を 隠す 人 々 を 照ら し 出し て る 


Love Way 心 と 体 を 支え て いる 交 の 欲望 

Love Way 全て の 終わ り を 感じ て し まう 時 に さえ ぇ 俺 は 
Love Way 生き る 人為 に 汚れ て い 〈 全 て が 愛し い 

人 間 な ん て 愛 に 跳 く Love Way 





KISS 


or が gz の sc か Yoo Oz 


街中 ほら Honky-Tonk Blue 息苦し い 街 風 
港 み 出し た 汗 の 守 が 排気 が ス に 解け て く 

打ち つけ る 鉄骨 の 地 才 き が 街 を 黙ら せる 
彼女 の 擦り 減っ た ヒー ル と 泣き そう な 唇 

地下 鉄 の レー ル の リズ ム で 新聞 の 文字 を 追う 
子供 達 は イヤ ー ホ ン で 耳 を 塞い で 湿 画 を 読む 
ガラ ス 越 し に 張り 付く 程 押し 込ま れ て 肌 を 寄せ 合え ば 
頭 の 中 夢 駆け 回 る 

人 生 未 だ 語ら 5 ず ひと 駅 毎 待 ち 焦 が れ こみ 上 げ る 
敗北 者 と 勝利 者 が 自分 の 明日 に 描き 出さ れ て 
扉 の 向 こ う で 待っ て る 全て が 終わ る は ず な く 


踏み 出し て 走り 続け て 勇気 に 心 踊ら せ 

勝ち 抜い て し くじ っ て も 陽気 に 笑い 飛ば し 
様子 を 見 て 誘い 出し て 切り 札 胸 に 隠し 

調子 合わ せ 紛れ 込ん で 裏 も 表 も 感じ る まま 

デス ク の 書類 の 山 の 中 こめ か み 突 て テレ ホー ンコ ー ル 
乗換 えと 渋滞 に 骨折 る カバ ン 抱 えた 企業 戦士 

ハー ド の 画面 に ソフ ト デ ー タ か ら の 憂鬱 な 文字 
彼女 の 指先 が モク シー に キー ボー ド を 叩く 

軽い ジョ ー ク 噂 話 社内 恋愛 残業 

家庭 仕事 ノイ ロー ゼ 並 べ 

処方 せん 薬 で 生き る 

まとも に な り た い の に まとも じゃ な い 事 に 縛ら れる 
昔 立 ちと 吸殻 の 中 

それ で も 何 か が 少し ずつ 革 い て いる の が 分 か る の さ 
心 が 壌 れ も ま いそ うだ 何 を 求め て 暮らし て いる の か 
そし て 俺 を 何処 か に 加え て お くれ よ 愛し い 君 に 
Money money diamond 欲望 に 身 を 焦がし 

Mad love 分 け あ えな い 愛欲 に 湧 れ て 

Money money diamond 全て の 輝き の 様 

Pure love sweet home カバ ン の 隅 に 子供 の 写真 


油 ま みれ の City energy 泥 だ ら 6 け の City light 
夜 の 街 に 天使 を 装う アル コール の 慰安 婦 

一 日 中 あく せ 〈 と 働け ば 背広 も くだ くだ 

三 杯 目 の バ パー ボン を 飲み 干し た ら 
世界 が 変わ っ ちまう まだ 生き て る ぜ 

分 け 合え な い 傷 みろ 持っ た 大 人 

安 6 か な 心 の 一 つが 励ま す よ に 笑い 飲み な が ら 
いつ も の 調子 に な る 

Hey 彼女 今夜 の ご 機嫌 は 如何 で すか 
俺 た ち 今 日 も 働き まし た だ 

明日 に 僅か な 希望 を 握り 締め て 最終 の ホー ム 
まだ 燃え 尽き ぬ 街 を 去り 家 に 帰れ ば 

Honey と Baby の 寝 占 に そっ と キス し て や る つも り で す 
そし て 俺 は 


I am a worker, hard worker 
休み も な い lonely worker 

1 am a worker, get so tired 

I am working to get some money 
I am a worker, hard worker 
疲れ も 見 せ ず に lonely worker 

I am a worker, get so tired 
Wasted tme leaves little money 


Any way.… 


黄 編 ゆく 街 で 


or gz の 7/sic の Yokog 0zg 太 


57 番 街 に 吹く 小さ な 風 に 二 人 肩 を すぼめ て 歩き 続け た 
待つ 人 も な くだ た だ 二 人 手 を つなぎ な が ら 

僕 は 煙草 に 火 を 点け て 街 は 悲し くう つろ うぅ 

璧 の 落書 き に は 思い 出す も の も な い 

何時 誰が 書い た の か すら 僕ら は 知ら な いけ れ ど 

雨 に 打 た れ 風 に さらさ れ 時 の 過ぎ ゆく まま に 愛 を 
育ん で いる 二 人 に 何 か 似 て いる と 看 の 温もり の 中 
見 つめ て いて 僕 だ け の こと 

街 に は 花 が な い 灰色 の 空 が 上 目 づ か いで 歩く 二 人 に は 見 える 
触れ 合え ば 何時 も きっ と 悲し み の 傷 み も 

一 筋 の 光 の 瞬き に 救 わ れれ ば いい 

枯れ た 噴水 の 淵 に 僕ら は 腰掛 け て 

夢見 る 訳 で も な くだ た だ 無口 に な っ て いる 

誰か か が 突 で る 題名 の な い 音楽 に 耳 を 傾け て いる と 

君 を 見 矢 い そう さる 肩 を 抱き 寄せ て みる けど 遠く に 感じ る 
見 つめ て いて 僕 だ け の こと 

ベッ ト の 中 で 夢見 る 何時 し か 二 人 の 心 

優し て な れる と 胸 の 傷み を こら えな が ら 

寝息 を た て て 眠る 君 の 類 に 優し く 愛 し くく ち も づ け て 
髪 を 撫で る と ぼん や り と 僕 を 見 つめ て 

こう 聞く 「 ね ぇ これ で いい の …… コ 

見 つめ て いて 僕 だ け の こと 


ロ ザ ー ナ 


廊 or が gd 74sic が Yu/g な og Oz 


心得 む 理由 の その ひと つ ひ と つ を 何 度 も 噛み 締め て みた けれ ど 
お まえ は 計る を 憎む 様 に な り 優し さ の 意味 さえ も 忘れ て いた 
辛く 激しく 受け 止め た この 愛 や 見 知ら ぬ ね 人 々 の 戸惑い の 中 で 
答え を 持て ず に た だ 打ち 消し 合う だ け の 

長い 日 々 を 経て も 誰 も 語り 尽く せ や し な い 

ロ ザ ー ナ まだ 俺 の 知ら ぬ ね お まえ の 心 の 優し き の 中 へ 

手 を 引き 寄せ て 抱き し め て お くれ よ 

ロ ザ ー ナ 嘘 で 取り 繕 う 暮らし に 涙 だ けが 

二 人 を 優し て させ て いた は ず な の に 

ロ ザ ー ナ 


さよなら を 言 お う と 何 度 も 試し た けれ ど 愛 は まる で シー ソー ゲー ム の 様 に 


お まえ を 愛し て そし て 憎ん で 二 人 の 悲し みき ぇ 汚れ て いっ た 
思い 出さ ぬ 様 に 手紙 も 燃やし て 思い 浮か べ ぬ 様 に 夢 すら 消し て 
費やし た 二 人 の 時 間 と 同じ だ け 

忘れ る 為 の 涙 を 二 人 は こぼす の だ ろう 

ロ ザ ー ナ 二 人 が 犯し た 罪 の 償い の 前 に 

な ん て 二 人 は 勝手 に 生き て きた の だ ろう 

ロ ザ ー ナ 触れ 合う こと 出来 な か っ た 優し さ の 意味 

これ か ら 別 々 に 探す の か 

ロ ザ ー ナ 


ロ ザ ー ナ 二 人 は 特別 変わ っ て た 訳 じ ゃ な いか ら 
いつ か 同じ 過ち か ら 解 き 放 た れ よ うぅ 

ロ ザ ー ナ 新しい くら し みつ ける こと で きた な ら 
互い は 互い の まま で いれ る だ ろう か 

ロ ザ ー ナ 





銃声 の 証明 

Porgs gzd sc か Yokg Ozo 太 

俺 は 貸し さき の 中 で 生ま れ 親 の 愛 も 知ら ず に 育っ た 

又 力 だ けが 俺 を 育て た 

街角 で 怒 婦 の 客 を と り 路地 裏 で 楽 を 売り る ば き 

だ けど それ も 俺 の 仮 の 次 

ある 日 役目 を まわ され た 政治 家 を 一 人 殺 る や まき 

跳べ と 言わ れれ ば 今 の 俺 に は それ し か 生き る 術 が な い 
Woo 渦 い た 銃声 が 奴 の 頭 を ぶち 抜い た 

Woo 次 は 俺 が 殺 ら れる 番 だ 何 も 訳 な ど 知 ら な いま ま に 
政治 な ん て 俺 に は 分 か ら な い た だ 生き る た め の 手 段 覚 えた 
世間 の こと な ど 知 り は し な か っ た 

俺 は チロ リス ト に 育て られ 言わ れ た 通り に 生き て きた 

十 六 の 時 初め て 銃 を 手 に し た 

俺 に ある の は 敵 と 味方 だ け 裏切り が 俺 の 心 を 

いつ で も 正しく させ て いた だ か ら 今 まで 生き て これ た 
Woo 権力 を 潰す こと だ け を 教え られ て きた 俺 は テロリスト 
Woo 平和 な ど 生 み 出 せ や し な い 俺 の 命 は チロ リス ト 


この 世に 生き る 人 々 の 一 人 一 人 に 南 任 が ある な ら 
この 革命 と 一 緒 に 命 を 共に する ん だ 


Woo 生き て いる こと に 罪 を 感じ る こと な 〈 く 生き る 人 々 よ 
Woo お まえ は この 世 の テ ロリ スト 俺 を 育て た テロ リス ト 


RED SHOES STORY 


刻 ors zz の szc の y Yo 人 og Ozo ん : 


昔 の 事 な ん か も う 忘 れ も ま よい た いよ 

これ で も 昔 は 随分 気取っ て た の さき 

慰め た 女 慰め られ た だ 男 酔い どれ て 演じ て は 
逃れ よう も な い 様 な ダン ス に 明け 暮れ て 

行き 着け の 店 に は 毎 胸 顔 出し て さき 

くど か れ だ りく どい だり 何時 も の 曲 に 合わ せ て さき 
で も 本 当 は 酔っ て る か ら 顔 も は っ きり 覚え も ちゃい ねぇ 
夢 心地 幻夢 中 で 愛し て た 
自慢 に ちな ら ね ぇ え の に よ 

朝日 は アス ファ ルト に 寝 こ ろ ぶ 俺 を つつ き な が ら 
ベッ ト に 鉛 り 着く 俺 は 旅 に 出る 夢 を 見 て た 


儲け 合っ た な や つら と も 今 じ ゃ 遠い 縁 に な っ て さき 

色々 覚え たよ 上 手 く は め ら れ た の は 誰 

ヤキ が 回 っ た ぜ お まえ も 俺 も 

どう な っ て 行く の か どう すり ゃ いい の か ああ 用 心 に こし た 事 は ね ぇ 
も う 誰 も 信じ や し な いと よく ある 事 さ 

あん た も 同じ 傷み を 背負 っ て た っ て ね 結局 は ビジネ スミ さ 

ある と ころ じゃ 子供 騙し 嘘 だ け の 言葉 に 

誠実 に 答え て も 互い に 疲れ ちまう の さ 

な ぁ 俺 の 置き 忘れ て きた ギタ ー は まだ ある か い 

返し て くれ ね ぇ か い も う 貸 し 借り は ね ぇ ぜ 


気 を つけ た 方 が いい ぜ 著 者 よ 

負い 目 を 背負 っ て 生き て く な ん て まっ ぴら だ ぜ 

上 手 い 話 な ん て ある も ん じゃ な いさ 

誰 も か れ も 責任 逃れ 知り 尽く し た 顔 し て 

弱み に 付け 込ん で 笑っ て ら 6 笑 っ て ら 

頭 じ ゃ や 分 か っ て る 事 も 体 が 付い て か な く て よ 

きら びやかな 夜 の 街 に の この こ と 出かけ て 

朝 に な れ ば う らぶ ぷれ た 裏通り の 街 の 被害 者 

だ けど 俺 は 知っ て る ぜ 次 の 仕事 に 問 に 合う まで の 
寂し ぃ ゲー ム だ と 

心 の 傷 ア ア ュ ー ル で 癒し て 何処 か ら 何処 まで 行け ざい い 
愛し い お ま え 受け 止め る まで この 旅 は 続く の き 
Lai la lai la la la la la…… 


LONELY ROSE 


万 ors gz sc か Ye0gg Oz ん z 


一 腹 中 僕ら は 恋 の ゲー ム に 酔い し れ て 

次 の 朝 に は 甘い ユー ヒー で 目 を 覚ます 

ね ぇ 覚え て いる か い 昨夜 の 約束 

そう だ ね 今夜 また 君 に 会 えた そう さき 

過ぎ 行く まま に 見 つめ て いる ヒ と 人 息 も 止ま り そ う さる 小 さ な 嘘 を 
許し 合 な うか 何 姓 か に 捨て て し まお うか 

雨 の 日 は 二 人 で 雨 音 に 歌わ せ た 

今夜 また 何 処 か で 安らか に 夢見 る の 

グラ ス に に じん だ 小さ な 涙 を 飲み 干し て 

二 人 の 夜 に は 甘い 歌 を 分 け 合 う よ う に 

ね ぇ 優し きだ け じ ゃ 二 人 を 包め な いか ら 

信じ て いる と だ け 答 ぇ て よ 

自由 に な れ た 心 は まる で 踊り 疲れ た 天使 の 〈 も づけ の よう な 寂し さ 
分 か り 合 える まで 強く 抱き し め て いよ うか 

雨 の 日 は 二 人 で 雨 音 に 歌わ せ た 

雨 音 に 打 た だ れ て 安らか に 夢見 る の 


と きめ く 〈 胸 の 奥 に は 何時 も お きま り の 寂し さま じ り の 笑 頭 
そん な 無口 な 笑顔 を 見 つめ る と 静か に 時 が 流れ て く 
君 を 抱き し め た いよ 柔 か な 温もり に 触れ な が ら 

くち も づけ だ いよ 心 を 包ん で 離さ な い 

過ぎ 去っ た 日 々 何時 まで も 思い 出さ な いで 

雨 の 日 は 二 人 で 雨 音 に 歌わ せ た 

今夜 また 何処 か で 安らか に 夢見 る の 

雨 の 日 は 二 人 で 雨 音 に 歌わ せ た 

雨 音 に 打 た れ て 安らか に 夢見 る の 


置き 去り の 愛 


or が gz sic か Yo zo 


夕暮 れ が 落と す 影 枯木 を 播 ら す 風 
遠く 離れ た 君 の 事 失っ た 愛 の 傷 

も し も あの 日 に 戻れ る な ら ば も う 一 度 や り 直 せ た ら 
探し て いた だ も の それ が 愛 だ と 伝え られ る の に 

も う 帰 ら な い 

心 を 体 の 温もり で 確か め め て た 

だ けど それ は た だ の 愛 の 影 つか め る は ず も な い 
いつ も 君 が 包 ん で くれ た 僕 の 心 の 傷み を 

背伸び も せ ず に 見 て いた 夢 も あの 頃 の 二 人 は 

も う 戻 ら な い 

自分 を 責め て 暮らし て いる と 風 の 便 り に 聞い た けれ ど 
二 人 か 費やし た 汚れ の な い 愛 に 今 ひ ざ まず く 

も う 帰 ら な い 


COOKIE 


Pr が gz の 4xszc か Yokg Oz 


FIRE 


orgs zz uszc か Yo た og Ozo 太 


思い 切り エン ジン 吹か し て 

いつ も の 夜 の 街 の 中 飛ば し 続け て 行く の さる 

可愛 い 彼 女 達 が 街灯 の 下 で た むろ し て 

俺 た ち を 熱い 瞳 で 見 つめ る の さる 

クラ ッシュ し ちまう まで 走り 続け て いよ う ゼ ぜ 今夜 は 

“ー ル に ウイ スキ ー バー ボン ウォ オッ カ を 

し こ た ま 買い 込ん で シー ト に 放り 込ん で 

俺 達 は この 街中 で 一 番 今 夜 も 

ワイ ルド な や つら に な っ て や る の さき 

そし て ちょ っ と だ け クレ イジ ー に わずか な 夜 を すり 抜け て 行く の さ 


Woo 夜空 の 流星 より 早く 
Woo 減 び て 行き そう な 愛 が 
この 胸 に 熱 〈 燃え 出し を うな Fire 


体制 に 逆 い な が ら 振 りか ざす 俺 が 手 に 持っ て いる の は サー ベル 
有用 え 震 えて いる 人 々 の 凍え た 体 を 包ん で あげ よう 優し く 
俺 は 星空 を 見 つめ な が ら ピ 明日 の 正義 を 待っ て いる 


女 達 は 安らか な 障 に 映る 汚れ た も の を 打ち 砕く 
子供 達 は 清らか な 愛 に 包ま れ 明日 を 夢見 る 
男 達 は 鎧 に 身 と か た め な が ら 次 に 訪れ る 平和 を 待っ て いる 


Woo 矛盾 する この 世界 で 
Woo 一 番 大 切な も の が ある 

この 燃え 尽き る こと の な い 愛 は Fire 
素直 な 気持 ち で さえ も 語り 尽く せ ぬ この 世界 
何 が 人 の 心 を 支配 し て る の 
訳 も な い の に こぼれ 落ち る 涙 を 拭 お う 
抱き し め て お くれ 
お か し な 奴 だ と マト モ な 振り し た 奴ら に 
笑わ れ 続け て いて も いい の さき 
何 が この 世 で 一 番 大 切な の か を 
知っ て いる の は この 俺 の 方 だ ぜ 
だ っ て 自然 の 醸 さき を 知り な が ら 心 を こめ て 歌っ て いる ん だ ぜ 
Woo 悲し み に 浴 れる 世界 で 
Woo 孤独 に 打 も のめる され て も 

熱い 気持 ち を 燃やし 続け よう ぜ Fire 


Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の た め に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の だ ため に クッ キー を 焼い て くれ 
溢れ か える 人 混み の 気 世 し き に も まれ な が ら 
と り と めも な い ほ ど に 孤独 を 感じ て 歩く 
駅 の ホー ム に 立ち 尽く し て いる と 

目 還 し きれ だ まま 仕事 抱え て る よう だ 
目頭 と が ら せ て 競い 合っ て いる だ け で 
気取っ て 見 せる 程 幸 せ で も な い だ ろ 
言い 訳 な ん か は まだ し た く 《 は な いけ ど 
生き て ゆく だ め の 愛 し 方 きえ 誰 も 知ら な い 
Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の ため に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の た め に クッ キー を 焼い て くれ 


新聞 に 書か れ た 人 田 か す ニ ュー ス 
美味 し い 食事 に さえ ぼく ら は あり つけ な い 
空 か ら 降 る 雨 は も う 綺 麗 じ ゃ な いし 
晴れ た 空 の 向こう は 季節 を 狂わ せ て いる 
正義 や 真実 は 偽 ら れ 語 られ る 

人 の 命 が だ た や すく も て 遊ば れ て いる 
未来 を 信じ て 育て られ て 来 た の に 

早く 僕たち を 幸せ に し て ほし いよ 

Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の た め に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の た め に クッ キー を 焼い て くれ 
好き 嫌い な 〈 く 食べ ろ と 言わ れ 育 っ た 
大 人 の 言う こと を 信じ ろ と 言わ れ 育っ た 
答え が ある な ら ば 出さ なけれ ば な ら な か っ た し 
嘘 を つく な と 言わ れ て 育て られ た 


僕たち の 親 が 作っ た 経済 大 国 

だ けど 文明 は どこ か で 一 人 歩き し て いる 
法律 の 名 の も と に 作り 上 げた 平和 

だ けど 首 を ひね っ て 悩ん で いる の は 何故 


Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の だ た め に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の た め に クッ キー を 焼い て くれ 
今日 が 共 わ っ て 迎え る 明日 の た め の 
答え は まだ 何 も 出 され て は いな い 
ああ 僕 は 明日 を 信じ て 生き て ゆこ うぅ 
急ぎ 過ぎ た 世界 の 過ち を 取り 戻 う 
Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の ため に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の た め に クッ キー を 焼い て くれ 


= 
永遠 の 胸 
太 or が zz sic か Yo な oz zo 太 
一 人 きり の 寂し さ の 意味 を 抱き し め て 暮らし 続け る 日 々 よ 
見 つか る だ ろう か 孤独 を 背負 いな が ら 生 き て いく 
心 滞 れ な き 証 示 す 道 し る べ が 
色々 な 人 と の 出会い が あり 心 か よ わせ て 戸惑い な が ら 
本 当 の 自分 の 姿 を 失い そう な 時 君 の 中 の 僕 だ けが ぼや け て 見 える 
あり の まま の 次 は と し て も ちっ ぽ ぱ け すぎ て 
心 が 東 り 付く 時 君 を また 見 失っ て し まう か ら 


人 は だ だ 悲し み の 意 味 を 探し 出す た め に 生ま れ て きた と いう の か 


確か め め た い 偽り と 真実 を 裁く も る の が ある な じ C 僕 は 

君 の 面影 を 強く 抱え て 何時 し か 辿り 着く その 答え を 

心 安らか に 探し 続け て いて も いい いつ まで も 

受け 止め る 術 の な い 愛 が ある 消し 去る こと 出来 ぬ 傷 も ある 
忘れ な いよ うに 全て の 思い 出 が 与え て くれ た 

心 の 糧 を 頼り に 生き る こと を 

そこ に は 様々 な 正義 が あり 幸せ 求め て 歩き 続け て いる 
欲望 が 心 を も ろく 崩し て ゆき そう だ 

人 の 心 の 愛 を 信じ て いた いけ ど 

人 の 暮らし の 幸せ は と て も 小さ すぎ て 

誰 一 人 心 の 探 を 破る こと な ど 出 来 な いか ら 

今 は た だ 幸せ の 意味 を 守り 続け る よう に 君 を 抱き し め て いた い 
信じ た い 偽り な き 愛 を 与え て くれ る も の が ある な ら 
この 身 も 心 も 捧げ よう それ が 愛 そ れ が 鈴 望 

それ が 全て を 司る も の の 真実 な の だ か ら 

断 岸 の 絶壁 に 立つ 様 に 夜空 を 見上げ る 

今にも 吸い 込ま れ て ゆき そう な 空 に 叫ん で みる ん だ 

何 へ 行く の か 大 地 に 立ち 尽く す 僕 は 
何故 生ま れ て きた の 

生ま れ た こと に 意味 が あり 僕 を 求め ああ るる 6 の が ある な ら 
伝え た い 僕 が 覚え た 全て を 限り 無く 幸せ を 求め て 来 た 全て を 
分 け 合 いた い 生き て ゆく その 全て を 

心 に 宿る る も の の その 姿 を あり の まま の 僕 の 姿 を 
信じ て ほし い 受け 止め て ほし い 

それ が 生き て ゆく た だ ため の 愛 な ら 今 心 こ め て 

僕 い いつ で も ここ に いる か ら 涙 浴 れ て 何 も 見 えな く て も 
僕 は いつでも ここ に いる か ら 


レガ リ テ ー ト 

or が zz 7/sic が Ye/Z な oz Ozo/ 
暗 間 の 中 ひと 粒 の 光 の 様 に た た ずん だ 
岩 え た 体 を 纏っ て る 心 を 無く し た 僕 が いる 
欲望 の 渦巻 か れ 君 を 失い そう に な る 
意味 の な い 答 え だ け が 僕 を 強く 祈 ら せ た 
心 が ざ わ め く 何故 こん な 風 に 

あて も な い 夢 の 中 た だ 初 節 う だ け な の 
激しく な びく 〈 風 が 僕 の 体 殴 りつ け 

まる で 永遠 に 続く 解け 答え 追う よう だ 
ひと つの 叫び が 生ま れ 時 代 は 形 を 変え る 
愛 は 何時 も 永遠 に 足り 平和 数 えて る 
教え て 明日 を 呼ぶ 声 の 意味 を 

だ けど た だ 財 し き の 中 意味 な ど 見 つか ら ず に 
君 を 愛 と 呼べ る の か 愛 は 何 刀 へ 行く の か 
君 の 愛 が な けれ ば 税 は も う 生き られ な い 
君 の 愛 の 意味 だ けが 明日 の 答え 映し 出す 

3 の 声 が 僕 を 少し ずつ 作り 上 げ る 

誰 も が 偽り の 世界 を 科 節 い 

何時 か し ら 6 心 す ら 失 っ て し まう の か 

心 を 暖め て 欲し い 愛 と 神秘 の カ で 

末 え た 世界 の 心 真実 で 守っ て いこ うぅ 

ま ど ろ む 愛 の 世界 の 中 で 生ま れ た 真実 
何時 し か 君 と 分 け 合 な う 自由 な 愛 の 姿 を 


町 


厄 ors zz の szc が Yzzz 0zgz 
だ か ら 今日 も 雨 が 上 が る の を 
ずぶ 濡れ で 待つ な いら さ 

お まえ 上 れ た 顔 を し な いで 

心 の ドア を 開け て 

街中 を 銀色 に 染め て ゆく この 雨 の 
小さ な 雪が 障 の 中 に 落ち て くる 

閉じ た 傘 か ら は こぼれ た 雨 が 流れ て く 
水たまり に 映っ た 君 の 影 が 僕 の 心 を 開く 
だ か ら 今 日 も 雨 が 上 が る の を 
ずぶ 濡れ で 待つ な いら さ 

お まえ 果 れ た 顔 を し な いで 

心 の ドア を 開け て 

優し きだ け な ら 素直 に も な れる の に 
嘘 の 傷み が 釈 の 心 を 浴 た くす る 

灰色 の 空 の 様 な 浴 た さき に 震え て る 

人 波 に 心 許 せ ず 君 を 思う 心 だ けが 暖か い 
だ か ら 今日 も 雨 が 上 が る の を 
ずぶ 濡れ で 待つ な いら さき 

お まえ 果 れ た 顔 を し な いで 

心 の ドア を 開け て 

心 を 開い て 


COLD JAIL NIGHT 


Pozs gz の sic の Yuzokg Ozo 


スモ ッ グ に 煙 る 街並み は 渋滞 の ロー ドレ ー ス 

空 か ら は いつ も の よう に 繋が れ た 人 ヵ 距 る 

不 満 と ナイフ 押し 込め られ た 護送 パス の 中 で 誰 も が 

何 か が 少し だ け 違 う 生き 方 強い られ る 

この 暮らし が 始ま る 前 に 一 つ だ け 開 いて お こう 

動機 と 心 の 病 の 上 に 罪名 が 被 き る 

育 え と 目 岐 諦め に 似 た 雑居 房 の 中 で 誰 も が 

踊 い て 一 滴 の 水 を を うだ ろう 

Cold jail night 都会 の 夜空 は 紅く 燃え て る 罪 を 抱い て 
Cold jail night 吐く 息 は 白く え 切っ た 瞳 の 中 夢 を 見 る 


五 十 日 振り に 見 る 太陽 は 少し だ け 痩 せ て た 
監獄 の 太陽 は 俺 の 前 で ちぎ れ て ゆく 

寄り か か る 壁 に 刻ま れ た 傷 太陽 の あたる 場所 を 誰 も が 
忘れ る た め に 殴り つけ た 傷み も る な い 

裁判 し いう 台本 を 読む 真 の 正義 が 始ま る 

生き 方 を 今 前 り 取 られ て 比べ られ て いる 

毎日 毎日 覚え た 込ま せる 繰り 返す 仕事 に 誰 も が 

先 を 争い 真実 きえ 口 に する 余裕 な ど な い 


Cold jall night 都会 の 夜空 は 紅く 燃え て る 罪 を 抱い て 
Cold jail might 吐く 息 は 白く 脅 え 切っ た 剛 の 中 夢 を 見 る 





侍 獲 区 


厄 o7 が zz xszc か Yoo 0zoz 


Alcohlic, Druggist, Evil thoughts, Pornographic magazine 

上 手 く や れ な い 日 常 か ら 人 逃げ 出し た く て は み 出 し て ゆく 

逃れ られ な いま ま の パラ ノイ ア に 陥っ て く 

気がつけ ば ベッ ド に 縛ら れ て 白く 冷た い シ ー ツ に くる まり 
流し 込む 白い 血液 で 深く て 眠ら され 罪 無き 心 、 消 し 去る と 言う の 
Help me 祈る 言葉 の 代わ り に バラ ンス よく 飲み 干す メデ ィ セ モン 
Help me まとも に な れ だ と し て も 連れ 戻さ れる だ け 


Cocaine, Marijuana, L.S.D., Amphetamine, Heroine 

幻覚 幻聴 誰か が う ご め い て る 路 い て る 
答え な ど 無 い た だ crazy な だ け な の る そこ で は 

快楽 興奮 欲望 孤独 な シス テム に 繋が れ 

眠れ な い 夜 に 縛ら れ て 誠実 で 弱い 心 が い つも 打ち の め る れる 
Be cool 生き 抜く た め の 力 を 握りしめ 信じ こめ 

Be cool 誰 も 信じ る な 欲 博 に きり は な い 


俺 は 背中 に 感じ る 本 当 の 心 っ て や つ を 

俺 は 誰 も 愛せ な い こん な 世界 じゃ まとも に な れ な い 
街 に 打ちつけ る 太陽 の 下 で の た うち まわ る 
俺 は いつ も 裁 か れる 分 け 合う 平和 な ど 何 も な い 
どこ に も 真実 な ど な い 

明日 が 平和 で な けれ ば 誰 に も 生き る 意味 が な い 
Sex and drugs and rock'n'rol 

日 常 か ら は みだし て し まう 

Sex and drugs and rock'nroll 

意味 な ど な い の さる 

Sex and drugs and rockn'roll 

日 常 か ら は みだし て し まう 

Sex and drugs and rock'nroll 

意味 な ど な い の さる 


音 の な い 部 屋 

万 or zz の sc の Yo た oz 0zgz 

風 を か ば い 二 人 が くる まる ジャ ケッ ト 

路地 裏 で 見 えな い 星 の 数 か ぞ え 

触れ 合う と 壊れ て し まい そう な 二 人 の 唇 は 震え て 
思い 出 ば か り に 微笑 む 様 な 君 

優し き に 口 ご も りう つむ いて る 僕 

音 の な い 部 屋 の ドア を 開け る と 小さ な テー ブル が ある 
今 は 僕 だ け を 見 つめ て お くれ 

君 の を 抱き し め て いた い 

強く 二 人 が 痛ん で いる 暮らし の 何時 も の 口癖 
鏡 の 中 僕 の 知ら な い 苫 

君 の 背中 抱き し め ゅ 目 を 伏せ て る 僕 
手探り で 振り 返る と いつ も の 君 が 箕 に 甘え る 

二 人 だ け の 暮らし 数 えて みる た び 

日 を 塞ぐ 様 な 失 物 を か わす 

どん な 風 に 心 重ね よう 

笑顔 を 絶 や し た く な いか ら 

今 は 君 だ け を 見 つめ て いた い 

時 は 悪戯 に 過ぎ て 行く だ け 

通り 過ぎ て 行く 日 々 に 愛 が 優し きだ け を 残せ る な ら 


優し き を ひと つ 部 屋 に 残す 

寂し る は 同じ 様 に 色あせ る 

部 屋 明 か り が お と す 光 と 影 それ は 二 人 の 暮らし 
二 人 の 心 は ひと つ 


きっ と 忘れ な い 


ods gzd Msic か Yezkg Ozo 


街 の 暮らし に も すこ し ずつ 慣れ て き て 

君 の 笑顔 も 素敵 に な っ て ゆく よう さき 

忘れ られ な い 心 の 傷み の 悲し み も 
今夜 全て を 吹き 消し て 

流れ て ゆく 〈 変わ っ て ゆく 〈 街 灯り も 形 を 変え 
類 杖 を つい た まま 見 つめ て る 夜 が 訪れ る 
Happy Birthday いつ だ っ て 君 を 忘れ は し な い 
Happy Birthday 君 が 好 きる 心 を こめ て 
生ま れ て きた 喜び に 君 が 包 まれ る よう に 
今日 と いう 日 を 祝う よ Happy Birthday to You 
時 の 流れ も 見 つか ら な く な る ほど に 

辛く 孤独 に 過ごし た 日 々 も る あっ た さ 

だ けど いつ か は そん な 悲し み も 報 わ れる と 
信じ て 過ごし た 日 々 る ある 

いつ も 夢 を 忘れ な いで 季節 の 中 で うつ ろう 君 
探し て いる 答え に 心 が 届か な く て も 

Happy Birthday いつ だ っ て 君 は 大 丈夫 き 
Happy Birthday 君 が 好き さる 心 を こめ て 
探し て いる 優し さ に 苫 が 包ま れる よう に 
今日 と いう 日 を 祝 な う Happy Birthday to You 


誰 だ っ て いつ の 日 に か 振り 返る 時 が 来る の だ か ら 
忘れ な いで 毎日 は さる や か な 君 へ の プレ ゼン ト 
Happy Birthday いつ だ っ て 君 を 忘れ は し な い 
Happy Birthday 君 が 好き る 心 を こめ て 

生ま れ て きた 喜び に 君 が 包 まれ る よう に 

今日 と いう 日 を 祝う よ Happy Birthday to You 


風 の 迷 踏 


orgs oxd 44wsic が Yozg4g Ozo 


行き 交 う 人 波 の 中 思い 描く 全て に 

壊れ そう な 心 を 抱い て し まう の は 何故 だ ろう 

そっ と 暗 閉じ る よう に 心 の 傷み 隠し て 

ひと に ぎり の 幸せ すら 奪わ れ て し まう 悲し み は 何故 
永遠 た いう 名 の も と に 忘れ て し まい た いよ 

こん な 胸 の 傷み は 背負 いき れる も の で も な い 
光り が 時 し すぎ る 誰 の せい で も な い の さ 

ふっ と 迷い 込ん だ 風 の 行方 の 迷路 

さぁ も う 深 て 眠 ろ うぅ 真実 よ 安らか に 

今夜 も 憂鬱 な 気持 ち に くる まり な が ら 

まだ 先 の こと な ん か 何 も 見 え や し な いか ら 

や っ ぱり 今日 も 同じ こと 繰り 返し て し まう の だ ろう 
何 を 探し 求め る の か 見 つけ る 術 も な い の に 
悲し み の 行方 に 流さ きれ て し まい そう さ 

真実 の 名 の も と に 暮らし て 行く な ら ば 

どこ か に ある の だ ろう か 人 の 心 の 安らぎ が 

いつ か 振り 返る 時 に 傷跡 すら も 笑顔 で 

受け 止め られ る だ ろう か 悔やむ こと も な いま ま に 
ああ 時 は 流れ て 〈 真実 は 安らか に 

今夜 も 素 茂 な 夢 と 戯れ る だ ろう 


愛 と いう 名 の も と に 人 が 産 う も の は 何 
心 は どこ か に 閉じ 込め られ て し まい そう 
信じ て も いい の か その 言葉 の ある が まま 
けれ ど 涙 が こぼれ る 上 庶 し さ の 中 

さあ 明日 の 姿 を 真実 た 安 ら か に 

夜空 に 浮か べ て 眠 ろ う 静 か に 


MARRIACE 


ors gz szc か Yo 人 g 0zg 太 


瑛 まみ れ の 都会 の 空 独り きり の 寂し さ の 訳 
探し な が ら 6 二 人 は 出会っ た 

背負 い 切 れ ぬ 悲し み の 数 互い の 笑顔 の 作り 方 
積木 の よう に 重ね て 過ごし た 

人 は 誰 も 心 の 中 に 何 か を 

隠し 続け て いる も の だ けれ ど 

過ぎ 去っ た 時 より も 今 は 君 の こと 愛し て いる 
それ が 俺 の 答え だ か ら 

I wanna marry you 諦め な いか ら 

1 wanna marry you 

傷ん だ 心 に 君 が 潤 か ね よう に 
壊れ た 愛 の 傷跡 が 二 人 を 悲し く 包 む 
愛 は と て も も ろ い も の だ と 
手探り の 優し きる えも 見 つけ られ な く な る 時 に 
愛 が 冷め て し まい そう だ か ら 

二 人 の 幸せ 描 り る も の だ と し て も 

何 も 語ら ず 寄 り 添う 次 だ け だ か ら 
ひと つ ひ と つ を 覚え て いて ほし い 

愛 を 償い な が ら 二 人 は 生き て る 

I wanna marry you 諦め な いか ら 

1 wanna marry you 


終わ り の な い 優し きゃ の 始ま り 


I wanna marry you 諦め な いか ら 
1 wanna marry you 


傷ん だ 心 に 君 が 泣か ね よう に 





誕生 

訪 or が s gz szc の Yoo Ozo 太 

俺 の 時 計 の 針 が ちょ うど 午前 堆 時 を 指し た 
過ぎ 去る 時 は 新しい 日 の 中 に 消え 去っ て ゆく 
訳 も な い 涙 が 浴 れ そっ と こぼれ 落ち る 
分 か ら な いも の が 息 の 全 て を 狂わ せ て し まっ た 
愛 を 失い 仕事 すら な くし 俺 は 街 を 出 た 

そし て 今 俺 は 一 体 何 を 待ち 続け て いる の か 


ボケ ッ ト に は 別れ た 家族 の 写真 が ある 

皆 で 笑い 俺 は 兄貴 に 肩 を 抱か れ て る 

その 写真 を な が め る 度 分 け あ っ た 訳 の 中 に 
それ ぞ れ が 選ん だ 生き 方 を 思い 浮か べ て みる 
人 生 は いつ も 誰 に も 冷た いも の だ か ら 
捨て て し まう こと の 方 が きっ と 多い も の だ か ら 


街 の 風 は 凍 つ いた まま 吹き つけ 心 屋 る えな けれ ば 
大 切な も の 何 ひと つ 守 りき れ や し な いか ら 
そっ と 目 を 閉じ て よっ と 心 を 閉ざし 暮らし て いる けど 


Hey baby 俺 は クー ル に この 街 で 生き て みせ る 
Hey baby 俺 は 祈り の 言葉 な ん か 忘れ も まっ た 
俺 は きっ と まだ マト モ に や れる は ず き さ 
街中 の 負え た 叫び 声 に 立ち 向かい な が ら 
俺 は 走り 続け る 叫び 続け る 

求め 続け る さ 俺 の 生き る 意味 を 


一 人 で 生き る 寂し さ に 疲れ や が て 恋 に 落ち た 
彼女 と 二 人 暮らし 始め て 半年 が 経っ た 

マト モ な 仕事 が 見 つか ら ず に 荒れ 果て た 暮らし 
投げ 出し た く な る そん な 暮らし が 続く 日毎 に 俺 は 
愛 の 温もり も 忘れ て 心 は すさ ん で ゆき 
自分 自身 か ら 6 逃げ出そ う と 月 えて 暮らし た 


心 の 弱 $ の 逃げ 道 に 罪 を 犯し た 俺 は 

捕え られ 生 獄 の 重い 扉 の 奥 で 息 を ひそ め た 

そし て 裁判 の 後 俺 は 手首 ナイ フ で 切り 付け 

気がつけ ば 病院 の ベッ ド の 上 薬 漬 に され た 

あぁ 教え て くれ 俺 の どこ に 間違い が ある の か 

街 の 冷た い 風 か ら 6 逃れ て 生き て きた だ け な の に 

や が て 俺 も る マトモ な 生活 を 見 つ ゅ 彼女 と 暮し た 

ある 日 彼女 は 涙ぐむ 笑顔 の 中 で つぶ や いた 

二 人 の 新しい 命 が 宿り 生ま れ て くる こと を 

Hey Baby 俺 は クー ル に この 街 に 生ま れ た 

Hey Baby そし て 何もかも 捨て ちまっ て 生き て きた ん だ 

生き る 早 さ に 追い た て られ 愛 求 め 裏切ら れ 孤独 を 知り 

振り 返る こと も 出来 ず 震え 暮らし た 

そし て 走り 続け た 叫び 続け た 

求め 続け て いた 生き る 意味 も 分 か ら ぬ まま 

産声 を 上 げ そし て 立ち 上 が り 

や が て 歩き 始め 一 人 きり に な る 

心 が 悲 し み に 浴 れ か き 乱 され て も 

月 える こと は な い それ が 生き る 意味 な の き 

Hey Baby 忘れ な いで 強く 生き る こと の 意味 を 

Hey Baby 探し て いる 答え な ん か な いか も し れ な い 
何 ひと つ 確 か な も る の な ど 見 つか ら な く て も 
心 の 弱る $ に 負け な いよ うに 立ち 向かう ん だ 
さぁ 走り 続け よう 叫び 続け よう 
求め 続け よう この 果て し な い 生き る 輝き を 

新しく 生ま れ て くる も の よ お まえ は 間違っ て は いな い 

誰 も 一 人 に は な り た く な いん だ それ が 人 生 だ 分 か る か 
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Dream comes true い 
Dream comes true い 
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Dream comes true 
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D(onC) G(onB) 
詳 差 . 馬 


し 
X 


Em 


詳 苦 蘭 


汚れ た 絆 
廊 or が s gz sic が Yoko zo 


俺 た ち は 街 の 流れ に すれ 違う 人 混み の 中 で 
まる で 運命 に 選ば れる よう に 出会っ た 


時 が 幾ら 流れ て も 信じ て 見 つめ る も の は 
いつ で も 同じ だ と 産 い 合う 様 に 語り 明か し た 
心 の 中 を 探り 合え ば 傷み と 悲し き を 覚え 合う Oh 
俺 は まだ 岩 え て る 二 人 を 止め る る の も な く 
分 け 合う 寂し き に 人 人 え た 二 人 の 絆 が 
凍え た 風 に 吹か れ て る 
俺 た ち は 気 付か ぬ 振 り を し た 別々 の 人 生 の 意味 が 
いつ か 二 人 を 引き 裂 い て し まう こと を 
ご け は 決し て 付か な いと 約束 し た と きか ら 
裏切り が や が て 訪れ た 
ふと 気付 け ば い は 互い を 演じ 
見 つめ 合う こと すら 6 出来 ぬ Oh 
俺 は きっ と 忘れ な い 二 人 は これ で 良かっ た の さき 
今 は 汚れ た 絆 も な に も 変わ ら ず 信じ て いる 
俺 た ちの 輝き 奪わ れ ぬ よう に 
な あぁ 覚 えて る か い 俺 た ちの 笑顔 
今日 また その 意味 が 静か に 流れ て 行く 
矢 う こと ば か り が やけ に 多 過ぎ る と 
心 か が ば げ う や つら に すがる よ に 泣く の か 
誰 $ が 皆 一 人 じゃ いら れず 
二 人 で 分 け 合 うこ と すら 6 出来 な ぃ Oh 
いつ か また 出会え る き 俺 た もち を 止め る も の は 何 も な い 
汚れ た 絆 の その 意味 を 俺 た ち は 決 し て 忘れ な い 
求め 続け た 輝き を 


自由 へ の 扉 


厄 or が gz 47sc か 747g な Oz 


今夜 素敵 な 夢 を 描い て 自由 へ の 扉 を 開い て みる の さ 

きっ と そこ に 信じ て いた 全て の 姿 が ある は ず 

公園 通り の 恋人 達 は 肩 寄 せな が ら 愛 を 複 委 い 

独り ぼっ ち で 人 混み の 中 立ち 止ま れ ば 見 失い そう さき 

だ けど 何 ひと つ 不 自然 な もの は な い 

全て が 奏で る ハー モニ ー に 心 要 ね て みて も いい の さき さ 

だ っ て 全て は 触れ 合い な が ら ひ と つ ひ と つの 心 を 生み 出す よ 
きっ と そこ に 信じ て いた 自分 らし き が ある の だ か ら 
笑顔 さえ も 見 つか ら な く て 時 は 流れ て 寂し く な る 
誰か に 手 を る し の べ て も 悲し み だ け か 中 彩る 

分 け 合 うこ と に 心 が 選 か 只 ま まで 

見 つめ る も の が すれ 違っ て も いつ か 分 か りあ え る 大 示 夫 
君 も 僕 も この 街 で 夢 を 追い 求め る 輝き な の さき 

きっ と そこ に 信じ て いた 僕ら の 姿 が ある は ず 

闘 夜 の 国 に 浮か ぶ 月 明か り に 照ら きれ て 

星 が 播 ら めき な が ら 明 日 を 信じ て る 

永遠 に 思え る 様 な 僅か な 悲し み と 暮 らし は 続く 
裏切ら れ て も 信じ る こと か ら 奪わ れ て も 与え る こと か ら 
寂し く て も 分 け 合 うこ と か ら 悲し く て も 微笑 せこ と か ら 
君 な し じゃ 僕 の まま で いら れ や し な い 

誰 も が 皆 自 由 に 生き て ゆく こと を 許し 合え れ ば いい の さき 


Get it down 
太 zz が な gz の sc が Yo な og Ozo 


酒 落 た プル ー の ジー ンズ に サン グラ ス 

ワイ ルド な ウェ スタ ンプ ブー ツ 

仕事 を 終え て 夜 に く り だ す 俺 は 寂し が り 屋 の キン グ 
シャ イ な 振り し た 彼女 の ハー ト に そっ と 火 を 点け て 
孤独 な 心 を 持ち 合っ て 瞳 の 奥 探 り 合う 
ネオ ン が 喘 え て る 誰 $ も が た め 息 つい て いる 

夜 の 街 ビ ー ル 片手 に 今日 の 傷み 抱 き し ゅ て 

Come on baby 踊 の ろう よ 

1 wanna make true 

al night long 

Come on baby 今夜 は 

Dream comes true いつ まで も 


俺 の 車 は ダー ク な プル ー さぁ 急い で 乗り 込め よ 
アク セル 吹か せ ば ハイ に 心 震 わす ギ ス トノ イズ 
君 の 心 を シフ ト ア ッ プ アン ド ダ ウン 

アウ トイ ン ア ウト で コー ナ 抜 け て 

R.P.M. を 上 げ て 俺 の 心 を ヒー ルアン ド ト ッ ゥ ッ ー 
二 人 で 愛 の クル ー ジ ング 涙 の 海 を 見 つめ な が ら 
悲し い 気持 ち を パッ シン グ し て 追い 抜 て ぜ 
Come on baby 走 ろ う ぜ 

Drive you crazy all night long 

Come on baby 今夜 は 

Dream comes true いつ まで も 


ベッ ド の 上 ふっ と 見 つめ る 星 の 様 な イル ミネ イシ ョ ン 


君 も 俺 6 この 街 に 埋もれ た 寂し が り 屋 の セレ ナー デ 
だ けど いつ も いつ まで も この 世界 の どこ か で 
小さ きく て も 美しく 輝 《 きらめき な の さ 

な くし た り し て も きっ と いつ か 迎 り 着く 

そう さだ っ て 俺 た ち は ず っ と ずっ と 同じ 心 の 中 
Come on baby 君 の た め に 

I wanna make you true all nigt long 

Come on baby 今夜 は 

Drive me crazy all night long 

Come on baby 抱き し ゅ て 

T wanna make you true all night long 

Come on baby 一 緒 に いよ う 

Dream comes true 


それ が 全て 


優し い 陽 射 し 


ors gz sic か Yo Oz 


過ぎ 行く 日 々 の 中 で 寂し く な る 君 は 

うつ ろう 心 の 理由 に 一 人 唇 噛み 締め て いる 
誰か と 恋 に 落ち て 名 前 は 覚 を る の に 

ふっ と 笑顔 の 影 に 浴 む 涙 が 零れ 落ち る か ら 

明日 を 星 で 占う テー ブル の 上 で 

愛 を 探す 夜 に ぼん や り 時 を 見 つめ て いる だ け 
何 も 悲 し まな いと 暮らし を 彩 れ ば 

きっ と いつ か 答え は 育む も の だ と 気付 く 


大 切 に し て る けど 壊れ て し まう か ら 

夢 は 夢 の ま まだ と 諦め て みて 戸惑う ば か り で 
意味 の な い 物 ば か り 集め 積み 重ね て 

形 の 無い も の が また きっ と 崩れ て し まう か ら 
思い 出 が 静か に 心 を 包む か ら 
夜 に 身 を 委ね て 心 偽 ら ず 安 ら か に 

何 も 悲 し まな いと 暮らし を 彩 れ ば 

きっ と いつ か 答え は 育む も 6 の だ と 気付 く 
憧れ が 何故 か 心 を 傷め る か ら 

瞳 を 閉じ て みる 全て は きっ と 優し い は ず だ と 
何 も 悲 し まな いと 暮らし を 彩 れ ば 
きっ と いつ か 答え は 育む も の だ と 気付 く 
育む も の だ と 気付 く …… 


財 罪 


刻 orr な gz sic の Yozkc 0zo 


静か に 儲 む 色 宰 せ た 街並み 

すこ し づつ 言葉 を 無く し て 行く 僕 が いる 
日 常 僅 か な 仕事 で つなぎ 止め 

無 表 情 な 人 波 に 紛れ 込み 凍え て る 

何 を 待ち 続け 何 を 求め る の 

名 も な い 日 々 が 訳 も な く 〈 微 笑 む 

時 の 流れ すら 見 失い を うに な る 

凍え た 日 差し に え て る それ だ けさ 
孤独 な の か 安らぎ と 呼べ る の か 

この 暮らし に 名 を 付け る と いう の な ら 6 ば 
何処 へ 行く の だ ろう 何処 へ 辿り 着く 
名 も な い 日 々 が 訳 も な 〈 微 笑 む 
僕 は 知っ て いた これ が 蘭 の 暮らし だ と 
偽り を 知る 度 真実 に 戸惑う 

風 は 柔らか に 時 を 運ん で ゆく 

寂し い 心 を 優し く そっ と 包む か ら 

何 を 待ち 続け 何 を 求め る の 

名 も な い 日 々 が 訳 も な く 微 笑 む 


ふた だ つの 心 


刻 or が gz sc か Yokg Oz ん z 


見 つ ゅ 合う だ け の 暮らし 心 の 鼓動 が 

寂し き 塗 りつ ぶし 今日 を 温め 合う よ 

ふた つの 心 ふ たつ の 生き 方 を 重ね 合う か ら 
君 は 時 々 涙 を 僕 は た め 息 を 零 す けど 

二 人 求め 合 い 暮 らし て ゆけ る さ 

夜明け まで ずっ と 抱き 締め 合い な が ら 


そっ と 扉 閉じ て 僕 が 旅 に 行く 時 
君 は いつ まで も 笑顔 を 浮か べ て いた だ 


夜 の 明か り の 向こう で 君 は 僕 の 帰り を 待つ の 
見 知ら ぬ 街 の 片隅 で 僕 は 君 の 面影 抱き 締め て いる 


離れ て 過ごし て も 君 の 心 が 聞こ える よ 
君 に 届く だ ろう 僕 の この 思い が 


分 け 合 う も の な ど 初 めか ら な いけ ど 

心 き え あ れ ば いつ で も 二 人 人 は ある が まま 
そっ と 強く 受け 止め 合い な が ら 夜 が 明け る まで ずっ と 
抱き 締め 合っ て いる よ 





原色 の 孤独 


有 o7 の 5 gz の sic か Yuzzkg Oz 


名 も な い 都会 の 空 虚しい 光 の 色 

嘘 だ ら け の 言葉 に 張り 裂け そう な 俺 の 心 

また 同じ よう に 風 ヵ 天 し く 叫 ん で る 

誰 も か 皆 力 に 押さ れ 変 わっ て ゆく 

得意 げに 嘘 や デマ を 口 に する 奴 が いる だ けど 
真実 な ど 知る 奴 が いる は ず も な い だ ろ うぅ 
舞台 裏 の ルー レッ ト は いつ まで も 回 っ て いる 

破れ た 夢 買 い 占 め る よう に コイ ン が ほら 積ま れ て く 


折 慎 夢 の 中 で 弄ぶ 慰安 の うだ 

まる で 生 と 死 入 節 い 踊る 原色 の 彼女 

むき 出し の みじめ な 欲 憲 に ルー ル は 無い 
街 は 今夜 も 誰か を ほら 燃え 上がら せ て いる 
彼女 の 肩 や 首筋 に くち も づけ る だ け で 
何故 人 々 が て る い 出 す の か 分 か る 気 が す る 
心 が 震 れ て 〈 俺 に も 分 か ら な い 

鏡 の 中 の 俺 は 今日 も 惨め に ほら 史 えて いる 


約束 と は 常識 を 隠す た め の メ ッ セ ー ジ 
破 ら れ た 常識 に ボロ を だ す 人 間 の 弱 さ 
飲 協 と 罪 を 犯す それ が 全て な ん だ ぜ 
本 当 の こと を 俺 が ほら 言っ て いる ん だ ぜ 
孤独 さき あり きだ り の 矛盾 に 身 を 任せ な よ 
そい つ を 卑 し む こと な ど な いん だ ぜ 
サイ コロ は 振ら れ だ た ぜ 命 ま る ご と 賭け ろ よ 
生き て いる 奴ら は みな イカ サマ な 周 博 師 さ 
サイ コロ は 振ら れ だ た ぜ 命 ま る ご と 賭け ろ よ 
生き て いる 奴ら は みな イカ サマ な 賭博 師 さ 


太陽 の 瞳 


訪 o7gs gzd szc か Yu/zo Oz 


太陽 が 沈 も うと し て いる 夜 が 吟 り を あげ て 凌 れ て いる 
心 め 約 打 た れる よう な 傷み を 感じ て いる 

何 も 失 わ ね よう に と だ か ら こ ん な に 疲れ て いる 
僕 は た っ た 一 人 だ 僕 は 誰 も 知ら な い 

誰 も 知ら な い 僕 が いる 

こん な 仕事 は 早く 終わ ら せ て し まい た い 

まる で ば ぼ ( を 殺す だ た め に 働く よう だ 

それ で な けれ ば 自由 を 求め る 

龍 の 中 に 閉じ 込め られ て る 夢 も 現実 も 消 を えて し まえ ば いい 
僕 は た っ た 一 人 だ 見 知ら ぬ 人 々 が 

僕 の 知ら な い 僕 を 見 て る 


一 人 に な っ て 罪 を 消 を うと し て も 

自分 の 戒律 の 罪 は 消せ な い 

人 は 誰 も 罪人 だ か ら 覚え て きた も の に 捕まえ られ て いる 
一 人 に な り だ た く な い 争い 合い た く な い 
僕 は た っ た 一 人 だ 

僕 は 僕 と 戦う ん だ 

誰 も 知ら な い 僕 が いる 


Monday morning 
or gz の sc か Yoo Ozg 


Monday Morning 傷ん だ 心 、 窓 に 映る 一 人 ぼっ ちの 影 

ドア を 開け 踏み 出す 積木 の 様 な 街 の 中 Blue な 人 波 に 流 き れ て ゆく 時 
仕事 を 抱え て ジグ ソー パズル の ひと 駒の 様 に 並べ 替え られ る 

Rambling Tambling 孤独 な 瞳 の 奥 に 浮か ん で る 

Rambling Tambling この まま 俺 は 明日 を 夢見 る 


Jungle City 踏み 外し た な ら ポップコーン の 様 に は じ け て し まう 
砂漠 の 中 の エリ ー ト コー ス 騙さ きれ る よう に あて が われ る 

この まま 生き 延び る こと だ け の Happy Ending 

だ けど この 戦い は いつ まで も 追い か け て 来る 逃げ 場所 は な い 
Rambling Tambling 戦友 は 勝利 の 名 に 引き 裂 か れ 

Rambling Tambling 笑顔 だ け 歪 ん だ 今日 の 真実 


Rambling Tambling 孤独 な 瞳 の 奥 に 浮か ん で る 
Rambling Tambling この まま 俺 は 明日 を 夢見 る 


閣 の 穫 白 


ors gz の Msc の y 7gkgz 0zo/ 
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命 が 今 日 また ひと つ 街 に 礁 われ た 
憎しみ の 中 の 愛 に 育 く まれ な が ら 
目覚 め ある と や が て 人 は 大 人 と 呼ば れる 
徹 笑 み も 戸惑い も 意味 を 失 く し て ゆく 
心 の 中 の 言葉 な ど 光 き さえ 奪わ れる 

た だ 一 人 握り し め た 引き 金 を 引く 
明日 へ と 全て を 撃ち 抜く 

だ だ 一 人 答え を 撃ち 抜く 
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暖か な 温もり に 手 を 伸ばし て みて も 

誰 一 人 心 の 中 知る 者 な ど な い 

ご らん この 涙 が 滴る の を その 意味 と 訳 を 
人 が 一 人 で 生き られ ぬ た め の 悲 し みな の に 
疲れ の 中 弾丸 を こめ 引き が ね を 弾く 

誰 に 向け 今日 を 撃ち 抜く 

だ だ 一 人 答え ぇ を 撃ち 抜く 
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明日 へ と 全て を 撃ち 抜く 

だ た だ 一 人 答え ぇ を 撃ち 抜く 





Mama。 say good-bye 


厄 oz が gz の szc か Yooz Ozg 太 


夜明け まで あと すこ し 俺 は ハイ ウェ イ を 走る 
疲れ た 心 が 今 過ぎ 去る 時 を 抱え て る 
夜空 に 揺 ら め く 静か な 星 大 た も は 生き 急い で いる 
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〇 1988 by Grand Mother Music Vision Inc. 
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太陽 の 破片 


厄 み が 7 sc か 7 た 4 0z ん / 


昨 易 眠れ ず に 失望 と 戦っ た 
君 が 悲し く 見 える 街 が 悲し いか ら 
昨晩 一 晩 中 欲 記 と 戦っ た 
君 を 包む も の 全て が 僕 を 壊す か ら 


すり 変っ て ゆ 〈 現実 と の は ざま に 描い た 夢 が 
愛 を 傷つけ る 暮し は た だ 街 明り に 照ら され 
何 を 信じ る の どこ へ 向かう の 僕 の 手 も 握 ら ず に 
消 を る の は 何故 

誰 も 手 を る き し の べ ず 何 か に お び ぴ え る な ら 

自由 平和 そし て 愛 を 何で 示す の か 

だ か ら 一 金 中 絶望 と 戦っ た 

僕 は た だ 清らか な 愛 を 信じ て いる 
目 を つぶ っ て みる 涙 が ほら 渦 《 ま で の 間 に 
忘れ られ る さ 破れ た だ 約束 の 前 で 人 は いつ も 
偽り つづ ける だ けど 君 を も う 欲 望 の 果て に た だ 
奪わ れ た く は な い 

君 を 守り た い 悲し み こぼれ ぬ よ う 

あわ れ み が 今 希望 の 内 に 生ま れる よう 

も し 君 が 暗闇 に 光 を 求め る な ら 

ご らん 僕 を 太陽 の 破片 が 類 を つた うぅ 


昨 交 眠れ ず に 
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FIRE 


万 が 5 7 sc か Ye Oz 


思い 切り エン ジン 吹か し て 

いつ も の 夜 の 街 の 中 飛ば し 続け て 行く の き 

可愛 い 彼女 達 が 街灯 の 下 で た むろ し て 

俺 た も を 熱い 瞳 で 見 つめ ゆる の きる 

クラ ッシュ し ちまう まで 走り 続け て いよ う ゼ ぜ 今夜 は 

ビー ル に ウイ スキ ー バー ボン ウォ ッ カ を 

し こ た ま 買い 込ん で シー ト に 放り 込ん で 

俺 達 は この 街中 で 一 番 今夜 も 

ワイ ルド な や つら に な っ て や る の きる 

そし て ちょ っ と だ け クレ イジ ー に わずか な 夜 を すり 抜け て 行く の さ 


Woo 夜空 の 流星 より 早く 
Woo 減 び て 行き そう な 愛 が 
この 胸 に 熱く 燃え 出し そう な Fire 
体制 に 逆 い な が ら 振 りか ざす 俺 が 手 に 持っ て いる の は サー ベル 
有 有 え 震 えて いる 人 々 の 凍え た 体 を 包ん で あげ よう 優し く 
俺 は 星空 を 見 つめ な が ら 明日 の 正義 を 待っ て いる 


女 達 は 安らか な 障 に 映る 汚れ た も の を 打ち 砕く 
子供 圭 は 清らか な 愛 に 包ま れ 明日 を 夢見 る 
男 達 は 鎧 に 身 を か た め な が ら 次 に 訪れ る 平和 を 待っ て いる 


Woo 矛盾 する この 世界 で 
Woo 一 番 大 切な も の が ある 

この 燃え 尽き る こと の な い 愛 は Fire 
素直 な 気持 ち さえ も 語り 尽く せ ぬ この 世界 
何 が 人 の 心 を 支配 し て る の 
訳 も な い の に こぼれ 落ち る 涙 を 拭 お う 
抱き し め て お くれ 


お か し な 奴 だ と マト モ な 振り し た 奴ら に 
笑わ れ 続け て も いい の さ 
何 が この 世 で 一 番 大 切な の か を 
知っ て いる の は この 俺 の 方 だ ぜ 
だ っ て 自然 の 醸 さき を 知り な が ら 心 を こめ て 歌っ て 
Woo 悲し み に 溢 れる 世界 で 
Woo 孤独 に 打ち の め さ る れ て も 
熱い 気持 ち を 燃やし 続け よう ぜ Fire 


いる ん だ ぜ 


Driving All Night 


万 xs 7 Mesic か Ye Oz 


る さまよう よう に 家路 を た どり 冷た い 部 屋 に ころ が りこ むせ 
脱ぎ す て た コー ト を 押し の け ヒー ター に し が みつ いた 
この 部 屋 に いる こと すら 俺 を いら つか せ た だけ ど 
疲れ を まとい 床 に へ ば りつ き 眠っ た 

ちっ ぱ ぽ け な 日 々 が あり あま る 壁 か ら 逃 ん る よう に 

街 へ 飛び 出す と 冷え を きっ た 風 に と り 残 され も まっ た 
街角 の 白い 街 議 が と て も 優し か っ た 

敗 け な いで っ て ささ る やく 〈 あの 娘 の よう に 見 えた 

街 ま で の ハー フ ・ マ イル アク セル 踏み 込む 

スピ ー ド に 目 を や られ 退屈 が 見 を え を なくなる まで 

少し で らい の 時 を 無駄 に し て も いい きる 

色 補 せ た 日 常に つぶ や く 

俺 に と っ て 俺 だ けが すべ て と いう わけ じゃ な いけ ど 
今夜 俺 誰 の た め に 生き て る わけ じゃ な い だ ろ うぅ 

Wow wow 行く あて の な い Driving all night 

Wow wow 慰め の な い Driving all night 

見 あき た 街 を 通り ぬけ て 寂し い 川 の 上 を 走っ だ 

追い 抜い た トラ ッ ク の 向う に 開 に 埋もれ た 日 常 が 見 える 
あの 頃 わけ も な く 笑 えた 俺 の 友達 は 

みん な この 橋 を 死 物狂い で 走っ だ 


十 七 歳 の 地図 


訪 ozz が gd szc か Ye 人 oc zo// 


十 上 の し ゃ が れ た プル ー ス を 聞き な が ら 

夢見 が ちな 俺 は モネ ンチ な た め 息 を つい て いる 

だ た いし て いい 事 あ る わけ じゃ な い だ ろ う 

一 時 の 笑顔 を 疲れ も 知ら ず 探し 回 っ て いる 

バカ 騒ぎ し て る 街角 の 俺 達 の 

か た く な な 心 と 黒い 瞳 に は 寂し い 影 が 

喧嘩 に ナン パ 遇 痴 で も こ ぼ せ ば 家 同じ さき 

うず うず し た 気持 で 踊り 続け 汗 ま みれ に な れ 

くわ え 煙 草 の Seventeen's map 

街角 で は 少女 が 自分 を 売り な が ら 

あぶ く 銭 の た め に 何で も や っ て る けど 

夢 を 失い 愛 を も て 遊ぶ あの 子 忘れ ちまっ た 

心 を いつ で も 輝 か し て いな くち ゃ いけ な いっ て こと を 

少し ずつ 色んな 意味 が 解り か け て る けど 

決し て 授業 で 教わっ た な こと な ん か じゃ な い 

口うるさい 大 人 達 の ルー ズ な 生活 に 縛ら れ て も 

素敵 な 夢 を 忘れ や し な いよ 
人 波 の 中 を か きわ け 壁 づ た い に 歩け ば 
すみ か ら す み は い つく ば ぱり 強く 生き な きゃ 思う ん だ 
ちっ ぱ ぽ け な 俺 の 心 に 空 っ 風 か 肉 い て くる 
歩道 橋 の 上 振り 返り 焼け つく よう な 夕陽 が 
今 心 の 地図 の 上 で 起こ る 全て の 出来 事 を 照ら す よ 
Seventeen's map 


電車 の 中 押し あう 人 の 背 中 に いく つも の ドラ マ を 感じ て 
親 の 背中 に ひたむき さ を 感 じ て ご ろ ふ と 涙 こ ぼ し た 
半分 大 人 の Seventeen's map 
何 の な め に 生き て る の か 解ら な く な る よ 
手 を 差し の べ て お まえ を 求め な いき 
どん な 生き 方 に な る に し て も 
自分 を 捨て や し な いよ 

人 波 の 中 を か きわ け 壁 づ た い に 歩け ば 

し が ら み の この 街 だ か ら 強く 生き な きゃ 思う ん だ 

ちっ ぱ ぽ け な 俺 の 心 に 空 っ 風 ヵ 和 内 い て くる 

歩道 橋 の 上 振り 返り 焼け つ 〈 様 な 夕陽 が 

今 心 の 地図 の 上 で 起こ る 全て の 出来 事 を 照ら す よ 

Seventeen's map 


ー 
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の 街 


Honey 俺 は 何処 へ 走っ て 行く の か 

街 の ドラ ッ グ に いか れ て 俺 の 体 は が ぶくぶく 太り は じ め た だ 
それ で も まだ こん な と ころ に の き ば っ て いる の か 
あの 頃 み た い に 生き る 気力 も な くし て 

街 ま で の ハー フ ・ マ イル アク セル 踏み 込む 

スピ ー ド に 目 を や られ 退屈 が 見 え を なくなる まで 
少し で らい の 時 は 無駄 に し て も いい さ 

色 褐 せ た 日 常に つぶ や く 

俺 は まだ まだ だ め に な りゃ し な いさ 

今夜 修 誰 の た め に 生き て る わけ じゃ な い だ ろ 
Wow wow 行く あて の な い Driving all night 
Wow wow 慰め の な い Driving all night 
俺 に と っ て 俺 だ けが すべ て と いう わけ じゃ な いけ ど 
今夜 俺 誰 の た め に 生き て る わけ じゃ な い だ ろ 
Wow wow 行く あて の な い Driving all night 

Wow wow 慰め の な い Driving all night 

Wow wow 行く あて の な い Driving all night 

Wow wow 慰め の な い Driving all night 


Scrambhng RockEn'′ Rall 


or が gz szc の y Ye zo 


俺 達 何 か を 求め て は わ め く うる さる い Rockn' Roll Band 
誰 も 見 名 も し な い Scramble 交差 点 で 歌っ て いる 

ご らん よ 寂し い 心 を 閉ざし て 歩く よ Hard Worker 
自分 の くら し が 一 番 自 分 を 傷つけ る と 泣い て る 

俺 達 遠く の 街 か ら 少し の 金 に げ り や っ て きた 

思う 存 分 ち は し ゃ ぎ ま わ れず 

Jungle Land に 迷い こむ 

Scramblin' Rockn' Rol 


通り すがり の 着飾っ た あの 娘 は クー ル に 夜 を 歩く 
悲し ませ る も の すがり つけ る も の 胸 に いく つか か か え 
俺 填 そ ん な 見 知ら ぬ 彼 女 を 夢中 に くど いて いる 
彼女 の 胸 の 上 優し い 光 と も し て 眠り た だい 

上 選 不足 の Sleepy Boy 

痢 に は 孤独 と 夢 を 織り まぜ 

お び え ぇ た 心 の アク モル ふか し て も 

街 か ら は 人 逃げ られ や し ね えよ 


Scramblin' Rockn' Roll 


自由 に な り た く な いか い 
熱く な り た く は な いか い 
自由 に な り た く な いか い 

思う 様 に 生き た く は な いか い 

自由 っ て いっ た いな ん だ い 

どう すり ゃ 自由 に な る か い 

自由 っ て いっ だ いな ん だ い 

呑 は 思う 様 に 生き て いる か い 

る か り の つい た 獣 の 様 に 街 は ほし て も Dangerous 
入口 は あっ て も 出口 は な い の さ る 

奪い あっ て は さま よう 街角 
自由 に な り た く な いか い 
熱く な が り た く は な いか い 
自由 に な り だ た く な いか い 

思う 様 に 生き た く は な いか い 

自由 っ て いっ た いな ん だ い 

どう すり ゃ 自由 に な る か い 

自由 っ て いっ だ いな ん だ い 

君 は 思う 様 に 生き て いる か い 

寂し が りや の 君 の 名 前 すら 誰 も 知り は し な い 
Scramble 交 差 点 で は 心 を 閉ざし 解り あう こと が な い 
どん な ふう に 生き て ゆく べき か わか っ て な いね Baby 
君 の 恐 が っ て る ぎり ぎり の 暮し な ら 

な ん と か 見 つか る は ず さ 

奪い あい の 街角 で 夢 を 消し も ちゃ いけ な いよ 
見 栄 と 偏見 の ふき だ まり 

気 を つけ て まっ す で ぐ 歩 いて ほし いよ 


Scramblin' Rockn' Rol 


Scramblin' Rockn' Roll 
奪 いあ い の Rockn' Roll 


僕 が 僕 で ある だ た め に 


友 or な (px7 Meszc の Ye Oz ん 7 


心 す れ ち が う 悲 し い 生 き 様 に 
た め 息 も らし て いた 
だ けど この 目 に 映る この 街 で 僕 は ずっ と 
生き て ゆか な けれ ば 
人 を 傷つけ る 事 に 目 を 伏せ る けど 
優し き を 口 に すれ ば 人 は 皆 傷 つい て ゆく 
僕 が 僕 で ある た め に 勝ち 続け な きゃ な ら な い 
正しい も の は 何 な の か それ が この 胸 に 解る まで 
僕 は 街 に の まれ て 少し 心 許 し な が ら 
この 冷た い 街 の 風 に 歌い 続け て る 
別れ 際 に も う 一 度 君 に 確か め て お きだ た いよ 
こん な に 愛し て いた 
誰が いけ な いと ゆう 訳 で も な いけ ど 
人 は 皆 わ が まま だ 
慣れ あい の 様 に 暮し て も 君 を 傷つけ て ば か りさ 
こん な に 告 を 好き だ けど 明日 さえ え 教 ん て や れ な いか ら 
君 が 君 で ある た め に 勝ち 続け な きゃ ならない 
正しい も の は 何 な の か それ が この 胸 に 解る まで 
君 は 街 に の まれ て 少し 心 許 し な が ら 
この 冷た い 街 の 風 に 歌い 続け て る 


僕 が 僕 で ある た め に 勝ち 続け な きゃ ならない 
正しい も の は 何 な の か それ が この 胸 に 解る まで 
僕 は 街 に の まれ て 少し 心 許 し な が ら 

この 冷た い 街 の 風 に 歌い 続け て る 





COOKIE 


厄 の な 7 sc が Y/7cd な 6 の z7 が 7 


Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の だ め に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の だ め に クッ キー を 焼い て くれ 
溶 れ か える 人 混み の 気 忙し さき に も まれ な が ら 
と り と めも な い ほ ど に 陣 狐 を 感じ て 歩く 
駅 の ホー ム に 立ち 尽く し て いる と 

目 遇 し きれ だ まま 仕事 抱え て る よう だ 
目頭 ほ と が ら せ て 競い 合っ て いる だ け で 
気取っ て 見 せる 程 幸 せ で も な い だ ろ 
言い 訳 な ん か は まだ し た く は な いけ ど 
生き て ゆく だめ の 愛し 方 きえ 誰 も 知ら な い 
Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の だ た め に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の だ た め に クッ キー を 焼い て くれ 
新開 に 書か れ た 人 凛 か す ニ ュー ス 
美味 し い 食事 に きえ ぼく ら は あり つけ な い 
空 か ら 降 る 雨 は も う 綺 麗 じ ゃ な いし 
晴れ た 空 の 向こう は 季節 を 狂わ せ て いる 
正義 や 真実 は 偽 ら れ 語 られ る 

人 の 命 が た や すく 〈 も て 遊ば れ て いる 
未来 を 信じ て 育て られ て 来 た の に 

早く 僕たち を 幸せ に し て ほし いよ 


Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の だ た め に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の だ た め に クッ キー を 焼い て くれ 

好き 嫌い な 〈 食 べろ と 言わ れ 育 っ た 
大 人 の 言う こと を 信じ ろ と 言わ れ 育っ た 
答え が ある な ら ば 出 き な けれ ば な ら な か っ た し 
嘘 を つく な と 言わ れ て 育て られ た 


僕たち も の 親 ヵ 放っ た 経済 大 国 

だ けど 廊 明 は どこ か で 一 人 歩き し て いる 
法律 の 名 の も と に 作り 上 げた 平和 

だ けど 首 を ひね っ て 悩ん で いる の は 何故 


Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の た だ ため に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の だ め に クッ キー を 焼い て くれ 
今日 が 終わ っ て 迎え る 明日 の た め の 
答え は まだ 何 も 出 され て は いな い 
ああ 僕 は 明日 を 信じ て 生き て ゆこ うぅ 
急ぎ 過ぎ た 世界 の 過ち を 取り 戻 そ う 
Hey お いら の 愛し い 人 よ 

お いら の た だ ため に クッ キー を 焼い て くれ 
温か い ミ ルク も いれ て くれ 

お いら の た め に クッ キー を 焼い て くれ 


信 業 
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校舎 の 影 芝生 の 上 すい こま れる 空 
幻 と リア ル な 気持 感じ て いた 

チャ イム が 鳴り 教室 の いつ も の 席 に 座り 
何 に 従い 従う べき か 考え て いた 

ざわ めく 心 、 今 俺 に ある も の は 
意味 な て 思 えて と まどっ て いた 


放課後 街 ふ ら つ き 俺 填 は 風 の 中 
孤独 瞳 に うか べ 寂し 〈 く 歩い た 

笑い 声 と た め 息 の 飽和 し た 店 で 

ピン ボー ル の ハイ スコ アー 競い あっ た 
退屈 な 心 、 刺激 さえ あれ ば 

何で も 大 げき る に し ゃ べり 続け た 

行 職 よ くま じ め に な ん て 出来 や し な か っ た 
夜 の 校舎 窓 が ラス 壊し て まわ っ た 
逆らい 続け あがき 続け た 早く 自由 に な り た か っ た 
信じ られ ぬ 大 人 と の 争い の 中 で 

許し あい いっ た い 何 解り あえ た だ ろう 
うん ざり し な が ら それ で も 過 し た 
ひと つ だ け 解っ て た こと 

この 支配 か ら の 卒業 
誰か の 喧嘩 の 話 に みん な 熱く な り 
自分 が どれ だ け 強 いか 知り た か っ た 
力 だ けが 必要 だ と 頑 な に 信じ て 

従う と は 負け る こと と 言い きか し た 
友達 に ふえ 強がっ て 見 せ た 

時 に は 誰か を 傷つけ て も 

や が て 誰 も 恋 に 落ち て 愛 の 言葉 と 
理想 の 愛 それ だ け に 心 奪わ れ た 

生き る 為 に 計算 高く な れ と 言う が 

人 を 愛す まっ すぐ さき を 強く 信じ た 

大 切な の は 何 愛す る こと と 

生き る 為 に する こと の 区 別 迷 っ た 


行 儀 よく まじ め な ん て クソ くら えと 思っ た 
夜 の 校舎 窓 ア ラス 壊し て まわ っ た 

逆らい 続け あがき 続け た 早く 自由 に な り た か っ た 
信じ られ ぬ 大 人 と の 争い の 中 で 

許し あい いっ た い 何 解り あえ た だ ろう 

うん ざり し な が ら それ で も 過 し た 

ひと つ だ け 解っ て た こと 

この 支配 か ら の 卒業 


卒業 し て いっ た い 何 解る と 言う の か 
想い 出 の ほか に 何 が 残る と いう の か 
人 は 誰 も 縛ら れ た か よわ き 小 羊 な ら ば 
先生 あな た は か よわ き 大 人 の 代弁 者 な の か 
俺 達 の 怒り どこ へ 向う べき な の か 
これ か ら は 何 が 俺 を 縛り つけ る だ ろう 
あと 何 度 自分 自身 卒業 すれ ば 

本 当 の 自分 に た どり つけ る だ ろう ぅ 
仕組 まれ た 自由 に 誰 も 気づか ず に 
あがい た 日 々 も 終る 

この 支配 か 6 の 卒業 

闘い か ら の 卒業 


永遠 の 胸 

旋 or が oxd szc か Ye7gg zo 

一 人 き り の 寂し さ の 意味 を 抱き し め て 暮らし 続け る 日 々 よ 
見 つか る だ ろう か 孤独 を 背負 いな が ら 生 き て いく 

心 汚れ な き 証 示す 道しるべ が 

色々 な 人 と の 出会い が あり 心 か よ わせ て 戸惑い な が ら 

本 当 の 自分 の 次 を 失い そう な 時 君 の 中 の 僕 だ けが ぼや け て 見 える 
あり の まま の 義 は と た て も ちっ ぽ け すぎ て 

心 が 東 り 付く 時 君 を また 見 失っ て し まう か ら 


人 は た だ 悲し み の 意味 を 探し 出す た め に 生ま れ て きた と いう の か 


確か め た い 偽り と 真実 を 裁く も の が ある な ら 僕 は 

君 の 面影 を 強く 抱え て 何時 し か 辿り 着く その 答え を 

心 安らか に 探し 続け て いて も いい いつ まで も 

受け 止め る 術 の な い 愛 が ある 消し 去る こと 出来 ぬ 傷 も ある 
忘れ な いよ うに 全て の 思い 出 が 与え て くれ た 

心 の 糧 を 頼り に 生き る こと を 

そこ に は 様々 な 正義 が あり 幸せ 求め て 歩き 続け て いる 
欲望 が 心 を も ろく 崩し て ゆき そう だ 

人 の 心 の 愛 を 信じ て いだい けど 

人 の 暮らし の 幸せ は と て も 小さ すぎ て 

誰 一 人 心 の 搾 を 破る こと な ど 出 来 な いか ら 

今 は た だ 幸せ の 意味 を 守り 続け る よう に 君 を 抱き し め て いた い 
信じ た い 偽り な き 愛 を 与え て て れる も の が ある な ら 
この 身 も 心 も 捧 げ よ う それ が 愛 そ れ ヵ 弥 望 

それ が 全て を 司る も の の 真実 な の だ か ら 

断 岩 の 絶壁 に 立つ 様 に 夜空 を 見 上 げ る 

今にも 吸い 込ま れ て ゆき そう な 空 に 叫ん で みる ん だ 
何処 へ 行く の か 大 地 に 立ち 尽く す 僕 は 
何故 生ま れ て きた の 

生ま れ だ こと に 意味 が あり 僕 を 求め ある も る の が ある な ら 


伝え た い 僕 が 覚え た 全て を 限り 無く 幸せ を 求め て 来 た 全て を 
分 け 合 いた い 生き て ゆく 〈 その 全て を 

心 に 宿る も の の その 姿 を あり の まま の 僕 の 姿 を 
信じ て ほし い 受け 止め て ほし い 

それ が 生き て ゆく だめ の 愛 な ら 今 心 こ め て 

僕 は いつ で も ここ に いる か ら 涙 傘 れ て 何 も 見 えな く て も 
僕 は いつ で も ここ に いる か ら 


太陽 の 破片 


Pors zz szc か Yoo Ozg 太 


昨 逝 眠れ ず に 失望 と 戦っ た 
君 が 悲し く 見 える 街 が 悲し いか ら 
昨 喚 一 晩 中 欲望 と 戦っ た 
君 を 包む も の 全て が 僕 を 壊す か ら 


すり 変っ て ゆ 〈 現実 と の は ざま に 描い た 夢 が 
愛 を 傷つけ る 暮し は た だ 街 明り に 照ら きれ 
何 を 信じ る の どこ へ 向かう の 僕 の 手 も 握ら ず に 
消 を る の は 何故 

誰 も 手 を る き し の べ ず 何 か に お び え る な ら 

自由 平和 そし て 愛 を 何で 示す の か 

だ か ら 一 胸中 絶望 と 戦っ た 

僕 は た だ 清らか な 愛 を 信じ て いる 

目 を つぶ っ て みる 涙 が ほら 渦 く まで の 間 に 
忘れ られ る さき 破れ だ 約束 の 前 で 人 は いつ も 
偽り つづ ける だ けど 君 を も う 欲望 の 果て に た だ 
奪わ れ だ た く は な い 


君 を 守り た い 悲し み こぼれ ぬ よ う 
あわ れ み が 今 希望 の 内 に 生ま れる よう 
も し 君 が 吐 間 に 光 を 求め る な ら 

ご らん 僕 を 太陽 の 破片 が 類 を つた う 


昨 交 眠れ ず に 
昨 交 眠れ ず に 


Freeze Moon 
oz 7 sic か YZzkz Oz 


キャ デラ ッ ク ・ メ イン ・ ア ベニ ュー で は 今 ウ プ な あの 娘 の 

hip bang で 俺 達 は メロ メロ に な る 

そし て 腹 ペ っ コ を か か えた 俺 達 は バー ガー・ シ ョ ッ プ に 駆け こん で 
ポテ ト を コー ラ で 流し こむ 

みん な いい 気持 ち に な り た く て 何 度 も 息 を 止め て みる けど 
その た び 金網 に へ ば りつ いて は 転げ 落ち 

いつ で も る さみしい 思 い を し て いる 


俺 は 風 を 感じ る 

風 を 求め て wowoh 

風 が どこ へ 行こ うと し て る か 俺 は 知り た い 
胸 を は る ん だ 

今夜 は 朝 が 来る まで 走り 続け て いる か ら 

君 は エン ジン の 音 の 中 で 眠れ ば いい 

oh oh…… 翼 を ひろ げ 

oh oh…… 風 を 求め て 

俺 填 の 真夜 中 の 己 は ボロ ボロ に な っ ちまう 
どう し よう も な 〈 また 街 に 戯 る 

俺 達 の 終り な き dance 

フェ ンス に 腰かけ ビク ビク し て いた 

あの 頃 と 似 た よう な 顔つき で みん な だ まり こく っ ちまう 
彼女 は 今夜 も ドラ ッ グ に いか れ て 

昔 み た いな ドラ ッ グ ・ ク イー ン に な ろう と し て いる 
も う ガ ラス を ひっ か く 音 は 聞こ えな いけ ど 
今 で も スト リー ト に は ガラ ス の 破片 が 星 の よ うに ちら ば っ て いる 
それ は まる で まる で あの 頃 の 俺 達 の 夢み た い に 
みん な 風 を 感じ る 

風 を 求め て wowoh 

風 が どこ へ 行こ うと し て る か みん な 知り た く な いか い 
胸 を は る ん だ 

まだ まだ 何 か 足 りな いな ら 

通り に 出 て 夜 を 買え ば いい 

誰 6 も “どう し て ? "な ん て 聞か な いか ら 

oh oh…… 翼 を ひろ げ 

oh oh…… 風 を 求め て 

俺 着 の 真夜 中 の 選 は ボロ ボロ に な っ ちまう 
どう し よう も な く 〈 また 街 に 戯れ る 

俺 達 の 終り な き dance 

夜 は いつ で も 凍り つい て いて 

置き っ ぱな し の バイ ク に また が る と 

昔 み た いな 気持 に な っ ちまう 

ボン ネッ ト に 寝転ん だ や つら 6 は 

この 街 で 一 番 る さみし い 星 を みつ け 

誰 に も わか ら な いよ うな 一 人 言 を つぶ や いて いる 
いっ だ いな ん だ っ た ん だ こん な 暮し 
こん な リズ ム いっ だ いな ん だ っ だ ん だ 

きっ と 何もかも ちがう 

何もかも が ちがう 

何もかも が ちがう 


oh oh…… 翼 を ひろ げ 
oh oh…… 風 を 求め て 





読 生 


or が zz szc か Yoo 0zoz 


俺 の 時 計 の 針 が ちょ う と 午前 堆 時 を 指し た 
過ぎ 去る 時 は 新しい 日 の 中 に 消え 去っ て ゆく 
訳 も な い 涙 が 浴 れ そっ と こぼれ 落ち る 
分 か ら な いも の が 俺 の 全て を 狂わ せ て し まっ た 
愛 を 失い 仕事 すら な くし 俺 は 街 を 出 た 

そし て 今 俺 は 一 体 何 を 待ち 続け て いる の か 


ボケ ッ ト に は 別れ た 家族 の 写真 が ある 

皆 で 笑い 俺 は 兄貴 に 肩 を 抱か れ て る 

その 写真 を な が め る 度 分 け あ っ た 訳 の 中 に 
それ ぞ れ が 選ん だ 生き 方 を 思い 浮か べ て みる 
人 生 は いつ も 誰 に も 冷た いも の だ か ら 
捨て て し まう こと の 方 が きっ と 多い も の だ か ら 


街 の 風 は 凍 つ いた まま 吹き つけ 心 賜 る な けれ ば 
大 切な も の 何 ひ と つ 守 りき れ や し な いか ら 
そっ と 目 を 閉じ て ふっ と 心 を 閉ざし 暮らし て いる けど 


Hey baby 俺 は クー ル に この 街 で 生き て みせ る 
Hey baby 俺 は 祈り の 言葉 な ん か 忘れ も まっ た 
俺 は きっ と まだ マト モ に や れる は ず さ 
街中 の 負え た 叫び 声 に 立ち 向かい な が ら 

俺 は 走り 続け る 叫び 続け る 

求め 続け る る 俺 の 生き る 意味 を 


一 人 で 生き る 寂し る に 疲れ や が て 恋 に 落ち た 
彼女 と 二 人 暮 らし 始め て 半年 が 経っ た 

マト そ な 仕 事 が 見 つか ら ず に 荒れ 果て た 暮らし 
投げ 出し た く な る そん な 暮らし が 続く 日 毎 に 俺 は 
愛 の 温もり も 忘れ て 心 は する ん で ゆき 

自分 自身 か ら 6 逃げ 出 そ う と 脅え て 暮らし た 


心 の 弱 $ の 逃げ 道 に 罪 を 犯し た 俺 は 
捕え ぇ られ 生 獄 の 重い 扉 の 奥 で 息 を ひそ め た 
そし て 裁判 の 後 俺 は 手首 ナオ イフ で 切り 付け 
気がつけ ば 病院 の ベッ ド の 上 薬 漬 に され た 
あぁ 教え て くれ 俺 の どこ に 間違い が ある の か 
街 の 冷た い 風 か ら 逃 れ て 生き て きた だ け な の に 
や が て 俺 も マト モ な 生活 を 見 つ ゅ 彼女 と 暮し た 
ある 日 彼女 は 涙ぐむ 笑顔 の 中 で つぶ や いた 
二 人 の 新しい 命 が 宿り 生ま れ て くる こと を 
Hey Baby 俺 は クー ル に この 街 に 生ま れ だ た 
Hey Baby そし て 何もかも 捨て ちまっ て 生き て きた ん だ 
生き る 早 き に 追い た て られ 愛 求 め 裏切ら れ 孤独 を 知り 
振り 返る こと も 出来 ず 震え 暮らし た 
そし て 走り 続け た 叫び 続け た 
求め 続け て いた 生き る 意味 も 分 か ら ぬ まま 
産声 を 上 げ そし て 立ち 上 が り 
や が て 歩き 始め 一 人 きり に な る 
心 が 砺 し み に 溢れ か き 乱 きれ て も 
誕 え る こと は な い それ が 生き る 意味 な の さ 
Hey Baby 忘れ な いで 強く 生き る こと の 意味 を 
Hey Baby 探し て いる 答え な ん か な いか も し れ な い 
何 ひと つ 確 か な も の な ど 見 つか ら な く て も 
心 の 弱き に 負け な いよ うに 立ち 向かう ん だ 
き ぁ 走り 続け よう 叫び 続け よう 
求め 続け よう この 果て し な い 生き る 輝き を 
新しく 生ま れ て くる も の よ お まえ は 間違っ て は いな い 
誰 も 一 人 に は な り た く な いん だ それ が 人 生 だ 分 か る か 





15 の 夜 


万 or が gz Mszc の Yudo た og zo 


落書 き の 教科 書 と 外 ざ か り 見 て る 俺 
超 高 層 ど ビル の 上 の 空 届か な い 夢 を 見 て る 
や り ば の な い 気 持 の 扉 破 り た い 
校舎 の 裏 煙草 を ふか し て 見 つか れ ば 逃げ 場 も な い 
し ゃ が ん で か だ まり 背 を 向け な が ら 
心 の ひと つも 解り あえ な い 大 人 達 を に らむ 
そし て 仲間 達 は 今夜 家出 の 計画 を た て る 
と に か くも う 学校 や 家 に は 帰り た く な い 
自分 の 存在 が 何 な の か さえ 解ら ず 岩 えて いる 
15 の 夜 一 一 
盗ん だ バイ ク で 走り 出す 行き 先 も 解ら ね ま ま 
暗い 夜 の 帳 り の 中 へ 
誰 に も 縛ら れ た く な いと 逃げ 込ん だ この 夜 に 
自由 に な れ た 気 が し た 15 の 夜 
浴 た い 風 浴 え た 術 人 恋し く て 
夢見 て る あの 娘 の 家 の 横 を サヨ ナラ つぶ や き 走 り 抜け る 
開 の 中 ぽつんと 光る 自動 販売 機 
100 円 玉 で 買え る ぬく も り 熱い 缶 コ ー ヒ ー 揚 り し め 
恋 の 結末 も 解ら な いけ ど 
あの 娘 と 條 は 将来 きえ ずっ と 夢 に 見 て る 
大 人 達 は 心 を 捨て ろ 捨 て ろ と 言う が 俺 は いや な の さ 
退屈 な 授業 が 俺 達 の 全て だ と いう な ら 6 ば 
な ん て ちっ ぱ ぽ け で な ん て 意味 の な い な ん て 無力 な 
15 の 夜 一 
盗ん だ バイ ク で 走り 出す 行き 先 も 解ら ね まま 
暗い 夜 の 帳 り の 中 へ 
覚え た て の 煙草 を ふか し 星空 を 見 つめ ゆめ ながら 
自由 を 求め 続け た 15 の 夜 
盗ん だ バイ ク で 走り 出す 行き 先 も 解ら ね まま 
暗い 夜 の 帳 り の 中 へ 
誰 に も 縛ら れ だ く な いと 逃げ 込ん どこ の 夜 に 
自由 に な れ た 気 が し た 15 の 夜 


ILOVE YOU 


or oz szc の Yoz 0zo 太 


Ilove you 今 だ け は 悲し い 歌 聞 きた く な いよ 
Ilove you 逃れ 逃れ 辿り 着い た この 部 屋 
何もかも 許さ れ た 恋 じ や な いか ら 
二 人 は まる で 捨て 猫 み た い 
この 部 屋 は 落葉 に 埋もれ た 空き 箱 み た い 
だ か ら お まえ は 小 猫 の 様 な 泣き 声 で 
きしむ ベッ ド の 上 で 優し さき を 持ち より 
きつ く 鬼 抱き し め あ えば 
それ か ら ま た 二 人 は 目 を 閉じ る よ 
悲し い 歌 に 愛 が し ら け て し まわ め 様 に 


Ilove you 若 す ぎる 二 人 の 愛 に は 触れ られ ぬ 秘 密 が ある 
Ilove you 今 の 暮し の 中 で は 周り 着け な い 
ひと つ に 重なり 生き て ゆく 恋 を 
夢見 て 傷つく だ け の 二 人 だ よ 
何 度 も 愛し て る っ て 聞く お まえ は 
この 愛 な し で は 生き て る え ゆ け な い と 

きしむ ベッ ド の 上 で 優しき を 持ち より 

きつ く 打 抱き し め あ えば 

それ か ら ま た 二 人 は 目 を 閉じ る よ 

悲し い 歌 に 愛 が し ら け て し まわ め 様 に 
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も うお まえ し か 見 えな い 


作 矢 作曲 : 尾崎 豊 


@ Y. Ozaki 


Original Key :C 


(Dm) 


(Cmaij7) 


(Dm) 


8 
に 1 
〇 
: 
回 





し の 一 か ね と 一 


た 


選 
Q 
E 
の 〇 
較 
こ 
四 


い 


ゆめ こい な ん て と 一 わ ー ら 
ここ ろ を 


け な 





(Dm7) 


(Em7) 


(Cmaj7) 


け せ 一 や 
な に 一 も 


い 


」 
% 
S 
6 尋 
し - 要 つ 
の 
ぃ 
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(Cmaj7) 


ば か だ よー 
ば か だ よー 


(BImaj7) 








(BImaj7) 


(Cmaj7) 


(G) 


(Dm7) 





G) (Am) (Dm7) 


( 


(Em7) 


公 
ぃ 


か げ ば か り を 一 


あい の 


ろ の 一 こと ば さえ も 一 


ーー 





1 
トコ 
ン 


(Dm7) 
し ん じ て 一 


(G) (Dm7(onA))(G(onB)) 
Dm7(onA) 





(Cmaj7) 


(Dm7) 


(Cmaj7) 


し た け 一 れ ど 一 
Cmaj7 


まわ りみ ち 


まわ りみ ち 


| | 
| 
| 
I 
| 
| 
! 
邊 
| 
| 
! 
| 
| 
l 
51 
上 
| 
| 
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(Dm7) 


(Cmaj7) 


(Dm7) 





(Dm7) 


(Em7) 





(Cmaj7) 


(G7) 


(Dm7) 


可 
= 
ヘコ 
の 
マ 

ご 
ら 
FN 

E 
ロ 
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(G7) (Cmai7) (Am) (A7) 








Dm Cmaj7 G C 


Am 
妖 舞 封 舞 惑 結 


Dm7 


Em7 Bbmaj7 Dm7(onA) 、G(onB) G7 


幅 大 詩 計 蘭 短 懲 提 
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Street Blues 


@ Y. Ozaki 


作詩 作曲 : 尾崎 豊 


ュ 
1 


(Mute) こ ~ー"ーーーーーーーーーー ニ ーー ニーーーーーーーー ニ ーー ニニ ーーー 


(Cmaj7) 


サイ ルイ 


っ I@ he Q 
さわ ちこ が 





Original Key :D 





(D) 


(G) 


(D) 


(G) 


| 
に ) 
お 
っ 
に ) 


居 に CU に で 一 
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つつ WO 
Ne で 
で で る 旭 
Q 電 の 刀 
下 の 
S で 
X 8 


信 
や 














4.3. 


(Gmaij7) 


(Fm) 


ドリ 
レ 
に 
に) 
の 
レ 
っ 


ウ 


1 セコ J 


E 
9 








(Gmaj7) 


(Dmaj7) 





ュ 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
! 
1 
! 
日 
! 
『 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
! 
1 
! 
日 
1 
1 
1 
1! 
1 
1 
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ぬ ブ ー ル ー ス 


い 


(Dmaj7) 


) 


G 
(Dmaj7) 


( 


LU 
1 
1 
1 
人 Q 
1 
' 
1 
| 
I 
| 
W 





(Dmaj7) 
(E!maj7) 





(Em7) 
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| 還 "人 ST : JE 、Yiil 
に ーー に ーー 


ェ ーーー 
ーー ニー ュー ーー ーー < = > 2 


ーー 
コ ュ ーー ニニ ニーーー 
= 


ーー ニー ニー デー ニテ メータ 


sp っ 





(A) 


(89 


(D) 


(A) 


(D) 





(c709)) 


(Dsus4)(D) 











(E!maj7) 


(Em7) 








(Em7) 


(Dmaj7) 














D) (Dsus4) (D) (D) (Dsus4) (D) 



















E7(9) F7(9) F87(9) F79) | F87(9) G7(9) A!7(9) G7(9) 


CC ・ 
の 8 


Dmaj7 Cmaj7 G D Em7 EbPmaj7 Dmaj7 
括 舞 筐 人 介 朋 朗 肌 
X XX 

789 678 567 

F#m Gmaj7 Bb A D7 ⑲ C7 ⑨ Dsus4 

O X」 し 3 
洋 馬 殿 衣 本 恒 貢 菩 
567 456 
Db7 0⑲⑨ Eb7 (⑨ E7 9⑨ F7 ⑨) F キ 7 (9⑨) G7 ⑨ Ab7⑲) 


馬 醒 難 呈 難 衣 議 


し 3 し 3 し 3 
789 8 910 9 1011 1011 12 
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秋風 


作 詩 作曲 : 尾崎 豊 


@ Y. Ozaki 


Original Key : Ay 


Capo 1 Play :G 


ー 


ま 一 ちな み 
さき お くれ た し ろ い 一 は な 


る そ ぞ ん な ーー ひ 


いろ あせ て ゆく 
て り つけ 


い を 一 


| 
如 
や 
栓 層 
ゼ せ セレ 
0 
モ 
46 
1 


あき の よわ いひ か り | 
す て ち まっ 


に 


すぎ た な つの お も い 一 で が 
た か く な る ぞ そら の いろ 
ちい さ ー な ー し あ わ ー せ を 








(Fm6(onD)) 


F 


(Fm) 


(E!7) 


。(B!m7) 


Em6(onC#9 


Em7(onD) 
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(Cm) 


(E!7) 






































(A9 (E7) 


(D!m) 


(BIm7) 
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ら さ 


い 一 


な い お 一 











(A9 





(BIm7) (E7) 


(E7) 








。 (BIm7) 


柚 


) 


9 


( 


国 


8 
O 
Cm 


Bm7 (③) 


Emmaj7(onEP) Em7(onD) Em6(onC#) Bm 


※ 
し 3 


Am7 


O 
O 
@⑧ 


中 


O 
に ) 


層 


G(onF\) 


信 括 民 手 壮 輸 


345 


426 


どれ 


ヽ 


酔 


作 誠 プ 作曲 : 尾崎 豊 


@ Y. Ozaki 








Original Key : DP 
Tuning : Half Down 


いい つく 
きわ ら 


み えがお で 
な 


テッ プ ふ 
な で ば じゃ 一 
己 号 _- 多 偽 


ちどり | あし の ス 
オレ | の も つ 
ぼろ | きれ まとう 


た ち 
さ 


で 
3 
3 
N9 


き や し な い 
い の か た り ば 


プラ ッ ト ホ ー ム に 一 あつ ま 
し あわ せ も どど 


の 
な 
う の プラ ッ ト ホ ー ム は 一 じん せ 


う 
ナ 


























に ふか れれ ば 一 
ほし に み ら れ た ら 一 


し | か ぜ ( 


し 
まだ | お れ を ば か に する 一 


すこ 
すこ 


み し さ が 
さみし さ が 
じ ぶ ぷ ぶーん が 


さ 


み し ら ぬ 一 
いつ も の 一 
し ら ふ の 一 


に くず れる 一 
せ や ー し ない 一 
ー い の 一 まい に ち 一 


ー ゆ か ( 








つい て な い 
な いて や る 


わら う が いい 


え で つぶ や く 一 
ふり だ し さ 一 
お まえ っ て や つ は 一 


また 


「 ば か や ろう 」 な ん て 一 
いき が っ て みて な が され て 一 
だ ね ー 一 


よわ いや つ 
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お いら は よい どれ 一 
お いら は よい どれ 一 
お いら は よい どれ 一 


ーー 人 ーー 
ヒト ーー 人 を セコ ーーー を ーーー を ーー トー 大] 
! 可 一 一 一 Fi Pipe mm 


ね むり に つく まで は こう し て いて も いい だ ろう 
お いら の じん せい か い むだ づか い の あ ぶ く ぜ に さ 一 








あさ が くる すてき な ゆめ を みさ せ て ね めざめ れ 
いき て る 一 か い そん な も の あり ゃ し な い よ めざめ れ 





ラッ シュ アワ ーー の な か 


あたり まえ ー に お れ が い 


テー アー レーブ ナブ ュ ェ ーー ルーク 
ーー トン ーーーー プ アー アー ンー ンー ンー ンー ンーーー チ ン 
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っ 





(A7) 
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(D) 
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Em 
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る @ 
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@ 
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# 


詳 三 較 


F 
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バカ げ て て 


ヾ 


弱く て ノ 


@ Y. Ozaki 


Original Key : B 
Tuning : Half Down 





(Cmaj7) 


(G7) 


(Edim) 
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(Ge(onB) ) 


ェ ー3-ー ーー タ ーー 8ー 


(Cadd9) 


まい ます 
に > まで まく 
を て 0 い 
WI 

旭 

りお せ G 
ぐ や ロリ 
GS 1 
つっ し 





(pm7(-5)) 


(Dm7) 一 3 ニー リー ター」 


(A7) 


(A7sus4) 
Fー3ーー 


(eme(onB り ) 
ーー コー ターー 





さ 
か 


る 
う 


て み 
ち ま 


わす れ 


ん な も ん か 
A7sus4 


Gm6(onB り 




















(G7) 











(Cmaj7) 


ェ ー タ ーー 「ー す ター コニーー ョ ーー 
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(G7) 





(Edim) 











(Cmaj7) 








(Cmaij7) へ 


(G7) 


(G) 


(Edim) 
| 
きす 








D\dim 


し 1 


Dm7 
條 当 


9 


Cmaj7 


明 弁 己 夫 


1011 12 


EPdim 


Ebdim 
789 


XX 


EPdim 
G 
此 計 


XX 


G6(onB) 
O 
8 


革 


G7 


主 寺 府 暫 


Oo 
O 
(O) 


Am7 
O 
O 
@ 


EZ 
8 
o 
O 


Bm7 (③⑮) 


Gm6(onBP) A7sus4 


Oo 
8 


X 
※ 


Edim 


も 3 
し 3 


A7 
Oo 
O 
@ 


馬 


Oo 
O 
@ 


も うお まえ し か 見 えな い 


万 o7s gz szc の Yo を og 0zo 
語り 草 夏 の 夢 恋 な ん て と 笑い と ば し て みて も 


お まえ の 次 や きつ いた まま 消せ や し な いで つよ が っ て る お いら 


ば か だ よ サヨ ナラ も うま くい え ず 
ば か だ よ 恋 の 中 落ち た まま で 


そう さき 愛 の 影 ば か り を つか も うと し て 心 の カギ を な くし ちまっ た ん だ 


だ けど 信じ て お くれ よ baby baby 
まわ りみ ち まわ りみ ち し だ けれど 
信じ て お くれ よ baby baby 

も う お まえ し か 見 えな い お いら さ 


少し の 金 と ちっ ぽ け な 心 を 愛 に お きか えて みて も 


きみ し く な る の は わか っ て い だ た の に な に も で き な い で 強がっ て る お いら 


ば か だ よ 町 の 光 に よい し れ て 
ば か だ よ ふざけ 気分 の まま で いた だ よ 


そう る 心 の 言葉 きえ も も た な いで お まえ の 心 を 悲し ませ た ん だ 


だ けど 信じ て お くれ よ baby baby 
まわ りみ ち まわ りみ ち し た けれ ど 
信じ て お くれ よ baby baby 

も う お まえ し か 見 えな い お いら さる 


or gz 7xszc の Yo を g Ozoz 


色あせ て ゆく 〈 町 な み は 

秋 の 弱い 光 に て ら さ れ て る 

過ぎ た 夏 の 思い 出 が 

お と す 影 の 色 は 濃い よ 

ふと か げろ う の 様 な あの 日 お も い 出 し て は 
は し ゃ ぎす ぎ だ た みた だ たい だ と に が 笑い 


町 は 秋風 さみし く な る ば か り 

うら な いる えも この ご ろ は つい て な い お い ら さ る 
さる き お くれ た 白い 花 

す て も ちまっ た 愛 を お も わせ る 
高く な る 空 の 色 に 

ひと り と り の こき され そ う 

愛 は みな ひと 夜 の 夢 だ と お も っ て た けど 

今 じ ゃ あの 子 の ね くも り さがし て る 


町 は 秋風 さみし く な る ば か り 

うら な いる えも この ご ろ は つい て な い お い ら さ る 
て りつ ける そん な 日 に 

つよ が っ て 見 せ た それ だ けさ 

小さ な 幸せ を 

見 過ごし て し まっ た 

心 くる わせ て し まう 光 に ある 日 気づい て みれ ば 
夏 か ら 秋 へ の お か し な も の が た り 


町 は 秋風 きみ し く な る ば か り 
うら な いる えも この ご ろ は つい て な い お い ら さ 


Street Blues 
万 o7s gz szc の y Yo 大 g 0zo ん z 


いつ も いつ も 町 へ 行き た く て お ち つ か な いさ 
そん な に いい こと ある わけ じゃ な いけ ど 

きれ いな 光 で ここ より や ゃ まし な ユメ が 見 られ る さ 
ウソン で も な ん で も 歌っ て くれ る よ 


そし て そし て わけ も わか ら ず バカ さる わ ぎす る さる 
ケン カ に な ん ば で ち で も こぼし て 
鋼 え た 奴ら の くも っ た だ 目 つき は 俺 も 同じ さき 
似 た よ な 連 中 の た まり 場 だ ね 


頭 の 先 か ら つま 先 ま で 

ピカ ピカ きめ た や 郎 ども 

女 目 当て な ら さっき と 

きめ ちまっ た ら ど うな ん だ い 

女 達 は さっ きか ら う ず う ず ずっ と まっ て る ぜ 
早く な で さめ て や れ よ 


る み し が りや のら犬 プル ー ス 
スマ ー ト に ゃ きま りや し な いさ る 
あき る ひる 晩 と ぶっ 通し 舞 れ 
いつ も の こと な ん か 忘れ 

きる あ 抜け 出す る いつ も の 地獄 か ら 
ここ は 天国 の 6 犬 Street 


町 か ど や まな い 人 の ざわ めき くる っ て いる さる 
笑い さけ び うめ き 声 すす り 泣 き 

今 の 時 代 の モラ ル の 中 に 

誰 も が 自分 を ころ し て 

だ える こと だ と うな づい て いる 

だ けど だ けど ここ は 見 せ か け の ごまかし の 町 き 
愛 お 笑い だ 夢 よく 言う よ 

うわ べ で つく ろう お まえ の 心 は 

時 代 に た だ よう あき 向 み た いさ 

か らっぱ な 気持 に あき れ ち まう ぜ 
考え る こと を 1 か ら 10 ま で 

変 た ちまう の も いい だ ろう 

金 が 目当て な ら きっ さき と 

消 を ちまう の が いい だ ろう 

ひと り よ が り で た の し む が いい ぜ 
ずっ と そう し て 泣き を みれ ば 気がつく よ 


る み し が りや の ら 犬 プル ー ス 
スマ ー ト に ゃ や きま りや し な いさ る 
だ けど ここ で な ら 6 好き に や れる 
愛し 合っ て れ ば な ん で も で きる 
さあ 抜け 出す る いつ も の 地獄 か ら 
ここ は 天国 の 6 犬 Street 


きみ し が りや の 6 犬 プ ルース 
スマ ー ト に ゃ や きま りや し な いさ 
あさ る ひる 晩 と ぶっ 通し 舞 れ 
いつ も の こと な ん か 忘れ 

さあ 抜け 出す る いつ も の 地獄 か ら 
ここ は 天国 の 6 犬 Street 





酔い どれ 


羽 o7gds oz szc の y Yugko 0zorz 


最終 の プラ ッ ト ホ ー ム に 集まる よい どれ た だ た ち 
ちどり 足 の ステ ッ プ ょ ふみ 笑顔 で 床 に くず れる 
見 し ら ぬ 光 し さ が 少し 風 に 吹か れれ ば 

「 ば か や ろう 」 な ん て 小声 で つぶ や く 

ああ 笑う が いい お いら は 酔い どれ 
今日 も 魂 を 切り 売り し て きた だ 
眠り に つく まで は こう し て いて も いい だ ろう 
朝 が くる まで は 素敵 な 夢 を 見 させ て ね 
目覚 め あれ ば ラッ シュ アワ ー の 中 

ちっ ぱ ぽ け な 幸せ も と どき や し な いさ 

ォ オレ の も つ 言 葉 じ や いい つく せ や し な い 
いつ も の 汐 し る が すこ し 星 に 見 られ たら 
いき が っ て みて 流 る きれ て まだ ふり 出し さき 
ああ つい て な い お いら は 酔い どれ 

こら えた さみし さき を 今 歌 う の さ 
眠り に つく まで は こう し て いて も いい だ ろう 
朝 が くる まで は 素敵 な 夢 を 見 きせ て ね 
目覚 め あれ ば ラッ シュ アワ ー の 中 
最終 の プラ ッ ト ホ ー ム は 人 生 の 語り 場 
ぼろ きれ まとう 心 に 泣き 笑い の 毎日 

し ら ふ の 自分 が まだ 俺 を ば か に する 
層 い や つ だ ね お 前 っ て 奴 は 

ああ 泣い て や る お いら は 酔い どれ 
泣い て お こっ て 笑っ て みる の は お いら の する こと 
お いら の 人 生か い 無駄 使い の あぶ く ぜ に さる 
生き て る わけ か い そん な も の あり ゃ し な いよ 
目覚 め れ ば あたり まえ に お れ が いる 
眠り に つく まで は こう し て いて も いい だ ろう ぅ 
朝 が くる まで は 素敵 な 夢 を 見 きせ て ね 
目覚 め あれ ば ラッ シュ アワ ー の 中 


弱く て バカ げ て て 


万 o7s gz 7xsic の y Yo を og 0zo ん z 


心 が な も いね 時 間 に お な し つぶ きれ ちまう 
弱い ね お いら は 流 る きれ くじ けち まう だ け 

お いら の 好き な 町 の 風 早足 の 人 た ち に も まれ 
強い 酒 で も あお っ て みる さき 

バカ げ て て も 気 に し な いさ る この まま で いい 
心 が お も いね ひと り に な っ ちまう か ら 

わか る か い お ま え に も な ぐ で きる め て お くれ 一 胸中 
ほれ だ た あ いつ に あい た いね 夢 で も 抱き だ いね 
お どけ て 笑い 忘れ ちまう か ら 

バカ げ て て も 気 に し な いる 笑う が いい 
心 が お も いけ ど こん ど あ うと し た だ たら 
弱虫 な ん か じゃ な いる お いら が 抱い て や る 
別れ ぎわ まで あま えて る 弱い 男 の 唄 だ よ 

男 と 女 こん な も ん か な ? 

きよ な ら の や さき さ し き る を お くる よ きい ご に きい ご に 








キタ ー 演 奏 の 





ンズ オリ ジ ナ ル の キー INDEX 


演奏 する キー 
Original Key Ay カポ タス ト の 位置 各 部 の 名 称 


Capo. 1 Play G 


オリ ジ ナ ル の コー ド ・ ネ ー ム 
音符 シャ ー プ (臨時 記号 ) 
8 (cm7) ノ @m カ (E'7 (A り (Fm) 




























































音 

部 Em 

記 

号 デー 
スト ロー ク 省略 記号 


アル ペ ジ オ 


ーーーーーーーーーーーーーーー へ 


演奏 する コー ド ・ ネ ー ム 


メー 


文 ド ・ レ ・ ミ と 押え る 位置 を 確か め ま し ょ う 。 






























































#K シ ャ ー プ ) = 半音 上 げ る !( フ ラッ ト ) = 半音 下げ る  』 け チュ ラル )=# 又 は 【 し た 音 を 再び (ダル ッ ャ ー カ =# 紀 た 音 を さら ! ぐ 7 ルフ ラッ トト =! し た 音 を さら 
も と の 音 に も どす に 半音 上 げ る に 半音 下げ る 
4 9 # ヶ ーー テ E っ の ーー テバ 
ミ ミ ド ド # ド H ド # ド x 























ュー テー ュー テー ューーー テ ー ョ 








音 暗 と 押え る フレ ッ ト 


太 ロ ロー ポジション で の 音 と 押え る 位置 を 覚え て 下さ い 。 


友 ド # ニ レ (異名 同音 ) 









































「 Ed 
ーー の ー タ ーー テ 
『 EE 2 

ーー っ @ パテ 
還 森 三 ご 事 
本 聞 。 演 
ジア ァ アダ ラジ E ルフ アダ ジラ ドド ニ . ツア 

ra 

ーー 
サーー ジ ーー 

ーー キーー せ 





| と 衝 由 ロ ピョン / 


文 スト ロー ク は 譜 玉 を 使わ な い 記 譜 が 一 般 的 で す 。 
ピッ ク 又 は 指 で 弾き ます 。( ! = ダウン ・ ス トロ ー ク 1 = アッ プ ・ ス トロ ー ク ) 


























〈 く 8 ビー ト > 人 「 チ ャ aki 
YY 人 2 YY YYYY ル YY YY 人 YY 1 
く 〈16 ビ ー ト > 〈4 ビ ー ト > 


























* お お 


\YYY 人 YYVYY ホ YY 人 YYV1YV 人 1 人 YY Y 林 















































く 〈1 ら ビート > 加 る 〈《 る ビー ト > 
エア ララ シシ シラ モ テテ モテ ジジ ジテ ラコ 末 ま = まま 雪 
YY ルル ルル ルル YYYY Y\ ホル 人 YY 相 Y 本 Y Y 2 2 
く 〈 ワ ルツ > 
相 ま = ま = 才 = 放 孝 = 大地 寺地 
Y Y Y Y Y 相 + す 


@ ア ル ベ ジ オ 


文 和音 (コー ド ) を 分 散 さ せ て 弾く 奏法 が アル ペ ジ オ で す 。 
基本 的 に は 指 で 弾き ます 。 


左手 と 右手 の 記号 





く 〈 ア ル ベ ジ オ 奏 法 〉 


雪 記 議 時 大 拓 ( 9MWy 


る 選 呈 お お 朋 二 Pr 


合間 本 1 市 和 き 1 pP j m a mi 



































< スリ ー フ ィ ン ガ ーー 奏法? IEAWMUU/Z ュー PD 
site | (indice) 


co m (medio) 
デア an a (anular) 
ch (chicO) 


が DBNtD-o 「。 本人 D 測 ea mas 中 ココ ーー の 























特殊 奏法 


友 ギ ター に は いろ いろ な 奏法 が あり ます 文 


廊 ス ラー と は “な め ら か に "の 意 で 、 次 の よう な 弾き 方 が 一 般 的 で す 。 





ハン マリ ング ・ オ ン (H.0.) 
HO. 














> と デニ ーー 
る = | @ 左 指 で 弦 を た た く よ う に し て 音 を 出し ます 。 
































る ゴ @ 左 指 で 弱 を びっ か く よ う に し て 音 を 出し ます 。 
人 
P.O. 
馬 スラ イド (S) 又 は グリ ッ サ ンド (5g) 
S 
電 内 トー @ 左 指 を 弦 の 上 を すべ ら せ て 音 を 出し ます 。 





時 チョ ー キ ング (cho) 又 は ベン ド 


cho D 
寺 三 半 @ 左 指 で 弦 を 押し 上 げ る よう に し て 音 を 上 げ ま す 。 
キキ ( 音 を 下げ る 場合 は チョ ー キ ング ・ ダ ウン (DJ) と いい ます ) 


























万 トリ ル (tr.) 
あー ヘー 
の @ 装 艇 音 こ し て よく 使わ れ ま す 。 奏法 と し て は H.0. と P.0. の 組 
ュー み 合わ せ に な り ま す が 、 こ の 場合 は 細く ・ 速 く 弾 ます 。 


H.O.+P.O. 


文大 変 美 し い 奏法 で 、 弦 の 上 に 指 を 軽く ふれ て 音 を 出し ます 。 ハー モニ ックス は すべ て の 弦 で 出せ ます が 、 ポ ジ 
ショ ン は 限ら れ て いま す 。 12・7・5 フ レッ ト が きれ い に 鳴 ら せ ま す 。 


第 (3③) 弦 ( ソ ) の 第 フフ レッ ト 
NM 
Harm.12 Harm.7 Harm.5 


が 

















第 (1) 弦 ( ミ ) の 第 12 フ レッ ト イ 
第 (6) 到 ( ミ ) の 第 5 フレ ッ ト 


W ミ ュー ト (Mute)x ょ ピッ ツィ カー ト (Pizz.) 


娘 ビ ピッ キン グ や アル ペ ジ オ を 弾く と き に 右手 で 弦 に ふれ な が ら 音 を ころ し て プレ イ す る 奏法 で す 。 


PE 


Mute (Pizz.) ーーーー sm | 














文 キ ー と は C メ ジャ ー( ハ 長調 )、A マ イナ ー( イ 短調 ) な どの 調 の こと で 、 曲 の 調 性 を 表わし ます 。 
すべ て の キー と 調 号 (#・!) の 数 、 位 置 を 確か め て 下さ い 。 


文 この 図 は 5 度 圏 (circle of fifth) と 呼ば れる も の で 、 キ ー と その キー に お ける コー ド 進 行 な ど の 関係 が わか り ま す 。 


Cm 
Ax Bm GIm E 
雪 に Aim ELm_(Am ン デ 香 
D 


埋 計 当 , トー 
奉 催 雪 文 音 待 の 黒 玉 (@) は マイ ナー・ キ ー の 主 音 








人 @ 点 線 の 内 側 の 関係 は C じ を 基準 と し た と き に 最も 
密接 な 関係 に ある コー ド を 表わし て いま す 。 
キーC の 時 に は C を 中 心 に Am・F・G の コー ド は 
よく 使わ れる 重要 な コー ド だ と いう こと で す 。 


(基本 的 コー ド 進 行 ) 
CーAmーFTG7 一 C 


# 


ei GEES 


G A | DBm つ GAZ7 つ G 


ーー 〇 ) 本 


ヨ 






『ー 
/ 


) 
/ 


D E | A つ 月 nm つ DE7 つ A 







B | ECIm つ AB7ーE 


F っ Dm 時 っ C7 コ F 


明月 





@ 力 ボタ スト (Cabpo.) 


文 カ ポタ スト (カポ ) は 歌 の 伴奏 を する 時 や 、 キ ー を 変え た い 時 な ど に 役立ち ます 。 楽譜 に 指定 が ある 場合 に は 、 
指定 の フレ ッ ト に カポ を つけ る と オリ ジ ナ ル と 同じ キー で の 演奏 が で きま す 。 


@ 吾 プレ イ ・ キ ー に ss 店 コ に 【 例 1】 Key G で 演奏 し て カポ を 4 フレ ッ ト に は め る と 、 そ の 


っ 
お ける カポ タス ト | C |cMp9| p |pKD| 時 の キー は B に な る 。 


を つけ る 位置 と そ | G |GMAD 【 例 2】 友人 か ら 「 こ の 曲 は GH で 弾い て よ 」 と 言わ れ た が 、 自 分 
は この 曲 の 場合 F で 覚え て いる の で カポ を 3 フレ ッ ト 


に 付け て 演奏 し て あげ た 。 


文 表 は メジ ャ ー・ キ ー で 書か れ て いま す が 、 マ イナ ー・ キ ー の 
時 も 同様 で す 。 


人 @ 音 待 の 長 さ ・ 音 楽 記号 


上 音符 の 長 さ ・ 休 待 の 長 さ 
名 称 


















休 符 ・ 





| 全休 符 











ー 2 分 休 符 
4 | 4 分 休 符 
7 : B 分 体 符 





16 分 休 符 





・: 付 点 全音 和 





・: 付 康 全 休 符 








、 : 付 康 2 分 ・: 付 上 2 分 人 和 








、 : 付 康 4 分 謀 和 ~ : 付 康 4 分 休 符 











) : 人 NB ": 付記 分 人 和 


廊 表 で は 4 分 音符 ( 休 符 ) を 1 拍 と し て 他 の 音符 と の 長 さ を 比較 し て いま す が 、 こ れ は わか りや すく する た めで 
あっ て 必ず し も 2 分 音符 が 1 揚 だ と いう こと で は あり ませ ん 。 ら 2 分 音符 、8 分 音符 を 1 拍 と する 場合 も 多く 
あり ます 。 そ れ ぞ れ の 音符 同士 の 相対 的 な 関係 を 理解 し て 下さ い 。 


克 連 待 の 長 さ 
ewjj。」 覆 直 3) 博 =) 
〈5 連 待 〉 PPPPP ニ Prcrr 。 
emm 月) 月 3-」 

奇 拍子 記号 


拍子 は 大 きく 分 け て 2 拍子 系 (2 拍子 -4 拍 子 ・6 拍 子 - 12 拍 子 ) と 3 拍子 系 (3 拍子 9 拍子 ) と に 大 別 さ れ ま す 。 
拍子 記号 は 主 に 分 数 や 記号 で 書き 表 さ れ ま す 。 分 数 の 形 で 示さ れる 場合 は 、 分 子 に あたる 数 字 は 拍子 の 種類 で 、 
分 母 に あたる 数 字 は 、1 拍 に 数 える 音符 の 種類 を 示し ます 。 例え ば 内 は 4 分 音符 を 1 拍 と し て の 9 拍 子 と いう こと 











に な り ま す 。 
仙 ら 分 音符 を 1 拍 と し て 
ま 2 分 の 2 拍子 | の 2 哲子 

4 分 音符 を 1 拍 と し て 
人 4 分 の 2 拍子 | 2 拍子 
れ し で 4 分 音符 を 1 拍 と し て 
る また は G | 4 分 の 4 拍子 | の 4 拍子 
拍 8 分 音符 を 1 拍 と し て 
子 8 分 の 6 拍子 の 6 拍子 








8 分 音 待 を 1 拍 と し て 

4 分 音符 を 1 拍 と し て 

分 音符 を 1 拍 と し て 
分 の 3 拍子 の 3 拍子 


8 分 の 3 拍子 | 58 














子 

系 6 
8 
42 
8 
き 
4 
8 
円 

円 
8 


放 音楽 記号 












(メジ トラ ネル ao や や 強く 
(ツェ ピ デフ や や 弱く 


〔 ス タッ カー ド ]} 衣 通 . 音 と 音 の 間 を 切る 

. 曲 の 始め に も どる 

. 曲 の 途中 (% の 付い て いる 場所 ) に も どる 
終わ り 





(コーダ) 大 終わ り の 部 分 

[フェ ル マ ー る 3 生 馬 科 ee な 3 その 音 だ け の ば す 

〔 ア クセ ント ] 入線 才 RS その 音 に 力 を 入れ て 

[リピート] この 間 を くり か えす 

E り タ ルル ダ ジン 人 3 し aa 次 第 に ゆっ くり 
CCB ocioeetdssozcoeide [アッ チレ ラシン ドド oe 次 第 に 加速 し て 
館 6870 の yosaesrteaedoretns (アッ デジ cotegd2e も と の 速 さ で 
atakdustesRGsetie に プー ドッ デア ウト oe 音量 を 徐々 に 絞り 、 音 を 消す こと 
7 9 Rn EK エー 陽二 .、 音量 を 徐々 に 上 げ 、 規 定 の 音量 まで 達する こと 
NIL ーーー コ し 者 。 コー ド ( 和 音 ) が な いこ と 
0 (オタ タマ ぎ ブ 記 旨 ) . 立 .…… ぅ .…. 誠 オク ター ブ プ ( 完 全 8 度 ) の 上 ・ 下 を 示す "9@a' 記 号 の こと 。 


の 記号 が 音 待 の 上 部 に 記 譜 さ れ て いる と その 音符 は オク 
ター ブ 高 く 演奏 され 、 下 部 の 場合 は オク ター プ 低 い 音域 で 演 


奏 さ れる 。 


衝 
ンク 前 の 小節 (複数 の 場合 あり ) 又 は フレ ー ズ と 同じ だ と いう こと 


記 反復 記号 の 応用 例 






① リピ ー ト 


























② D.C.( ダ カー ポ ) 


③ D.S.( ダ ル セ ー ニ ョ ) 











演奏 順序 一 一 生 ・[ 加 ・ICI・ 回 回 ・ 四 ・(C] [回 - 還 ・ 回 回 ・ 回 
※D.C. 又は 、D.S. で 戻っ た 場合 は 、 原 則 と し て リピ ー ト は し な い 。 
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